
































城下町は今日も魔法事件であふれている２








井上悠宇





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき







　プロローグ







　城下町の広場は、朝から活気にあふれていた。

　今日は月に一回行われる魔ま導どう具ぐ市いち。

　町民たちが使わなくなった魔導具を持ち寄って集まり、販はん売ばいする日である。

　辺りには陽ひ射ざし除よけのパラソルが立ち並び、シートが敷しかれた石いし畳だたみの上には、多種多様な魔導具が置かれていた。食べ物の出店や、大道芸を披ひ露ろうする者たちの姿もあって、ちょっとしたお祭り騒さわぎである。

　中には魔導具を実演販売する者もいた。

　振ふるだけで不思議な虹にじ色いろの玉を無数に生み出す、輪っかのついた不思議な棒。

　子供たちはフワフワと空を舞まう虹色の玉を顔を輝かがやかせて見上げ、広場に住み着く白い鳩はとたちはそれに驚おどろき、群れを成して青空を飛ひ翔しようする。

　手を大きく振るだけで、音楽が演奏される不思議な箱。

　流れ出すメロディーは、歩く者の心を浮うわつかせている。

　当然、人々の目当ては、普ふ通つうに買うより安く手に入れられるそれらの魔導具である。

　その例に漏もれず、

「まあ、本当にたくさんあるのね」

　酒場〝水のアクア恩恵亭グレイス〟の女主人、アニタ・ロランは、次から次へと珍めずらしい魔導具に目移りしていた。

「ねえ、ノエル、これ見て！」

　彼女は髪かみに花の形の髪かみ飾かざりを差して、

「〝光トウインクル〟」

　呪じゆ文もんを唱えると、髪飾りは薄うすいピンク色にキラキラと輝き始める。

「どうかしら？」

　こちらの様子を窺うかがうように長い睫まつ毛げをパチパチさせた。

「綺き麗れいですね。髪の色に合ってますよ」

　襟えり付きの黒い上着コートを羽織ったいつもの騎き士しらしからぬ格好で、騎士ノエル・アースキンは答えた。

「あらー、本当に？　買っちゃおうかしら！」

「日ごろお世話になっているお礼に、俺が買いますよ」

「やった♪　ありがとう、ノエル」
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　子供のように、アニタがはしゃぐ。

　店の主人が銅貨三枚だと言うので、ノエルはそれを払はらおうとするが、

「お兄さん、こっちの髪留めも一いつ緒しよにどうだい。アルメリアの花をあしらっているんだ。呪文を唱えれば紫むらさき色いろに輝く。花言葉は、〝可か憐れん〟。素す敵てきなお嬢じようさんにぴったりだよ！　二つで銅貨六枚の所を、四枚にしとくよ」

「じゃあ、それもお願いします」

　何だかうまい事乗せられた気がするが、アニタが喜んでいるので、構わないだろう。

　市で売られている物の値段などあってないようなもので、値段交こう渉しようをすれば安く買えもしただろうが、贈おくり物を値切るのでは格好がつかない。

「アニタさん、今日は目当ての魔導具があるんじゃなかったんですか？」

　袋ふくろに入れてもらった髪飾りを受け取ったアニタに聞く。

「ええ。新しい料理の為ために、魔ま法ほうの石いし窯がまが欲しくて」

「魔法の石窯……？」

「火を使わずに、中まで熱を通すの。フワフワのパンが焼けるのよ」

　持ち運べるような物なのだろうか？

　どうりで荷物持ちに誘さそわれたわけである。

「あ、このジョウロ可愛かわいいわね！」

　ジョウロは動物の形を模していて、その長い鼻の先から、水が出る仕組みらしい。

　これも魔導具であり、呪文を唱えれば、人間の魔力を水に変えて溜ためる事が出来る。

　──色んな魔導具があるんだな。

　魔導具を一いつ切さい使えないノエルにとっては、どれもが不思議で目新しい物に見えた。

「あ！　ノエル騎士！　やっぱり、ここだろうと思って捜さがしたんですよ！」

　一人の女騎士が白いマントを翻ひるがえして、こちらにやってくる。

　まっすぐな長い髪に知的な相そう貌ぼう。まるで吟ぎん遊ゆう詩人みたいな繊せん細さいで美しい顔立ちをしている。銀色の胸当てに、腰こしには騎士剣けんを差していた。

　彼女は騎士見習いである従騎士アリエス・クルール。ノエル直属の部下である。

　アニタがニコッと微笑ほほえんで、

「おはよう、アリエス。いつも慌あわてているわね」

「おはようございます。アニタ・ロラン。買い物をお楽しみの所を申し訳ないですが、殺人事件が起きてしまいまして」

「あら、まあ、こんないい天気の日に？」

　──事件に天気は関係ないと思う。

　ノエルは、アリエスが手に何か棒のような物を持っているのを見つけて、

「それは何だ、アリエス。笛か？」

「これですか？」

　アリエスはそれを口に咥くわえて、「ぴー！」と吹ふいた。

　すると、アリエスの被かぶっている帽ぼう子しの中から、黄色い鳥が顔を出し、「アヘァ」と鳴いてすぐに戻もどった。

「可愛くないですか？　〝飛び出すヒヨコちゃん〟です。入り口で売ってて、近所の子供が喜ぶかと思いまして」

　どちらかというと冷たい感じのする相貌には、似つかわしくない言葉だった。

　近所の子供たちの事を気に掛かける、意外と面めん倒どう見みの良い所もあるようだ。

　アニタは感激した様子で、

「可愛いわ！　アリエス！　もう一回お願い！」

　アリエスが笛を吹くと、またヒヨコが出てきて「アヘァ」と鳴いた。

　──それ、可愛いか？

　ピヨピヨと鳴けば可愛く感じるかもしれないが、どうしてそんなに気の抜ぬけた鳴き声なんだろうか。ちょっと女性たちのセンスについていけない。

　アリエスは何かを思い出したように、

「おっと、こんなことをしている場合ではないのでした。ノエル騎士、早さつ速そく、加害者を事情聴ちよう取しゆする為に騎士団に行きませんか？　近くに馬を用意しています」

「そうだな、行こう。すみません、アニタさん。ちょっと行ってきます」

　アニタは嫌いやそうな顔一つせずに、

「いってらっしゃーい」

　小さく手を振った。

「行ってきます！」

　ノエルはアリエスと共に、駆かけだしてゆく。




　一人残されたアニタは、ぷくーっと頰ほおを膨ふくらませて、

「もう！　せっかくのデートだったのに！」

　買ってもらった髪飾りの袋を大事そうに抱かかえて、反対の方向に歩き始めた。







　第一章　仲の悪い武器屋と防具屋の抱える矛盾事件







　城下町の西側にある武器屋と、その隣となりにある防具屋は仲が悪かった。

　隣となり合って店を構えたのだから、最初は仲が良かったのかもしれない。

　いや、なぜか、武器屋と防具屋は隣り合って存在する事が多いので、なんとなく成り行きでそうなってしまったのかもしれない。まぁ、そこはどうでもいい。

　仲が悪い原因は、彼らの作る武器と防具にあった。

　武器屋が得意とするのは〝強化オフエンシブ〟の魔法が使える槍やり。

〝強化〟の呪文を唱えると、一時的に鋭するどさを増し、鉄の盾たてをも貫つらぬく武器となるそうだ。

　一方、防具屋が得意とするのは、〝硬化デイフエンシブ〟の魔法が使える防具。

〝硬化〟の呪文を唱えると、一時的に硬かたさを増し、どんな鋭い槍でも弾はじき返す事ができるらしい。

　武器屋の主人が櫛くしで髪を整えながら言うには、

「戦いにおいて大事なのは攻こう撃げきだ。それなくして、勝利はない。僕の槍はどんなものでも貫く。君を勝利へと導く一本の道さ」

　そして、防具屋の主人が髭ひげ面づらをニヤリと歪ゆがませて言うには、

「何よりも大事なのは守りだ。守りが堅かたければ、敗北はない。俺の盾はどんなものでも防ぐ。ドラゴンの炎ほのおだって受け止めるだろう」

　全すべてを貫く魔法の槍と、全てを防ぐ魔法の盾。

　それらを突つき合わせてみればどうなるのか。

　そこにあるのは、矛む盾じゆんだ。

　どちらかの言葉は噓うそであり、或あるいは、どちらの言葉も噓である。

　そんな二人が口を揃そろえて言うには、

「僕の槍で、絶対に隣の店の小こ汚ぎたない親父おやじの盾を突くんじゃないぞ」

「俺の盾で、絶対に隣の店の生意気な小こ僧ぞうの槍を受け止めるんじゃねぇぞ」

　どちらの言葉が正しいのか、試ためしてみれば分かる事だったが、頑かたくなに彼らはそれを拒きよ絶ぜつした。自分たちの言葉に噓はないとしながらも、万が一、それが覆くつがえされてしまったら、彼らは職人としての信用と、プライドを失う事がわかっていたからである。

　興味本位で、魔法の槍と魔法の盾を突き合わせようとした輩やからがいれば、どちらかがぶん殴なぐって止やめさせた。もうすでに試したと言う者が現れたとしても、二人とも絶対に耳を貸さなかった。自分の目で確かめさえしなければ、彼らのプライドは傷つかず、己おのれが正しいのだと言い張る事が出来たからである。

　だから、いつも──いつまでも武器屋と防具屋は仲が悪かった。

　しかし、互たがいに、相手は噓つきだと言い合いながらも、接点を持つ事はなく、二人とも商売を続けていた。




　今日、防具屋の主人の妻が、殺されるまでは。
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　従騎士アリエスは、手元にある紙の束──今回起きた事件の経緯いきさつや証言を書き記した報告書をめくりながら、そのような事を話した。

「被ひ害がい者しやは、ロープで後ろ手に縛しばられ、正面から槍のような鋭い武器で心臓を一ひと突つきにされたようです」

　防具屋の二階は、鉄臭くさい血の臭においが部屋中に立ち込めている。

　ベッド脇わきの床ゆかには、赤黒い血ち溜だまりが広がっており、親指よりも一回りくらい太いロープが落ちていた。

　ノエルは屈かがむと、手を汚よごさぬように、そのロープを指先で摘つまんで持ち上げる。

「これがその、手を縛っていたロープか？」

「はい。被害者の遺体を運び出す時に、兵士が解ほどいたようです」

　ロープはべっとりと血で濡ぬれていた。長さは、ノエルが両手を広げたくらい。麻あさを撚よって作られたもので、被害者を縛る為に、適度な長さに切られたのだろう。鋭えい利りな刃は物もので切断されたのか、両りよう端はしの切り口は綺き麗れいだ。

　血ち塗まみれのロープが事件の生なま臭ぐささを想起させたのか、アリエスは小さく眉まゆを顰ひそめる。

「事件が起きたのは今朝方。防具屋の主人が出かけた際、忘れ物に気づき、取りに戻った所、奥さんを殺害した人物と鉢はち合あわせしたそうです」

「その人物っていうのは──」

「先ほど、ノエル騎き士しが事情聴取した、隣の武器屋の主人です」

　ロープを手放したノエルは立ち上がって、人差し指を立てた。

「ピピン」

「え？　なんです？　何か閃ひらめいた時の音ですか？　やめてください。恥はずかしい」

「違ちがう。隣の武器屋の主人の名前だ。ピピン。防具屋の主人の名前がグスタフ。そして、殺された奥さんがシンシア」

　報告書をめくり直したアリエスは、

「はい。そうです。加害者がピピンで、殺された被害者がシンシア。その通りです」

「防具屋のグスタフが忘れ物に気付いて、ここに戻ってきたら──ごめん、続けて」

「盗ぬすみ目的で部屋に侵しん入にゆうした武器屋のピピンが、防具屋の妻、シンシアを槍で突き刺さしている所でした。ピピンは持ってきた槍でシンシアを脅おどして縛り上げ──」

　ベッドの脇にある小さな金庫を指し示す。

「店の売上金が入ったその金庫の鍵かぎを渡わたすように言いましたが、鍵は出かけたグスタフが持っていました。金庫を開けられずに困ったピピンが、口くち封ふうじに奥さんを刺し殺さつした所に、丁度、グスタフが戻ってきたという事です」

「それは、グスタフが、そう言ってるんだよな？」

「そうです。おそらく、そういう事だろうという……」

「ただの推察か」

　先ほど、ノエルが取り調べた所、ピピンは「全く身に覚えがない」と、犯行を否定した。

「そうか。じゃあ、続けて」

「ピピンは見つかると、窓から隣の武器屋に飛び移って逃にげたそうです」

　ノエルは部屋の中を確かく認にんする。

　出入り口は一階への階段だけで、窓は二つあった。

　一つは防具屋の正面にある大きなテラス窓で、前の通りが見える。

　もう一つは建物の側面に付いている窓で、そこからは隣の武器屋が見えた。

　武器屋の窓と、こちらの窓とは向かい合わせになっているようだ。

　部屋にこもった血の臭いを外へ逃のがす為ためか、どちらの窓も開け放たれている。

「なるほど。防具屋の主人、グスタフが階段を上がってきたから、退路を塞ふさがれた武器屋のピピンは窓から逃げ出した。侵入した時も、この窓からだったのかな？」

　窓の縁へりに手をかけて身を乗り出してみる。

　向かい側にある武器屋の窓は、こちらより少し高い位置にあった。

　しかし、窓の下には小さな屋根があって、足場に出来そうだ。

「よし」

　ノエルは腰こしに差した小剣シヨートソードの柄つかを片手で押さえながら、

「ちょ、ノエル騎士！」

　窓の縁に足をかけて、武器屋の窓へと跳ちよう躍やくした。

　着地した際、踏ふんだ屋根が、べきっと音を立てる。

「おわっ！」

　体勢を崩くずしそうになるが、なんとか窓まど枠わくを摑つかんで立て直し、武器屋の中へ入った。

　そこは廊ろう下かだった。

「おい、アリエス、窓からの侵入は出来るみたいだぞ」

　振ふり返ると、

「出来なかったら、落っこちて怪け我がしてますよ」

　アリエスは困り顔でこちらを見ていた。

　どうやら、窓を飛び越こえて隣の建物に逃げる事は可能のようだ。

　ノエルは防具屋の窓へと、再び跳躍する。

「ほいっと！」

　武器屋側からは、下りになっているので、楽に防具屋の窓の縁に飛び移る事が出来た。

「突とつ然ぜんの奇き行こうはやめてください」

「いや、これは大事な事だぞ。窓から窓への移動は可能みたいだ。ちゃんと確かめておかないとな。心配させたか？」

　アリエスは頭を横に振る。

「いえ、私が心配なのは、ノエル騎士がうっかり死んだ時に、代わりの騎士として私を推挙する遺ゆい言ごん書しよを、残してもらえているかどうかだけです」

　ノエルは逡しゆん巡じゆんして、

「悪いけど、残してない」

「早急に手配して下さい。そうしてもらえれば、貴方あなたが足を滑すべらせて、地上に落ちたとしても、大だい爆ばく笑しようしていられますので」

「心配して欲しいから、手配はしない」

　アリエスは、やれやれといった様子で、説明を続ける。

「ピピンが窓から逃げた後、グスタフは階段を降りて外に出ました。そこで『人殺しだ』と声をあげて人を呼び、武器屋に正面から乗り込んで、中にいたピピンを近所の住民と一いつ緒しよに取り押さえました。そして──」

「ちょっと待って」

　違い和わ感かんを覚えたノエルは、アリエスの言葉を遮さえぎった。

「グスタフは窓から追いかけずに、わざわざ一階に降りて外に出た？」

「ええ。彼が言うには、ピピンが槍を持って待ち構えていたので、飛び移れなかったそうです」

「ああ、そっか。相手は槍を持っているもんな。じゃあ、何か武器を手にする意味でも、一階に降りる必要があったのかもしれないな」

　アリエスは再び、報告書を何枚かめくる。

「……いえ、グスタフはずっと素す手でだったようです。ピピンを取り押さえた時も、ですね。一緒にいた近所の住民が、摑みかかって捕とらえたと証言しています」

「槍やりを持っている相手に素手で？　この防具屋には槍に対たい抗こうできるような武器や防具が何もなかったってことか？　盾たてとか、身を守る物だってあるだろうに」

「そうですね。ここには、剣や槍といった武器はありませんでしたが、包丁や鉈なた、鍛冶かじに使うハンマーなどはあります。鎧よろいや盾、兜かぶとといった売り物も、当然ありますね。追いかけていたので、慌あわてたのかもしれませんが──でも、ピピンも、取り押さえられた時には、何も持っていなかったようです」

「何も持っていない。つまり、凶きよう器きの槍を持っていなかった？」

「はい。ピピンは武器屋のカウンターにいて、グスタフ同様に素手でした」

「じゃあ、犯行に使われた凶器の槍はどこに？」

「こちらを」

　アリエスは壁かべに立てかけてあった槍を、ノエルに手て渡わたした。

「というか、これ、ではないかもしれませんが」

「どういう事だ？」

　ノエルはその槍を手にとって、よく見てみる。

　長い柄えの先に、鋭するどい菱ひし形がたの刃やいばがついていた。

　その他ほかにはこれといった特とく徴ちようのない、一いつ般ぱん的な槍に見えた。

「それは〝強化〟の魔ま法ほうが使える槍で、隣となりの武器屋で売られている物です。呪じゆ文もんを唱えれば、一時的に槍の鋭さが増すそうです」

「でも、犯行に使われたのはこの槍じゃないだろう？」

　だって、この槍には──。

「ええ、そうなんです」

　アリエスは頷うなずいて同意した。

「武器屋にあった槍を全すべて調べましたが、どれも血の付いた形跡がありませんでした。また、付近一帯、兵士を使って捜さがしましたが、凶器らしい槍は見つかっていません。その槍はピピンの武器屋に陳ちん列れつしていた売り物の一つです」

「犯行に使われたはずの、血が付いた槍が見つかっていないという事か。事件の状じよう況きようなら、血を洗い流す暇ひまもなさそうだしな」

「洗い流したのなら、濡れていそうなものですが、そんな槍もありませんでした。どれも新品で。まぁ、そんな暇があったら、私ならとっとと逃げていますね」

　ノエルは槍を壁に立てかけ、腕うでを組んで、うーむ、と唸うなった。

「防具屋のグスタフと、武器屋のピピンは仲が悪かった。じゃあ、グスタフとシンシアの仲はどうだった？」

「喧けん嘩かはよくしていたみたいですね。夫ふう婦ふなんてそんなものかもしれませんが。でも、奥さんのシンシアはグスタフよりもずっと若いので、自じ慢まんの妻だったようです」

　喧嘩するほど仲がいいとも言う。

「あと、殺されたシンシアが、槍で突つかれた事に間ま違ちがいはないのか？」

「傷口から見るに、鋭い刃は先さきを持つ長い棒状の物で刺殺されています。胸の穴は硬こう貨か程度の大きさで、兵士も私も、槍で突き刺されたものだと判断しました」

　──消えた凶器、いや、見えない槍？

　不思議な魔法のようだ。

　いや、現実に魔法は存在するのだから、あながち絵空事とは思えない。

　ただし、魔法を使うには、それ専用の魔ま導どう具ぐが必要になる。

　凶器を消すにも、〝消す〟魔法が使える魔導具が、存在しなくてはならないのだ。

「アリエスはどう思う？」

「不思議だなと思います」

　まるで他人ひと事ごとみたいだ。

「色々と考えられると思うんだが──」

　ノエルは顎あごに手を当てて、ゆっくりと部屋の中を歩き始める。

「一つは、犯行に使われた槍がどこかに隠かくされている場合。グスタフの言葉を信じるなら、ピピンは武器屋の窓に飛び移って中に入り槍を構えた、という事は、武器屋のどこかに、まだ凶器の槍があるという事になる」

「ありえますね。ですが、武器屋は私も隈くまなく調べましたよ」

「例えば、槍を消す魔法みたいなのがあって、我々には見えなくなっている、とか」

「あるかどうかは知りませんが、もし仮に〝物や姿を見えなくする〟魔法があったとしても、それは特許魔法だと思われます。絶対に悪用されて、犯罪に使われるでしょうから」

　この国には、〝魔法マジツク・統制コントロール〟という制度があり、魔法の乱用を防ぐ為に、魔法の使用は許可制になっている。

　火をつけたり、物を冷やしたりするような、日常的に使う魔法は、魔導具販はん売ばい店で購こう入にゆうする事が使用許可にあたるが、人を傷つけたり、犯罪に悪用されるような危険性のある魔法は、国が〝特許魔法〟と位置づけ、許可証ライセンスを発行して、使用者が分かるように管理していた。

　特許魔法は、労働に使用する場合など、特別な条件下においてのみ許可されるものだ。

　アリエスは小さく頭を横に振って、

「それに、武器屋のピピンが取得している特許魔法は、一時的に物を鋭くする〝強化〟を武器に付ふ与よする魔法、だけです」

　彼女は、槍を消す魔法が使われているという案には否定的なようだ。

　ノエルは立ち止まると、

「ピピンが〝一いつ瞬しゆんで洗せん浄じようできる槍〟を開発する事は？」

「凶器の槍が、別の魔法効果を持つ新しい魔導具であるパターンですか？」

　アリエスは少し考えてから、

「可能性はなくはありませんが、おそらく〝強化〟を付与できる魔法の魔導具は、どこかの魔術師ウイザードに依い頼らいして、作ってもらったものでしょう。ピピンはその魔導具を用いて魔法の武器を作る武器屋です。魔法の開発は〝古代ル魔法ー文字ン〟の専門知識のある魔術師ウイザードだから出来る事で、武器屋には難しいと思います」

　こちらの案には懐かい疑ぎ的な様子である。

　ノエルは素す直なおに、なるほど、と頷く。

「じゃあ、次は、そうだな……光を集めて、槍のようにして、相手の胸を貫つらぬく。〝光ライトニのング・槍スピアー〟！　みたいな魔法。これなら、凶器が存在しない」

「へえ、それは格好いいですね。是ぜ非ひとも、拝見したいものです」

　アリエスは呆あきれた様子で溜ため息を吐つくと、

「ノエル騎き士し。普ふ通つうの騎士なら、王都防衛騎士団の執しつ務む室で、こういった調査報告書を受け取って、気になる事があれば、捕つかまった人を取り調べて、調査を終えます」

　手に持った報告書を指の背で軽く叩たたいた。

「それなのに貴方は、わざわざ事件現場に足を運んで、窓から窓へ飛び、ありもしない魔法の話をする。そんな事をするより、捕まった人を締しめ上げて凶器の隠し場所を吐はかせた方が、手っ取り早いのではないですか？　ノエル騎士が〝騎士としてアレ〟だというのは、誰だれよりも一番、理解しているんですが、前々から気になっていたんです。ピピンと話をして、彼が犯人でないという確信を得たから、こんなことをしているんですか？」

　──騎士としてアレとは、なんだ。

「そんな確信なんてないけど」

　ノエルは頭を搔かいた。

「俺は誰が、どうして、どうやって、こんな事件を起こしたか知りたいだけだ。実際にこの目で見て、納なつ得とく出来るまで調査したい。それだけだよ」

　城下町の治安を守る王都防衛騎士団の騎士であるノエルには、心に秘ひめた思いがあった。

　──罪なき者を罰ばつするな。

　それはかつて、見に覚えのない罪に問われた自分を、助けてくれた騎士の言葉である。

　犯おかしてもいない罪で裁かれるなど、絶対にあってはならない事だ。

「それに、この事件は消えた凶器以前に、おかしな部分があるからな」




「ククク、実に面おも白しろい」




　不意に、冷たく澄すんだ声が聞こえた。

　ノエルとアリエスは思わず、腰こしの剣けんに手をやって、声がした方向に身構える。

　開け放たれた大きなテラス窓の前、いつの間にか部屋の中に、黒衣の美しい少女が立っていた。不ふ穏おん、不安、不ふ吉きつ。それらを混ぜあわせたような闇やみのオーラを周囲に撒まき散らし、見る者に、漠ばく然ぜんとした危機感を抱いだかせる風ふう貌ぼう。

　──一言で、わかりやすく表現するならば、魔ま女じよだ。

　魔女めいた黒衣の少女は艶あでやかに唇くちびるを歪ゆがめると、

「光を集めて槍の形にして、相手を貫く魔法ね。確かに、降り注ぐ光は、あらゆるものに跳はね返り、まっすぐに進む。それらを集めて凝ぎよう縮しゆくし、殺傷能力を持たせて、武器として使う。実に面白い発想だわ。でも──」

　自分勝手に語り始める。

「厄やつ介かいな問題がある。それは、光に質量が無いということ。質量の無いものをどれだけ集めても、質量は増えない。つまり、光を集めても質量のある槍を作ることは出来ない。ただし、魔法で光に質量を持たせることができたら話は別よ。でも、それは言葉で言うと簡単に聞こえるかもしれないけれど、本当はとんでもないことなの」

　そして、こう結論づけた。

「だから、無理よ」




「エスティカ」

　ノエルに名を呼ばれた、その黒衣の少女は、

「こんにちは、ノエル・アースキン。ご機き嫌げんいかが？」

　悪わる巧だくみをしているような顔で微笑ほほえんだ。




　彼女はエスティカ・ルルイエ。

　魔法許可制のこの国において、国王にあらゆる魔法の使用を許可された〝誓約のアンリミテツド魔術師・ウイザーズ〟の一人。

　様々な魔法に通じている事から〝歩ウオくーキン魔グ・グ術リモワ書ール〟とも呼ばれている、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの偉い大だいな魔術師である。

　──少なくとも、世間一般では、そう言われている。




　　　　２




　エスティカは、なぜか、右手にティーカップ、左手にソーサーを持っていた。

　しかも、顔は泥どろ水みずでも被かぶったかのように濡ぬれており、顎や漆しつ黒こくの髪かみ先さきを伝って、雫しずくが床ゆかに滴したたり落ちている。

　アリエスは困った顔をして、

「いつの間に、どこから、入り込んだんですか。入り口は兵士に見張らせていたはずです。あと、事件現場を汚よごさないで下さい」

「待って。説明させて頂ちよう戴だい」

　エスティカはそれを制すると、

「ウヴァ」

　そう呟つぶやいて、ティーカップを掲かかげた。

「全く説明になっていません」

　アリエスの指し摘てきに、エスティカはコクリと頷うなずく。

「透すき通った深しん紅く色に、薔ば薇らのような芳ほう醇じゆんな香かおり。カップに注ぐと、水面の縁ふちがまるで金色の輪のように映る。これをゴールデンリングと呼ぶの。口に含ふくめば、適度な渋しぶさとツンと鼻に抜ぬける鮮せん明めいな香りが──」

「何の説明かわかりません」

　更さらなるアリエスの指摘に、エスティカはまた、コクリと頷く。

「ウヴァ茶の説明よ」

「求めていません」

　素っ気無くアリエスにあしらわれて、エスティカは首を傾かしげた。

「他ほかに何の説明をしろと？」

「なぜ、貴方あなたがここにいるかです」

「知りたかったから」

　ようやく合が点てんがいった様子で、エスティカは答えた。

「防具屋の妻、シンシアがどうやって殺されたのか」

　どうやら彼女はここで何が起きて、ノエルたちが何をしていたか知っているようだ。

「勿もち論ろん、話は全すべて聞かせてもらったわ」

　得意気な顔でエスティカはカップに口をつけたが、中身は空だったようで、すぐに渋じゆう面めんになった。

　その時、階下から、誰かが上ってくる足音が聞こえた。

「ケーキ。まだ途と中ちゆうだったのに」

　不満そうに口を尖とがらせて現れたのは、ふんわりとしたボブカットの銀ぎん髪ぱつで、青い瞳ひとみをした少女である。袖そで口ぐちの長い白のブラウスにニッカーボッカー風のズボンをはき、まるで少年のような格好をしていた。

　少女は、おおよそ可愛かわいいとは表現できないぬいぐるみを、両りよう脇わきに抱かかえている。

　そして、そのまま、置いてあるベッドにダイブすると、

「やあ。変な騎士。それから、近寄りがたい女騎士」

　片手を挙げてこちらに挨あい拶さつした。

　少女の名はリゼット・オセロ。

　彼女もまた、エスティカと同じ〝誓約の魔術師〟である。

　ノエルは、なるほど、と呟いて、

「アリエス、ちょっといいか？　じっとしてろ」

　おもむろに、アリエスの身体からだを上から下へと、手で軽く触さわり始める。

「ちょ、ちょっと！　ノエル騎士!!　ど、どこ、触ってんですか！」

　顔を耳まで真っ赤にして、アリエスは身を引くが、

「あった」

　ノエルはその顔の前に、小さな音おん符ぷの形をしたブローチを突つきつけた。

「マントの端はしに、取り付けられていた」

　そのブローチを通して、こちらの会話を聞く。

　リゼットが得意とする魔ま法ほうである。

　ノエルがリゼットにブローチを投げると、彼女は「ニヒヒ」と笑ってそれをキャッチした。そして、そのまま、「ふー」と、枕まくらに頭を埋うずめる。

　──他人の家で自由過ぎるだろ。

　アリエスは眉まゆを顰ひそめて、

「ずっと、盗とう聴ちようされていたという事ですか？」

「情報収集と言って頂戴」

　エスティカは素知らぬ顔をする。

　そこへ、

「あー！　どもどもー！　皆みなさん、こんにちはー！」

　テラス窓の外から一いち陣じんの風をまとって、箒ほうきに乗ったメイド服の少女が部屋の中へ飛来する。そのせいで、部屋の中にあった、写真立てや、雑貨が突とつ風ぷうに煽あおられて床に落ちた。

　少女は床に着地すると、

「どもー！　ステラ・キャットですよー！」

　頭頂部に生えた白い獣けもの耳みみをピコピコと動かし、屈くつ託たくのない笑え顔がおを見せた。

　ちなみに、王都上空の魔法による飛行は禁止されているが、彼女もまた〝誓約の魔術師〟であるがゆえに、何ら問題はない。少なくとも、法的には。

「事件現場は荒あらさないでください」

　アリエスは額に手を当てて、心の底からの大きな溜め息を吐く。

　さすがの彼女も、曲くせ者もの三人を相手にするのは疲つかれるようで、

「……面めん倒どうくさいのが、四人に増えた」

　見るからに、がっくりと肩かたを落とした。

　──んん？　四人？

　エスティカがいつの間にか部屋に入り込んでいたのは、おそらく、ステラが窓に横付けして、そっと侵しん入にゆうさせたのだろう。あの箒は二人乗りなので──無理をすれば三人いけるが、その間にリゼットを連れてきたのだと思われた。

　ステラはポケットからハンカチを取り出すと、

「あー、もー、エスティ、顔をこんなに汚してー。だから、紅茶は置いていきなさいーって言ったのにー。紅茶を飲みながら空を飛ぶなんてムチャですよー？」

　エスティカの顔を拭ふき始めた。

　どうやら、エスティカは紅茶を持ったまま、箒に乗ってここまでやってきたようだ。

「そうね、最初はいけるかと思ったのだけれど、すぐに顔にバッシャーンってかかるとは思わなかったわ。熱かったわ。ウヴァ茶。でも、どうしても、飲みたかったの」

　顔が汚れて、髪が濡れていたのはそのせいらしい。

　顔を拭いてもらったエスティカは、カップとソーサーをステラに渡わたすと、その代わりに、愛用の銀色の杖つえを受け取った。

「ねえ、ノエル・アースキン。私が必要だったのではないかしら？　そうじゃないかと思って、お茶の時間の途中で、文字通り、空を飛んで、慌あわてて駆かけつけてきたのよ」

　そんな殊しゆ勝しような言葉を投げかけてきた彼女に、ノエルは肩を竦すくめて、

「……よろしく頼たのむよ」

「お任せなさい」

　エスティカは腕うで捲まくりせんばかりに、意い気き揚よう々ようと足音を立ててこちらにやってきた。

　厄介な人物たちだが、不思議な魔法事件が起きた時には、誰だれよりも頼たよりになる事だけは間ま違ちがいなかった。




　　　　※




　エスティカは黒く変色した血ち溜だまりをじっと見つめて、

「アリエス・クルール。もう一度詳くわしく、武器屋と防具屋の持っている、特許魔法を教えて頂戴」

　声をかけられたアリエスは、手元の報告書を確かく認にんする。

「武器屋の主人ピピンは、物を一時的に鋭するどくする事が出来る〝強化〟を付ふ与よできる砥と石いしの魔ま導どう具ぐを所持しています。〝強化〟の付与は、使う度たびに効果が弱まっていくので、その都度、砥石を使っての再付与が必要だそうです」

　砥石は刃は物ものを研けん磨まする時に使う道具である。魔法の武器も普ふ通つうの武器も、切れ味を保つには、日常的な手入れが必要である事に変わりないようだ。

「それで〝強化〟の魔法は、切れ味を鋭くする、という認識で良いのかしら？」

「ピピンが言うには、鉄の盾たてすら貫つらぬく槍やりになるとか。貫かん通つう力を高める魔法なのかもしれませんね。切れ味を鋭くする事が、貫通力を高める事に繫つながるのでしょうか」

「どれくらい効果があるのか、興味があるわね」

　ノエルは壁かべに立てかけていた槍を手に取る。

「試ためしてみたらどうだ？　これがそのピピンの作った魔法の槍らしい。生憎あいにく、俺は魔法が使えないんで、誰か」

　すると、ステラが手を挙げて、

「あ、私、使えますよー。趣しゆ味みで槍を習った事がありますー」

　ノエルは彼女に魔法の槍を手て渡わたした。

　ステラは槍を両手で振ふり回すと、

「おー、おー」

　頭上でクルクルと回す。

「おー！　おー！」

　ひたすら、クルクルと回し続ける。

　槍はものすごい速さでビュンビュンと回転していた。

　──正しい槍の使い方じゃない気がする。

　すぐにアリエスがそれを注意した。

「絶対に物は壊こわさないでくださいね！　ここは事件現場なので！」

　ステラはピタッと回すのを止やめて、

「これは……回すのに、ちょうどいい槍です！」

　獣耳をピンと立て、嬉うれしそうに瞳をキラキラと輝かがやかせた。

　──回すのに丁度いい槍と褒ほめられても、作った本人は大して嬉しくないだろう。

　エスティカはそれを黙だまって見ていたが、

「後で確認すれば良さそうね。次は、防具屋の持っている特許魔法について教えて」

　アリエスに続きを促うながした。

「防具屋の主人グスタフは、物を一時的に硬かたくする事が出来る〝硬化〟を付与できるハンマーの魔導具を所持しています。〝硬化〟も同様に、使う度に効果が弱まっていくようで、再付与が必要です」

「それはどれくらいの硬さになるの？」

「グスタフが言うには、どんな鋭い槍も跳はね返し、ドラゴンの炎ほのおも受け止める、と」
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「なるほど、それは……とても気になるわね」

　エスティカは口元に手を当てて考え込む。

　その仕草が気になったノエルは、

「何が気になるんだ？」

「……魔法の槍で魔法の盾を突いたらどうなるのかしら」

　──まぁ、確かにそれは気になるが。

「売り文句だからな。誇こ張ちようもある。あまり事件には関係ないんじゃないか？」

「それもそうね」

　エスティカは、ベッドに近づき、さっきから横たわっているリゼットの耳元で何かを囁ささやいた。リゼットは頷うなずいて、今度は反対にエスティカに囁き返した。

「なるほど」

　エスティカは何やら納なつ得とくがいった様子で、こちらに視線を向ける。

「ノエル・アースキン、貴方あなたは武器屋のピピンに直接話を聞いたんだったわね？」

「ああ。本人は、全く身に覚えがないと言っていたが」

「ピピンはお金に困っていたか、聞いた？」

「聞いたよ。窃せつ盗とう目的だったのかどうか、はっきりしたかったからな。本人は否定した。アリエスにも調べさせたが、実際、商売は順調のようで、近所の人もお金に困った様子はなかったと証言している」

「それは変ね。お金に困っていないのに、泥どろ棒ぼうに入るかしら？」

　まさしく彼女の言うとおりだ。

「そこは俺も変だと思っている。この事件は、窃盗目的だとしたら、やり口が行き当たりばったりでお粗そ末まつ過ぎるんだ。どうも、ピピンの行動にはおかしな点がある」

　エスティカは挑ちよう戦せん的な笑みを浮うかべて、

「そう。では、貴方の考えを聞かせて」

「まず、隣となりの家に盗ぬすみに入るのに、顔を隠かくしてないという事だ。アリエス。グスタフは、シンシアを刺し殺さつしているピピンを見たと言ったんだよな？　覆ふく面めんの怪あやしい男じゃなくて」

　アリエスは頷き、報告書で確認する。

「はい。そうです。確かに、顔を見たと言っていますね。覆面だったとは言っていません」

「素す顔がおを晒さらしたままで、隣の家の奥さんを脅おどしてお金を奪うばい、今まで通りの生活を続ける。そんな事は出来ないだろう。奪った金は犯罪の証しよう拠こになるし、いくらその時は脅されたといっても、安全が確保されたら、シンシアも黙っていない」

　犯行に計画性が感じられないのだ。

　お金に困っているわけでもないのに、まるで、貧困の窮きゆう地ちに追い込まれて後先考えずに、強ごう盗とうに入ったみたいだ。

「それに、もし仮に、防具屋に誰も居ないと思って、窃盗に入ったのだとしたら、槍は持っていかないだろう。誰も居ないなら、手が塞ふさがって邪じや魔まになるだけだからな。槍で金庫を開けるつもりだったのなら、金庫の鍵かぎが無いと分かった時点で、こじ開けようと試みたはずで、金庫には多少なりとも傷がついたはずだ」

　ベッド脇わきの金庫には、そのような傷は一つもついていない。

「だから、ピピンが顔を隠さずに、槍を持って犯行に及およんだのだとしたら、初めからシンシアを口くち封ふうじに殺すつもりだったか、或あるいは、金を奪ってすぐに何処どこかへ雲くも隠がくれするつもりだったか、そのどちらかだと考えられる」

　アリエスが少し驚おどろいた様子で、

「ですが、雲隠れするつもりであれば、逃にげる算段を整えてから盗みに入ると考えるのが自然です。グスタフに見つかって盗みが失敗し、武器屋に逃げ帰った後、逃げも隠れもせずに吞のん気きにカウンターの中に居るのは変ですね」

「そうだ。だから、ピピンはシンシアを殺すつもりだった可能性が高い。だけど、そうすると、おかしな点が出てくる」

　それが、この事件の大きな謎なぞで──。

「なぜ、シンシアは縛られていたか」

　その言葉はエスティカの口から吐はき出された。

「その通りだ」

　ノエルは血溜まりに落ちているロープに目をやる。

「アリエス。シンシアは確かにロープで後ろ手に、縛られていたんだな？」

「はい。それは私も見たので、間違いありません。どういう事です？」

「初めから殺すつもりなら、槍で脅して、金庫を開けさせればいいんだから、縛る必要がない。それなのに、なぜ、シンシアは縛られて殺されたんだ？」

　アリエスは感心の吐と息いきを漏もらして、

「なるほど。そこまで考えて、この調査を行っていたのですか」

　──いや、話している内に、なんとなく整理出来たのだが、それは黙っておこう。

「だからといって、何も解決してないけどな。犯行動機も不明だし、消えた凶きよう器きの謎も分からないままだ。だが、手がないわけじゃない。リゼットの魔ま法ほうを使えば、事件が起きた時の状じよう況きようが分かるはずだ。せっかくだし、今から調べてもらおう」

　リゼットの得意とする〝探知デイテクト〟の魔法なら、現場の物に記き憶おくされた過去の声や音を聞くことが出来る。過去の音はすぐに失われてしまうらしいが、事件は今朝起きたばかりである。おそらく、何か分かるに違ちがいなかった。

「もう終わった。そんなの。うーん、眠ねむくなる体勢だった」

　リゼットは、ベッドから身体からだを起こすと、ふわぁと欠伸あくびをする。

　どうやら、他人の家で勝手な振る舞まいをしていたわけではなく、ベッドに残された過去の音を調査していたようだ。

「当たり前さ。ボクは働き者だもの」

　リゼットは頰ほおを膨ふくらませ、持参した可愛かわいくないぬいぐるみを、ギュッと腕うでで抱かかえた。

「でも、そこまではいい推理よ。ノエル・アースキン」

　エスティカはクククと喉のどを鳴らして笑う。

「この事件は紛まぎれも無く、魔法を使って起こされた魔法事件だわ」

　──魔法事件。

　自分が魔法を使えないせいで、どうも苦手意識が働く。

「残りの謎は全すべて魔法で繫がる。凶器の在あり処か、ベッドでリゼットが聞いた過去の音。そして、シンシアが縛られていた理由。それらは私の頭の中で、すでに繫がった」

　エスティカは銀色の杖つえで床ゆかをトンと突つくと、

「グスタフとピピンをここに呼んで頂ちよう戴だい。〝誓約の魔術師〟である私が犯人と、その凶器を明らかにすると、ここに誓ちかうわ」

　自信満々にそう告げた。
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　兵士に連れられて、手て錠じようをかけられた武器屋の主人ピピンが階段を上がってくる。彼は髪かみを櫛くしで横に流してキッチリと整えた細ほそ面おもての青年で、神経質そうな印象を受けた。

　その後に続いて現れたのは、身体の大きな髭ひげ面づらの男、防具屋の主人グスタフである。彼は厳いかつい顔に、口を真一文字に結んでいた。

　当然の事ながら、ピピンとグスタフは互たがいに意識しあっており、二人が部屋に入るだけで空気が緊きん張ちようでピンと張り詰つめる。

　──妻を殺された男と、殺した男。

　一いつ触しよく即そく発はつに見える状態に、ノエルは何が起きても対応出来るよう、出来るだけ二人の近くに立っておく。

　アリエスは、もしもの逃とう走そうを防ぐ為ため、出入口である階段の傍そばで待機していた。

　ノエルは王都防衛騎士団の証あかしである鷹たかの紋もん章しようが刻まれた指輪を二人に見せると、

「俺はノエル・アースキン。この事件を担当する騎士だ。ここにいるのは、魔術師のエスティカ・ルルイエ。魔法の専門家である彼女の調査報告を聞いて、誰だれが犯人なのか、俺は最終的な判断を下すつもりだ。それぞれの言い分があるだろうが、二人には出来るだけ協力をしてもらいたい」

　ピピンとグスタフは神しん妙みような顔で頷く。

　ノエルは二人をエスティカの前へと促した。

　エスティカは部屋の真ん中、シンシアの血けつ痕こんの傍かたわらに立ち、階下にあった売り物の魔法の盾たてを両手で持っている。

　ステラとリゼットはエスティカの背後、部屋の隅すみっこに立っていて、それぞれ、愛用の箒ほうきとぬいぐるみを手にしていた。

　エスティカを前にしたグスタフは、妻の血痕が視界に入ったのか、眉み間けんに皺しわを寄せる。

　一同が揃そろった所でエスティカは、恭うやうやしく一礼して、

「私はエスティカ・ルルイエ。〝誓約の魔術師〟よ。今から、貴方たちに、この事件の真相をお見せするわ」

「僕はやっていません！　濡ぬれ衣ぎぬです！　聞いてください、魔ま女じよさん！」

　間かん髪はつを容いれずにピピンが大声を上げたので、兵士が慌あわててその身体を押さえた。

「私は真相を明らかにすると言っているわ。やっていないのなら、大人しくしていなさい。それから、私は魔術師。魔女じゃない」

　すると今度は、グスタフが腕を振ふり上げていきり立つ。

「こいつがやったんだ！　シンシアを殺したのはこいつだ！　俺はこの目で確かに見たんだぞ！　なぁ、魔女さんには分かってるんだろ！」

　それにピピンは呼応する。

「噓うそをつくなよ、このクソオヤジ！　鍋なべの蓋ふたにしか使えないような盾なんか作りやがって！」

「なんだと、このクソガキ！　お前の槍やりは、爪つま楊よう枝じみたいにすぐ折れる癖くせに！」

　二人は今にも摑つかみかからんばかりに、睨にらみ合う。

　ノエルが「おい、やめろ」と、二人の間に割って入る。

　エスティカはそんな二人に、

「二人とも落ち着きなさい。防具屋のグスタフも、ここでどんな事が起きて、奥さんを刺さした凶器がどこへいったか、知りたくはないかしら？　凶器が見つかれば、犯人は自おのずと明らかになるというのに。あと、それから、私は魔術師。魔女じゃない」

　二人はフンと鼻息を漏らして、互いに顔を逸そらした。

「よろしい。では──」

　エスティカは手に持った魔法の盾を、グスタフの眼前に突き出す。

「まず手始めに、この魔法の盾の使い方を教えて頂戴」

「盾の使い方だぁ？」

　それはグスタフには予想外の言葉だったようで、怪け訝げんそうに聞き返した。

「ええ、そうよ。貴方あなたが作った盾でしょう？　どう使うのかを教えて欲しいわ」

「あんた、魔術師じゃなかったのか？　俺より詳くわしいだろ」

「ええ、でも、〝硬化〟の魔法といっても、種類は様々よ。作った魔術師によって、構造が違う。特に、私が知りたいのは、個体識別をどうするか、という点よ」

　エスティカは盾の表面を指で撫なでて、

「〝硬化〟という呪じゆ文もんを唱えると、魔法の効果が発動する。でも、それだと、呪文に反応して、近くにいる同じ魔法の盾を持つ人にも影えい響きようが出てしまう。それぞれ、自由なタイミングで魔法を使うなら、〝誰が所持する魔法の盾なのか〟を、きちんと識別しておかなくてはならない。盾ごとに異なる呪文キーワードを設定するのか、それとも、所有者を登録するという形をとるのか──」

「登録だ。貸してみな」

　グスタフはエスティカから、盾を奪い取る。

「盾を持った状態で〝登録レジスター〟と呪文を唱える。それだけで、登録は完かん了りようだ。魔ま力りよくは、個人によって微び妙みように性質が違う。盾がその性質を記憶して、所有者を判断する。後は〝硬化〟！」

　グスタフが呪文を唱えると、盾がぼんやりと淡あわく光を帯びた。

「こんな感じで使う。使用を止める時は〝解除オフ〟だ」

　その言葉に反応して盾は光を失い、元の状態に戻もどる。

「所有者を代える呪文は〝交代リリーフ〟。そう唱えれば、次に〝登録〟を唱えた者を所有者に出来る。ただし、これは、元の所有者が呪文を唱えないと効果がない」

　おそらく、誰かに盗ぬすまれて、勝手に所有者を代えられるのを防止する為だろう。

　エスティカは顎あごに手を当てて、

「つまり、先に登録した者が〝交代〟の呪文を唱えるまでは、他ほかの誰にも、この盾の〝硬化〟の呪文は使えないという事ね」

「その通りだ。誰かが盗んだとしても、ただの盾ってわけだ」

「例えば、〝交代〟の呪文を唱えた状態で、元の所有者が〝硬化〟の魔法を使う事は出来るのかしら？」

「出来る。あくまで所有者を代えられるだけで、次に、〝登録〟の呪文を唱える者が現れるまで、所有者である事に変わりはない」

　グスタフから盾を返してもらったエスティカは、次にピピンへと視線を向ける。

「ねえ、貴方の槍も同じタイプという事でいいのね？」

　ピピンは素す直なおに頷うなずいて、

「そうだよ。魔法の武器は、ほとんどが登録型さ。いちいち、別の呪文なんか設定してられないからな」

「そう、良かった。では、グスタフに聞くわ。貴方が主張する事件の経緯いきさつは、こんな感じでいいのかしら」

　エスティカは魔法の盾をベッドの上に置いて、そこに立てかけていた銀色の杖を手にとった。

「事件は防具屋の主人グスタフの留守に起きた。武器屋の主人ピピンが、窓から侵しん入にゆうし、部屋にいた防具屋の妻シンシアに槍を突きつけて、店の売り上げを奪うばおうとしたの。ピピンはシンシアを縛しばると、金庫の鍵かぎを渡わたすように言った。でも、鍵はグスタフが持っていた為、お金を奪う事が出来なかった。そこで、ピピンは顔を見られてしまった口くち封ふうじに、シンシアを槍で刺して殺してしまった。そこへ、ちょうど、忘れ物を取りに帰ってきたグスタフと鉢はち合あわせしてしまい、ピピンは窓から隣となりの武器屋へ逃にげていった。グスタフは一階に降りて、付近の住民の助けを呼んで、武器屋の中にいたピピンを取り押さえた。そういう事で間ま違ちがいないわね？」

「ああ、その通りで間違いない」

　グスタフがしっかりと頷く。

「私はそうは思わない。なぜなら、シンシアを殺したのは──」

　エスティカは銀色の杖の頭を突きつけて、

「貴方。防具屋の主人、グスタフだから」

「……証しよう拠こはあるのか？」

　意外にもグスタフは落ち着いた声で答える。

「ええ。貴方が犯人であるという、確実な証拠がこの部屋の中に」

　エスティカの言葉を聞いても、ノエルはまだ半信半疑だった。

　ピピンが犯人であるという事は、確かに疑わしかったが、グスタフが犯人であるという確実な証拠があるようには到とう底てい思えなかった。

「犯罪には、多かれ少なかれ、犯行動機が存在する。今から聞いてもらうのは、この事件の犯行動機と思われる会話よ。じゃあ、リゼット、お願い」

　呼ばれたリゼットは、両りよう脇わきにぬいぐるみを抱えたまま、エスティカの傍に駆かけ寄ると、

「こっちが〝凶きよう暴ぼうウサギ〟。凶暴なのは不器用だから。そこが可愛かわいい」

　片方のぬいぐるみをベッドの上に置いて、

「こっちは〝残ざん虐ぎやくグマ〟。野生は非情。背中で語る。そこが格好いい」

　もう片方も向かい合わせに置いた。

　そして、リゼットが腰こしのベルトに差していたタクトを取り出して振ると、その先から空中に魔ま法ほう文字の魔術式が展開される。

「〝記録ログ〟〝検索サーチ〟……」

　何やらブツブツと詠えい唱しようした後、

「こっちはシンシアね。女の子だから」

〝凶暴ウサギ〟を軽くタクトで突つつき、

「〝残虐グマ〟はグスタフ。ワイルドだから」

　今度は〝残虐グマ〟も突つく。

「音質は悪い。ベッドが拾った音だから。そこは、ご愛あい嬌きよう」

　リゼットはタクトを振り上げて、

「後、長いので、途と中ちゆうからにする。〝再生プレイ〟」

　呪文を唱えた。




『……また……そ……変な事……ないで』

〝凶暴ウサギ〟が、女性の声で途と切ぎれ途切れに喋しやべる。

『……るせえ！　俺は全部知ってるんだぞ！』

〝残虐グマ〟は、今度ははっきりとグスタフだと分かる声で答えた。

『……だから……勘かん違ちがい……言ってるじゃない』

『俺という旦だん那ながいながら、クソガキに色目使いやがって！』

『……バカな……ないで……そんなわけ……ないわ』

　比ひ較かく的てきグスタフの声がよく聞き取れるのは、単に声が大きいからだろう。

『俺は見たんだ！　こそこそ、隠かくれて会ってるのをな！』

『冗じよう談だん……どうかしてるわ』

　そして、暫しばらくの沈ちん黙もくの後、

『あなっ……それで……何を……うっ……』

　最後に、シンシアの呻うめき声が聞こえて、音声は途切れた。




「以上、これで終わり」

　リゼットはタクトを下ろすと、

「うーん。サスペンス」

　神しん妙みような顔で顎に手をやって呟つぶやいた。

　エスティカはリゼットに小さく「ありがとう」と感謝を述べると、

「これが、今朝のグスタフとシンシアの会話よ。私には、貴方たちが痴ち話わ喧げん嘩かをしているように聞こえたわ」

　グスタフへと冷ややかな視線を向ける。

「な、なんだ。こんなものが、何の証拠になる。全部作り物に決まっている！」

　よもや、魔法で痴話喧嘩の様子が再現されるとは思ってもみなかったのだろう。

　驚おどろきを隠せないグスタフの顔色は、明らかに青ざめていた。

「勿もち論ろん、これは証拠ではないわ」

　エスティカは事も無げに答える。

「これは、私が犯行動機だと考えるもの。痴話喧嘩のもつれ。それが、シンシアが殺された理由よ」

　グスタフは焦あせりを隠せずに、声を張り上げる。

「ああ、確かに今朝は喧嘩をした。だが、それが何だって言うんだ。俺がシンシアを殺した事にはならない。証拠を出せよ。シンシアは槍やりで刺さされて殺されたんだ！　凶きよう器きを見せろ！　言っとくが、俺は槍なんか持ってないからな！」

　彼の言うとおり、これだけでは、証拠としては足りない。

「ええ。そうね。貴方は槍を持っていない」

　それでも、エスティカは余よ裕ゆうのある素そ振ぶりで、

「でも、シンシアを刺した凶器は槍じゃないわ。それよ」

　彼女が銀色の杖つえで指し示した物は──。
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　床ゆかに広がるシンシアの血ち溜だまり。

　いや、そうではなかった。

　──その中に落ちている、血ち塗まみれのロープだった。

「凶器は、魔法のハンマーで〝硬化〟の魔法を付ふ与よされたロープよ」

　エスティカは銀色の杖で床をトンと突つくと、ゆっくりと語り始める。

「今朝、グスタフとシンシアは痴話喧嘩をした。腹を立てたグスタフは、〝硬化〟の魔法で硬かたくしたロープを槍のように使って、シンシアを刺し殺さつ。ロープの〝硬化〟を解くと、シンシアの両手を縛った。凶器であるはずのロープを、縛る為ために使われたものだと見せかける為にね」

　彼女は縛られてから殺されたのではなく、殺されてから縛られた。

　──シンシアが縛られた理由は、凶器を隠す為だったというのか。

「槍のように使える魔法のロープを用意していたという事は、事件は元々計画されたものだったのかもしれないわね。その後の行動は全すべて、自作自演よ。自分に疑いをかけられないように犯人である痕こん跡せきを消し、外に出て人々の注目を集めてから、武器屋に乗り込んでピピンを取り押さえた」

　黙だまって聞いていたピピンが、グスタフに向かってツバを吐はきかけた。

「クソオヤジめ、よくも僕を嵌はめやがったな！」

　グスタフは反論の言葉さえ出てこないのか、黙りこくっている。

「さて、ここで、おさらい。〝硬化〟は〝登録〟した所有者のみが使える魔法よ。たとえ、〝交代〟の呪じゆ文もんを唱えても、次に〝登録〟の呪文を唱えた者がいなければ、所有者は変わらない、だったわね？　犯人がシンシアの胸を貫つらぬいた後、そのロープに触ふれたのは兵士だけ。当然、魔法のロープである事を知らない兵士は〝登録〟の呪文は唱えてないし、それからは、ずっとそこにあった。という事は、つまり──」

　エスティカは邪じや悪あくと表現しても良いほどの、悪あく魔ま的な微び笑しようを浮うかべた。

「今、そのロープを〝硬化〟させる事が出来るのは、犯人だけという事だわ」

　──もしそうなのだとしたら、それは間違いなく、犯人を指し示す確実な証拠だ。

「ねえ、グスタフさん。貴方あなた、そのロープに触れて、〝硬化〟と呪文を唱えてもらってもいいかしら？」

　しかし、グスタフは拳こぶしを握にぎりしめ、微び動どうだにしない。

　脂あぶら汗あせを額に浮かべて、ずっと視線を落としたままだ。

　動こうとしないグスタフに、ノエルは、

「グスタフ、それは犯人しか使えない魔法のロープだ。もし、おまえが呪文を唱えて、槍のように変わらなければ、無実であるという証明になる。或あるいは、本当にただのロープで、エスティカの推理が間違っている事が証明できるかもしれない。それなのに、ロープに触さわって呪文が唱えられないのは、自ら、犯人を名乗っているようなものじゃないのか？」

　退路を断たたれたグスタフは、ようやく血溜まりの方へと一歩を踏ふみ出す。

　そして、頽くずおれるように床に膝ひざをついた。

　彼の目の前には、血塗れのロープがある。

　そろそろと、ロープに手を伸のばそうとするグスタフの手が震ふるえていた。

　その時だった。

「〝硬化〟！」

　グスタフが両手で摑つかんだロープが一いつ瞬しゆんにして、鋭するどい棒状に変化する。

　淡あわい光を帯びたそれは──紛まぎれもなく、一本の槍だった。

「クソッ！」

　グスタフは振ふり向きざまに、その血塗れの槍で背後にいたノエルに破れかぶれの一いち撃げきを繰くり出してきた。粘ねん度どの高い血が槍を伝って糸を引く。

　ノエルは素す早ばやく小剣を引き抜ぬいて、槍を打ち払はらう。

　そのような行動に出る事は、予測の範はん囲い内だった。

「やめろ。どう足あ搔がいても逃にげられないぞ」

　しかし、グスタフはその勢いに任せて駆け出し、

「どけぇ───！」

　出口である階段へと向かった。

　だが、そこには──。

「〝震電スタン・エツジ〟」

　アリエスが抜いた騎き士し剣けんの刀身が、青白く仄ほのかに輝かがやく。

　グスタフの前にアリエスが立ち塞ふさがる。

「往おう生じよう際ぎわが悪いです」

　そして、アリエスの、横よこ薙なぎの一いつ閃せん。

　それをグスタフは血塗れの槍で受け止めるが、

「ぐぅッ！」

　呻き声をあげ、身体からだを硬こう直ちよくさせた。

　その騎士剣が持つ魔法は〝震電〟。

　刀身に電気を纏まとわせ、触れたモノに電でん撃げきを与あたえる。

　アリエスが動きを止めたグスタフの身体に、さらに騎士剣を押し当てると、その刀身がバチッと音を立てて放電した。

「ギャアッ！」

　グスタフは白目をむいて、仰あお向むけに倒たおれる。

　床に血塗れの槍──魔ま法ほうのロープが転がった。

「斬きられても文句の言えない屑くずですが、斬るとノエル騎き士しが怒おこるので、峰みね打うちです」

　アリエスは何事もなかったかのように、涼すずしげな顔で騎士剣を鞘さやに収める。

「ざまあみろ！　このクソオヤジ！」

　勝ち誇ほこったようにピピンが手て錠じようのかけられた手を掲かかげた。

　エスティカが吐と息いきを漏もらして、

「良かったわ。推理が間ま違ちがっていなくて。なんとなく、格好をつけたくなってしまって、ろくに確かめもせず始めてしまったのを、途と中ちゆうで後こう悔かいしていたのよ」

　リゼットがベッドの上に置いたぬいぐるみたちを大事そうに抱かかえ上げると、

「エスティ、さっき謎なぞ解とき物語、読んでたからね。気持ちは分かる」

　そんな理由でぶっつけ本番は止やめて頂きたい。

　ふと、気配を感じて、ステラに視線をやると、

「おー、おー、おー、おー！」

　彼女は魔法の槍を頭上で、ビュンビュンと恐おそろしい速さで回転させていた。

　そして、自分もクルッと回った後、槍をピタッと背中に付けて構えると、

「もう逃がしませんよー？　この槍でお仕置きですー！　悪い奴やつはどこですー？」

「ここです」

　アリエスが足で蹴けると、床で伸びているグスタフは「ぐふぅ」と呻き声をあげた。

「おやぁ、まさかの出番なしー？　なんて無情なー！」

　ステラはやる気を持て余している。

　──まぁ、今回はあんまり出番がなかったからな。お互たがい。
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　ここは〝水の恩恵亭〟。

　グスタフを王都防衛騎士団に引き渡わたした後、

「手伝ったからには、それなりの報ほう酬しゆうは頂くわ」

　エスティカに連れて来られたのがここだった。

　夕暮れ時。店は丁度開店したばかりだったが、すでに何人かの客が入っていた。

　店員の女の子が一人注文をとっているが、アニタは厨ちゆう房ぼうで忙いそがしそうである。

　申し訳なく思ったノエルは、

「すみません、アニタさん」

「いいのよ。誰だれでもお客様には変わりないもの」

　アニタは腕うで捲まくりをして、髪かみをポニーテールに括くくる。

　それが彼女の戦せん闘とう態勢だった。

「何でも好きなものを頼たのんでいいわよ。今日はノエルの奢おごりなんでしょ？　たくさん食べていってね。なんなら、全部の料理食べ尽つくしても構わないから」

　アニタは　バチンと音が鳴るような魅み惑わく的なウィンクを、エスティカに向けて放つ。

「ええ、アニタ・ロラン、受けて立つわ」

　メニューをずっと眺ながめていたエスティカは、すっくと立ち上がって、

「とりあえず、このメニューの一品目から二十品目までを頼んでいいかしら」

「はーい、喜んでー」

　アニタは早さつ速そく料理に取り掛かかる。

「ちょっと待て、多すぎないか？」

　止めようとするノエルに、エスティカは挑ちよう発はつ的に微笑んで返す。

「何よ、ノエル・アースキン。何かご不満？　今回は貴方、全く何もしてないじゃない。私たちが解決したようなものよね？　それなのに、何か、ご不満でも、あるの？」

　──ぐっ。

　エスティカの隣となりにいるアリエスもそれに同調して、

「アニタ・ロラン。私はこのお店で一番高い肉料理をお願いします。勿もち論ろん、お代はノエル騎士が払ってくれますので」

「なんでだ！　アリエス、お前もか！」

「私は逃とう亡ぼうを企くわだてた犯人を捕つかまえるのに魔法を使ったので、お腹なかが減っているんです。何もしていない人は、お腹なんて空すいていないでしょうけれど」

　そっぽを向いて、フンと鼻息を漏らした。

　──ぐぬっ。

「気にすることないわよ。ノエル・アースキン」

　エスティカがやけに優やさしい声で、

「貴方はアリエス・クルールが言うように、〝騎士としてアソレソレ〟だけれども、私はそこを評価しているわ。そもそも、この事件を貴方が詳くわしく調査しようとしなければ、犯人も捕まらなかったし、私たちの出番もなかった。貴方は貴方でよくやっている。適材適所よ。そのうち、貴方が必要とされる事もあるでしょう。事件の千件に一件くらいは」

　クククと喉のどを鳴らした。

　──ぐぬぬっ。

　そんなノエルたちの背後で、

「さーて、お立ち会いですー！　ここにありましたるは〝全すべてを貫く魔法の槍やり〟！　貫けぬものは、この世になし！　はい、〝強化〟！」

　啖たん呵かを切ったステラの持つ槍が、淡い光を帯びる。

「これは〝全てを防ぐ魔法の盾たて〟。防げないものはない。まさに無敵。〝硬化〟」

　落ち着いた声のリゼットが構える盾も、淡い光を帯びた。

　どちらの魔導具もエスティカがお金を払って、例の武器屋と防具屋で買ってきたものだ。

　そんな二人をほろ酔よいの客たちが「やれー」「いいぞぉー」と囃はやし立てている。

「ちぇすとー！」

　ステラの巧たくみな槍さばきから、鋭い一撃が繰り出された。

「ほい」

　それをリゼットが大きな盾で受け止める。

　パッキーン！

　魔法の槍の穂ほ先さきが砕くだけ、魔法の盾が真っ二つに割れた。

　客たちは「ダメだぁー！」「噓うそばっかり！」と盛り上がっている。

　それを見届けたエスティカは満足そうに頷うなずいて、

「互ご角かくだったわね。ずっと気になっていたのよ。何でも貫つらぬく槍と、何でも防ぐ盾を突つき合わせたらどうなるのか。ねぇ、アニタ・ロラン、このカップを洗って、ウヴァ茶を入れて頂ちよう戴だい」

　事件現場に持ってきていた空になった紅茶のカップを取り出した。

　それにはノエルも頭を横に振って、

「ここは酒場だぞ。そんな変な名前の紅茶なんてあるわけが──」

「はーい、喜んでー！」

　アニタは棚たなから茶葉を取り出した。

「あるのよ」

　エスティカは得意げに微笑ほほえんだ。

「だって、ここでお茶会をしていたんだもの」







　第二章　オカシナお菓子の異物混入事件







　ある日、王城前広場に世にも不思議な店がオープンした。

　その店は一見、どこにでもある幌ほろ付つきの馬車に見えたが、その中で調理し、そのまま売る事が出来るように改装された移動販はん売ばい式の珍めずらしい店だった。

　そこで売られていた商品も、また珍しかった。

　その名を〝クレープ〟と言い、薄うすく伸のばして焼いた生き地じに、果物やジャム、それから、クリームなどを包み込んで食べるお菓か子しだそうだ。

　幌付きの馬車で移動してきて、好きな場所で店に変えて売る方法も、今まで誰も見た事がないお菓子も、まだ少女と言っていい年とし頃ごろの娘むすめである店主が考えたものだという。

　そんな少女が経営するクレープ屋は、新しい物好きな人々の興味をひいて評判になり、たちまち大だい繁はん盛じようした。商品は飛ぶように売れ、人々は購こう入にゆうするのに、長い行列を作って待たなくてはならなかった。

　町人の誰もが、もの珍しい素す敵てきなお菓子に夢中になり、商売は滞とどこおりなく順調に進む。

　しかし、そんな矢先に、城下町の人々に異変が起き始めた。

　──逆立ちをして町を歩いているお爺じいさんがいる。

　──大だい嫌きらいだったはずの犬に頰ほおずりをしている人がいる。

　さらには、

　──変な羽虫が入っていた。

　──見慣れない固形物が入っていた。

　──中から怪あやしげな呪じゆ文もんが書かれた紙が出てきた。

　クレープに異物が入っていたと主張する者が次々に現れたのである。

「あのクレープを食べたら、おかしくなるぞ！」

　一転して、少女に非難が殺さつ到とうし、人々はクレープ屋の荷車に石を投げ、代金の返へん還かんを求めて暴れ、城下町は大きな騒さわぎとなった。

　王都の治安を維い持じする王都防衛騎き士し団だんは、これを見過ごすことが出来ず、毒物を混入させた疑いでクレープ屋の少女、カタリナ・キャロットを捕とらえる事にした。




「誰かが私のクレープに〝転移テレポート〟の魔法で、異物を混入させたんです！」

　カタリナは事件の関かん与よを否定して、頑かたくなにそう主張したが、しかし、彼女の言葉は突とつ拍ぴよう子しもないものであり、事件を担当した騎士は、耳を貸そうともしなかった。
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　王都防衛騎士団、執しつ務む室。

　事件報告書を受け取った白しら髪がの騎士団長は、

「そのクレープという菓子を食べると、変になってしまう事に間ま違ちがいはないのか？」

　老眼鏡の縁ふちを指で押し上げて、調査を担当した騎士に声をかけた。

「皆みな、そう言っているので、そうなんでしょう。私は、被ひ害がい者しやたちの話を聞いて、原因はカタリナ・キャロットが作ったクレープに間違いないという確信を得ました」

　口ひげを蓄たくわえた壮そう年ねんの騎士はしっかりと頷く。

　事件報告書には、クレープを食べて変になってしまったという町人たちの被ひ害がい報告が、簡潔にまとめられている。

「それで、この、カタリナが毒物を入れたと判断した理由は？」

「少なくとも、クレープとか言う、変な菓子のせいで町人がおかしくなった事は明白です。ならば、作った者が毒物を入れたと考えるのが妥だ当とうです」

　騎士団長は「うーむ」と唸うなって、

「彼女が主張する、この〝転移〟の魔ま法ほうが使われて異物が混入したという事に関してはどうなんだね？」

「苦し紛まぎれの言い逃のがれかと。そもそも、魔法が使われた形けい跡せきなどありません。異物が入らないように細心の注意を払はらっていると本人は言っていますが、本当にそうであれば、異物など入らない。でも、実際は入っている。つまり、彼女の言う事はあてにならない、という事です」

　壮年の騎士は、自信満々に答えた。

「なるほど」

　騎士団長は事件報告書を机の上に置くと、

「王都防衛騎士団は、この国の治安を守る為ための組織だ。変な菓子を食べておかしくなった者がいれば、すぐに店の者を捕まえて、被害の広がりを防ぐ。君の判断は迅じん速そくで的確だ。私がこの報告書を受理すれば、事件は終わるだろう。カタリナ・キャロットは、毒物を混入させて販売したという重い罪に問われる」

　そして、指を組み、壮年の騎士に穏おだやかな眼まな差ざしを向けた。

「だが、この事件は調査がまだ足りないと言う騎士が現れた」

「あの新参者ですか？」

　壮年の騎士は不ふ愉ゆ快かいさを隠かくそうともせずに、大きく顔をしかめた。

　騎士団長はそれには答えず、肘ひじ掛かけ椅い子すの背に深くもたれる。

　ギイッと椅子が軋きしんだ。

「……繰くり返すが、君の判断は間違っていない。ただ、悪くはないが、良くもない。王都の治安を守るという事は、王都に住む者たちを守るという事でもある。この報告書はそこまでには達していない」

「ですが、騎士団長──」

「足りていないのだ」

　騎士団長は、壮年の騎士の言葉を遮さえぎって、

「君は人の話を聞いて報告書をまとめはしたが、この事件を自分の目で見ていない。調査が足りないと言われれば、その通りだと私は判断する」

　深く息を吸うと、大きく嘆たん息そくした。

「今回は、事件調査を引き継つがせる事にしよう。もう下がりなさい」

　壮年の騎士は不満そうな顔をするが、何も反論することなく、部屋から出て行った。

　それを見送った騎士団長は椅子から立ち上がり、背後にある窓から外の風景を眺ながめる。

　表通りに面した窓からは、町人たちの行き交かう姿が見下ろせた。

　──これでは事件が解決したとは言えません。

　その言葉、まっすぐにこちらを見る眼差しは、あの赤毛の騎士を彷ほう彿ふつとさせた。

　それほど昔の話でもないが、不思議と妙みように懐なつかしい気持ちになる。

　ああいう目をした者たちは、自分が納なつ得とくするまで行動する。

　だから、止めても無む駄だなのだ。

　それならば、自分の手の内で動いてもらった方がいい。

　そこへ、ノックの音と共に事務官が入ってきた。

「では、騎士ノエル・アースキンに一任すると伝えてくれ」

　騎士団長は振ふり返らずに、そう告げた。
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　王都、西の通り。

「息をつく間もないほど忙いそがしいのに、他ほかの騎士の仕事にまで首を突つっ込むなんて、物好きにも程ほどがあります」

　従騎士アリエスの冷めた視線を、ノエルは気付かないふりをしてやり過ごした。

「それでこれが、その〝クレープ〟？」

　興きよう味み津しん々しんなノエルの問いかけに、

「はい。元々、そば粉を薄く焼いて作るガレットっていう料理が、私の地元にありまして。それをうまくお菓子に出来ないかなと考えて作ったのがこれです」

　赤毛の少女カタリナは、神しん妙みような顔で答えた。

　幌付きの小さな荷車、その中でカタリナはクレープを作っている。

　緊きん張ちようのせいだろうか、そばかすの浮ういた顔は硬かたい。

「生地は、小麦粉に牛乳、それから卵と砂糖を加えたものです」

　加熱が出来る魔ま導どう具ぐの円い鉄板に、生地を流し込み、専用の器具で薄く伸ばす。

　慣れた手つきで生地を鉄板から剝はがし取ったカタリナは、それをまな板の上に移した。

「あとは果物と生クリームを載のせて──」

　チューブからクリームを絞しぼり出して、その上に果物を載せ、彼女はクレープを三角の形に折りたたみ始めた。

　そして、円えん錐すい状じようの包装紙にクレープを入れると、

「これで完成です」

　出来上がったものをカウンター越ごしに、ノエルへと見せた。

「良い香かおりがしますね」

　口では不満を零こぼしていたアリエスも、珍しい菓子は気になるのか、じっと見つめる。

「アリエス、食べてみるか？」

　ノエルは何の気なしにそう聞いてみるが、

「甘いモノはひかえているのでいりません」

　きっぱりと断られてしまう。

「別に、瘦やせる必要はないだろう？」

　とても怖こわい目つきで睨にらまれたので、ノエルは慌あわててカタリナに視線を向ける。

「この荷車は調理を客に見せられるように改装されている。という事は、調理中に、見慣れない固形物や、変な呪文が書かれた紙、みたいな異物を混入させる事は難しいんじゃないか？　それにこれだけ珍しい料理方法だ。客の目は釘くぎ付づけになっているだろうから、誤って羽虫が飛び込んでしまったとしても、誰だれかが気付くはずだ」

　カタリナは目を見開いて、

「そうなんです」

　ようやく目の前にいる騎士が、今までの聞く耳すら持たなかった騎士とは違ちがう事に気付いたのか、そばかすのある頰を緩ゆるめた。

「変なものが入らないように、具材を入れる容器には気を遣つかっているし、調理にはそれほど時間もかかりません。たとえ、調理中に虫が飛び込んできたとしても、作り直します。私は皆さんが言っているような、変なものなんて、絶対に入れていません」

　ノエルは同調するように頷うなずいて、

「それで、異物がどこからか〝転移〟の魔法で入れられていると言ってるんだな。何か心当たりでもあるのか？　誰かに恨うらみを買ったとか」

「いや、心当たりはないんですけど。私にはそうとしか思えなくて……」

　カタリナは困った顔で答えた。

〝転移〟で異物が入れられているとする、深い根こん拠きよはないようだ。

「〝転移〟の魔法はありえません」

　すかさず、アリエスが口を挟はさんでくる。

「そんな魔法があるとしても──」

「特許魔法だ。物を転送できるような魔法は盗ぬすみに使われる可能性がある」

　ノエルがその言葉を引き継いだ。

「です」

　──〝転移〟の魔法。

　物を瞬しゆん時じにして別の場所に移動させる魔法、と考えたらいいのだろうか。

　もし、そんな魔法があるなら、色んな事に悪用できそうである。

　例えば、高価な物を〝転移〟させて盗んだり、悪事を働いた後、自分自身を〝転移〟させて逃にげる事も出来るのではないだろうか。だが、そんな風に凄すごい〝転移〟の魔法を、クレープの中に異物を混入させる為に使うというのはひどく地味に思えた。

　誰が何の為にそんな事をするのか、よく分からない。

　アリエスは、カタリナのクレープを指さして、

「そんなことよりも、この事件は、そのクレープを食べて変になってしまった人たちが、数多く発生しているということが問題です。異物混入に関しては、クレープを食べて変になってしまった人が、〝異物が入っている幻げん覚かくを見た〟とも考えられます。もしかして、材料に変な薬が入っているんじゃないでしょうか？」

「そんなことは絶対にありません！」

　いきなり、カタリナはクレープにかぶりついて、モグモグと咀そ嚼しやくすると、

「……美味おいしいクレープです！　どうぞ」

　ぐいっとノエルにクレープを押し付けてきた。

「さあ！　食べてみてください！」

　その気き迫はくに押され、ノエルはクレープを受け取る。

　そして、勧すすめられるままに、かぶりついた。

「……んむ」

　今まで味わったことのない甘さと、程よい果物の酸すっぱさが口いっぱいに広がる。

　アリエスは呆あきれた様子で、

「よくそんな疑わしき物を、簡単に口に入れられますね？　何でも口に入れてしまう、赤ちゃんでもあるまいに」

「いや、毒は入ってなさそうだし、食べてみないことには、何も分からんだろう」

「それで、食べてみて、何が分かったんです？」

「美味うまいよ。食べた事のない味だ」

　それがノエルの正直な感想だった。

「そうでしょう！」

　カタリナは瞳ひとみを輝かがやかせる。

「町の人を変にして、私に何の得があるっていうんですか。私は皆みなさんに美味しいものを食べてもらって、たくさんお金を稼かせいで、私も美味しいものを食べたいだけです！　このクレープに命をかけてるんです！」

　彼女の言う事ももっともだ。

　カタリナが町の人をおかしくする為ためにクレープを売っていたのならば、いつかは原因に気づかれて、このような事態を招く事は予測出来たはずである。

　それなのに、この町に留とどまって、のほほんと商売を続けているのもおかしい。

　ノエルは腕うで組ぐみをして、思い悩なやむ。

「町の人が変になったのは、本当にこのクレープが原因なんだろうか？　もっと他の理由があるんじゃないのか？」

「ですが、ノエル騎き士し」

　アリエスは小さく首を横に振って、

「クレープを食べて変になった、という証言は騎士団にかなり多く寄せられています。その人たちが皆、誤解していたり噓うそをついているとは考え難にくいです。そのクレープには、何らかの問題がきっとあるはずです」

「だが、今の所、俺には何の変化も起きてない」

「元から変だからじゃないですか？」

「……そうなのか？」

「真に受けないでください。冗じよう談だんです」

　カタリナは商売中に騎士団に連れて行かれて、その後、ノエルがここに再び連れてくるまで、ずっと騎士団の監かん視し内に居た。作ってもらったクレープの材料も、店に置いてあったものをそのまま使っている。変になる原因がクレープにあるなら、クレープを食べたノエルも変になるはずだ。

「こういうのはどうでしょうか？　客が見ていても、おかしいと思わない手順で異物を加えていたんです」

　アリエスが指を立て、自信満々に持論を展開する。

「ずばり、調味料です。それなら、パパッとふりかけても、誰もそれが異物だとは思いません。その調味料こそが、人を変にさせる魔ま法ほうの調味料だった。ノエル騎士が今食べたクレープは、調味料がかかっていないものだから、おかしくならないというわけです」

　それはなかなか良い推理だと思う。

　クレープの正しい調理手順は、カタリナ以外、誰も知らない。

　ごく自然な調理方法に見えれば、誰もおかしいとは思わないだろう。

「そんな事は、絶対にありません！　この店の中にある全すべてのものを調べてもらっても、私は構いませんから！」

　カタリナはムキになって、自らの潔白を強く主張した。




「ククク、実に興味深い」




　冷たく澄すんだ声が聞こえる。

　ノエルたちの背後に、いつの間にかエスティカが黒い日ひ傘がさをさして立っていた。

「こんにちは。ノエル・アースキン、ご機き嫌げんいかが？」

「わ、また現れた。今回は私のどこに盗とう聴ちよう器きを仕し掛かけたんです!?」

　アリエスは自分の体を探さぐり始める。

「安心なさい。魔法で話を聞いていたわけではないわ。話題のクレープというものが食べたくて、ここまで来たのだけれど、店主がいなくて、帰ってくるのを待っていたのよ。ほら、そこの店の陰かげに座って待ってたの」

　彼女が指し示した荷車の裏手から、

「ういすー」

　ぬいぐるみを抱かかえたリゼット・オセロと、

「やー、今日は陽ひ射ざしが眩まぶしいですなー」

　愛用の箒ほうきを抱えたステラ・キャットが、ひょっこりと顔を出した。

〝誓約のアンリミテツド魔術師・ウイザーズ〟全員集合である。

　エスティカは黒い日傘を閉じると、カタリナに向かって、

「とりあえず、三人分のクレープをオーダーするわ」

　しかし、アリエスはそれを手で制した。

「ダメです。私たちの話を聞いていなかったんですか？　クレープを食べた人はおかしくなってしまうんです。当然、クレープの販はん売ばいは即そつ刻こく中止です。今、作ってもらったのは、調査の為の特例です」

「どうして？　変になるクレープだなんて、面おも白しろいじゃない」

　エスティカは不服そうに、唇くちびるを尖とがらせる。

「そうだ。横暴だぞ。我々はクレープが食べたい。変になるならなおさらだ」

　それに同調したリゼットがぬいぐるみの手を取って振ふり上げ、

「いい事を思いつきました！　皆で食べれば、誰も変になったとは分からないのではー？」

　ステラは頭頂部の白い獣けもの耳みみと指をピンと立てた。

「ダメです」

　しかし、アリエスは頑がんとして聞き入れない。

「しょうがないわね」

　エスティカは首に下げていた懐かい中ちゆう時計を取り出すと、

「私たちは〝誓約の魔術師〟よ。クレープ、三人分を用意して頂ちよう戴だい」

　そこには、円状になった蛇へびが自分の尻尾しつぽに食くらいついている紋もん章しようが刻まれている。

　言わずと知れた、〝誓約の魔術師〟である証あかしだ。

　アリエスは腰こしに手をやって、首を横に振る。

「関係ありませんし、もう知ってます。その紋章に許されているのは、あらゆる魔法の使用許可です。クレープの購こう入にゆう許可ではありません」

「……あら？　そうなの？　ねえ、これ、そうなの？」

　エスティカは信じられないといった顔で、リゼットとステラに聞く。

　リゼットはぬいぐるみを高く持ち上げて可愛かわいいポーズをとらせると、

「いやいや。可愛ければ、何でも許されるはず」

　ステラはニッコリと微笑ほほえんで、

「大だい丈じよう夫ぶですよー。誠意があれば、きっと問題ないですよー！」

　それぞれ根拠は何も無いが、無む駄だに自信だけはあるようだ。

　当然のごとく、アリエスは屹きつ然ぜんとした態度で、

「何度見せても、ダメです。少なくとも、クレープに問題が無いと分かるまで、一いつ般ぱん販売は禁止です。これは、王都防衛騎士団の騎士団長の命令なので、いくらノエル騎士でも、取り消せませんからね。規則は規則です」

　要求を突つっぱねた。

「そんなに興味があるなら食べてみるか？　これなら食べても問題ないだろう」

　ノエルは見るに見かねて、自分の持っているクレープを差し出す。

　すると、エスティカは瞳を見開いて、

「それ、貴方あなたが齧かじったクレープでしょう？」

「ああ、そうだが」

　なんだか急にソワソワし始め、

「そんなネズミが齧ったようなクレープはいらない」

　なぜか、頰ほおを赤らめて顔を背そむけた。

　──ネズミ扱あつかい!?

「分かったわ。こうしましょう」

　エスティカは前を見み据すえて、固く拳こぶしを握にぎると、

「ノエル・アースキン。この事件、私が解決すると誓ちかう。だから、調査を手伝うわ。いいわね？」
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「ああ、俺も〝転移〟の魔法について、色々聞きたかった所だ。協力は助かる」

　アリエスがグッと身を乗り出して、

「事件が解決しただけではダメですからね。クレープに問題が有れば、販売は禁止のままですから」

　なんだかんだ言って、アリエスもエスティカの魔法知識には一目置いている。

　協力を得る為にクレープを餌えさにして焚たき付けたように思えた。

　素す直なおになれないのが、アリエスらしい所だ。

　エスティカは頰に手を当て思案すると、

「では、まず、クレープそのものに問題が有るかどうか、判断しなくてはならないわね。もしかしたら、本人は無自覚で〝変になるクレープ〟を作ってしまっているのかもしれない。例えば、調味料の容いれ物が〝混乱〟の魔法をかける魔導具にすり替かえられているとかね。それを判断するには──」

　ビシッと指を立てた。

「今から、四人分のクレープを作ってもらう。その検証で間ま違ちがいなく判断できるわ」

　その後ろで、リゼットとステラが手を合わせて「わぁい！　食べられる！」と喜んだ。

「調査の為に必要ならば仕方ない。そうね？」

　してやったりというエスティカの邪じや悪あくな微笑みは、欲に塗まみれているように見えた。

　──本当に調査の為なのか、とても疑わしい！




　　　　２




　時刻は昼を過ぎたあたり。

　一同は〝水のアクア恩恵亭グレイス〟にやってきていた。市場へ仕入れに向かったアニタに場所を借りて、ここでクレープを作るらしい。

　クレープ屋のカタリナは厨ちゆう房ぼうで腕うで捲まくりをしてその作業準備に取り掛かかり、ノエルとエスティカは彼女の行動が見えるカウンター席にいる。

　アリエスはいつものごとく、入り口の壁かべを背に周囲を警けい戒かいしていて、ステラとリゼットは客席で、空のお皿を前にクレープが出来上がるのを待ち遠しそうにしていた。

　エスティカ曰いわく、クレープを作る場所を変えたのには理由があるそうだ。

「〝転移〟の魔法には〝自動転移オート・テレポ〟と〝手動転移マニユアル・テレポ〟の二種類があると考えられるわ。〝自動転移〟というのは、例えば、クレープが出来上がったら、とか、店の中にある魔導具の鉄板でクレープを作ったら、といった〝条件指定〟で勝手に異物が〝転移〟してくる場合よ」

　ただ、クレープを食べたいだけで作らせようとしていたら、アリエスが反対しただろうが、やはり、そういうわけではなかった。

　エスティカは彼女なりに、事件を解決するべく行動している。

　そういう部分に関しては真ま面じ目めで律りち儀ぎだ。

「〝手動転移〟というのは、犯人が視し認にんした対象物の中に、異物を〝転移〟させる場合ね。とりあえず、犯人の目の届かない場所に移動する事で〝手動転移〟を防ぐ。その状態でクレープを作ると、どうなるのかを調べてみる」

　ノエルはカタリナの動きをそれとなく注意しながら、

「もし、〝自動転移〟で異物が混入されているのなら、どういった条件が指定されているのかを調べるわけだな」

「ええ、そうよ。今回は〝カタリナの作るクレープに問題がない事〟が分かればいいのだから、器具や材料が〝自動発動〟の条件になっている事を考えて、今から挙げる四パターンでクレープを作ってもらうわ」

　エスティカは指折り数えて説明する。

　一つ目、店にあった器具と材料を使って作るクレープ。

　二つ目、店にあった器具を使って、新しく買ってきた材料で作るクレープ。

　三つ目、別の器具を使って、店にあった材料で作るクレープ。

　四つ目、別の器具と新しい材料で作るクレープ。

　別の器具というのは、〝水の恩恵亭〟にある、アニタがいつも使っている魔導具の調理器具の事である。調味料の類たぐいも〝水の恩恵亭〟にあるもので、事足りるようだ。

「どのクレープを食べると変になるのか、それが分かれば〝自動転移〟の条件が絞しぼり込める。〝自動転移〟が使われてなくて、どれも変にならないという結果も当然有りうるわね」

　なるほど、とノエルは頷うなずく。

「それには、試食する人が四人必要だな」

「すでにクレープを食べてしまった貴方以外に、ここには四人いるわね」

「ちょっと待ってください」

　慌あわててアリエスが口を挟はさむ。

「もしかして、私、カウントに入ってますか？　変になるかもしれないクレープを食べるのには抵てい抗こうを感じます。それに、もし、私が変になってしまったら、ここに常識人がいなくなります」

「大丈夫、俺がついてる」

「ノエル騎き士しには、言うほど常識がありません」

「あるよ。すごくあるよ」

「それはきっと私のイメージする常識とは違ちがう常識です」

　ふむ、とノエルは思案して、

「従騎士がクレープを食べるのを拒きよ否ひしたせいで、調査が終えられなかったと、騎士団長に報告するのは嫌いやだが仕方ないか。仕方ないよなー。騎士に不服従な従騎士って、どうなんだろうなー？　騎士査定に響ひびかないといいんだけどなー」

　ちらちらとアリエスを見ながら言うと、彼女はグッと息を詰つまらせ、

「ワタシ、クレープ、タベマス」

　ひどく棒読みな言葉だったが、アリエスから快い承しよう諾だくを得られた。




　クレープの店にあった器具と材料は全すべて、ノエルがここに運び出してきた。

　さらに、一つ一つエスティカが、魔導具かどうかをチェックしており、その中で魔導具と呼べる物は、クレープを焼く円い鉄板だけだったそうだ。ただし、魔導具とわからないように偽ぎ装そうされている可能性もあるそうで、他ほかにはないとは言い切れない。

　また、アリエスが主張した〝怪あやしい調味料が使われている説〟を調べる為ために、全ての調味料をノエルの舌で確認したが、いずれも特に問題はなかった。

「待てよ。俺が食べたのは、店でいつも通りの器具と材料で作られたクレープだよな。そこには異物なんて入ってなかったし、今も変になってはいない。全ての条件を満たしているんだから、〝自動転移〟なら、異物が入ってないとおかしいんじゃないか？」

「元から変な人が変になっても、誰だれも気づかないのでは？　むしろ、普ふ通つうになるとか」

　アリエスが真面目な顔で返した。

「どういう意味だ、アリエス」

「例えば、の話です」

　エスティカはクククと喉のどを鳴らして、

「そうね。ノエル・アースキンの食べた物が、一番疑わしい条件を満たしている事は確かよ。でも、異物だと感じない程度の異物が〝転移〟してきたのかもしれないし、〝混乱〟の効果がまだ現れていないだけかもしれない。とにかく今は、他の条件を試ためしてみましょう」

　そんな事を言っていると、カタリナの準備が整った。

　エスティカはそれを見て取ると、

「じゃあ、さっき言った通り、一つ目のクレープから作ってもらおうかしら」

　カタリナは神しん妙みような面おも持もちで頷き、ノエルが先ほど見たのと全く同じ手順でクレープを作り始める。実に慣れた手つきだった。

「ねぇ、カタリナ・キャロット。そのクレープはガレットを元に考えられたものかしら？」

「はいそうです」

　エスティカは納なつ得とくがいった様子で頷く。

「そば粥がゆを焼けた石の上に偶ぐう然ぜん落としたら、薄うすいパンのように焼きあがった、という事から生まれた料理がガレットよ。その原材料はそば粉だった。それを小麦粉に替かえて、甘い生き地じに仕立て、フルーツを挟んでお菓か子しにするという発想は良いいわ。生地を甘くせずに、肉や野菜を挟むという食べ方も出来るわね」

「はい！　それも考えています」

　カタリナは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「ガレットは私の母がよく食べていた料理なんです」

　彼女は母親が事故で亡なくなった事を契けい機きに、町で商売をする事を考え、遠くからやってきたと聞いている。

「私が初めて作った料理もガレットでした。母に食べてもらったんですけど、私、甘いモノが好きだった母の為に、たくさん砂糖をいれてしまって、すごく不味まずいガレットを作ってしまったんです」

　カタリナは、どこか懐なつかしむように瞳ひとみを細めて、

「でも、最初は不味いって言いながら食べていた母も、最後にはボロボロ泣き始めてしまって。ちょっと失敗したけど、母は私が母の事を考えて作った事が、嬉しかったんだと思います。母が亡くなってから、その事をふと思い出して、このクレープというお菓子が出来たんです」

　彼女は特別な想おもいをクレープに込めているようだ。

　事件が解決して、クレープに問題がないと判断されれば、この城下町で商売を続けていく事は可能だろう。

　──出来る事なら、商売を続けさせてやりたいが。

「はい、一つ目、出来ました」

「それ。ボク、食べる」

　リゼットが手を挙げ、お皿を持ってこちらにやってきた。

「食べるの、楽しみ」

　クレープをお皿に載のせてもらったリゼットは、嬉しそうに席に戻もどっていく。

「異物が〝転移〟されていないか、ナイフとフォークを使って、きちんと中を確認しておくのよ」

　エスティカはそんなリゼットに、それとなく注意を促うながした。

　そして、すぐに二つ目のクレープが出来上がる。

「はいはーい！　それは、私が食べますよー！」

　待ちきれないとばかりに、獣けもの耳みみをピコピコ動かして身体からだを揺ゆらしていたステラが手を挙げた。

「どんな風に、変になっちゃうのかー、ワクワクしますねー」

　ステラは味よりも変な効果を期待しているようだ。

　三つ目のクレープはアニタのフライパンで作るせいか、少し手こずっていたようだが、何とか出来上がり、カタリナはそれをエスティカの前の皿に置く。

　エスティカはその皿を手に取ると、クレープの香かおりを嗅かいだ。

「このクレープ、グランマニエをかけてフランベすれば、また別の料理にもなるんじゃないかしら？」

「それはお洒落しやれな料理になりそうです。多めのバターに、オレンジソース……いいかもしれません」

　顎あごに手をやったカタリナは、商売人の顔で答えた。

　その一方で、クレープを食べ終わったリゼットは、

「クリームの甘さ。生地の柔やわらかさ。全てが調和。美味」

　満足といったように顔を綻ほころばせている。

「はうあー！　なんですかーこれはー！」

　その向かいにいるステラは、獣耳をピンと立てて震ふるわせ、言葉に出来ない美味しさを、全身で表現していた。

「クレープに合う紅茶は、アッサム・ストレートティーかしら。シロップをメープルシロップにする事で、ディンブラもいけそうだけれど」

　エスティカは、思案気にブツブツと呟つぶやきながら、クレープをフォークで切り分けて、口に入れている。

　最後、四つ目のクレープが出来上がると、アリエスは黙だまってそれを受け取った。

　ノエルはアリエスと入れ替わりに、〝水の恩恵亭〟の入り口に立つ。

　外を見回してみるが、〝手動転移〟を試みようとしているような怪しい人物はいない。

「材料が残りましたので、ノエルさんのも作っておきました」

　カタリナの言葉にノエルは振ふり返って、

「ああ、ありがとう。そこに置いていてくれ」

　クレープは先さきほども食べたし、お腹なかは膨ふくれている。

　アニタが帰ってきたら、食べてもらえば良いだろう。

「なるほど。パンケーキとは違った美味しさがありますね。これは、行列が出来るのも頷けます」

　アリエスも満まん更ざらではなさそうに舌した鼓つづみを打っている。

　今のところ、どのクレープにも、見て分かるような異物は入っていないようだ。

　これで誰も変にならなければ、クレープが原因ではなかったという事になるのだろうか。

　いや、カタリナが無自覚に〝変になるクレープ〟を作っていない事が分かるだけだ。

　彼女が悪意をもって、何らかの方法で〝変になるクレープ〟を作る事が出来るという疑いは残る。さらには、〝自動転移〟での異物混入は無いとしても、誰かが〝手動転移〟で、〝混乱〟の効果を与あたえる異物を混入させていた可能性も否定出来ない。

　事件解決はまだまだ先だ。

「さて、ノエル・アースキン。次に私たちがやるべきことだけれど」

　クレープを食べ終えたエスティカがこちらに視線を向けた。

「私は誰も変にならないと考えているわ。なぜなら、今の調理手順では〝混乱〟の魔ま法ほうが使われた形けい跡せきがなかったから。このまま、少し様子を見て──」




「ぷしゅー」

　ゴンと音を立てて、リゼットが額をテーブルに打ち付けて突つっ伏ぷした。
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「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　ノエルが声をかけると、

「ゴエティアの悪あく魔まが来る」

　リゼットが勢いよく、ガバッと身体を起こした。

　──嫌な予感がした。

「七十二匹ひきの悪魔。ゴエティアの悪魔が来るんだよ」

　リゼットの青い瞳は遠くを見ている。

「落ち着くんだ。リゼット」

「うーん、亀かめより速い。亀よりは速いな」

　リゼットがおかしな事を言い始めた。

　彼女が口にしたのは、一つ目。

　店にあった器具と材料を使って作ったクレープである。

　それが〝自動転移〟の条件を満たしたのか。

　或あるいは、〝混乱〟の魔ま導どう具ぐが店の器具の中に隠かくされていたのか。

　しかし、ノエルが食べたクレープと、リゼットが食べたクレープの違ちがいは、作られた場所が違うという事だけで、ノエルはそれとほぼ同じものを食べたはずだ。

　──一体、どういう事なんだ？

「エスティカ、リゼットがおかしくなっているぞ」

「そうね。ゴエティアというのは魔術書の名前よ」

　しかし、エスティカは落ち着いている。

「七十二匹の悪魔を呼び出して、様々な願望を叶かなえる手順が記されているわ」

「ニャんですって!?」

　ステラが素す早ばやく立ち上がって、

「知ってますよーゴエティア！　巨きよ大だい怪かい物ぶつゴエティア！　何回か倒たおしたことあるですよー。台所に一匹ぴき見つけたら、十匹はいると思った方がいいですー！　ニャんとかせねば！　カサカサ、カサカサしますよ！」

　いつも通りのステラにも見えるが、やはり、おかしい。

　ステラが食べたのは、二つ目。

　店にあった器具を使って、新しく買ってきた材料で作ったクレープだ。

　という事は、店にあった器具に〝混乱〟の魔導具が紛まぎれ込んでいた事になる。

　リゼットとステラはおかしくなってしまったが、カタリナの使う器具に問題があったのがわかっただけでも、良しとすべきだろうか。

　クレープを作ったカタリナは、あまりの事態に、顔面蒼そう白はくで言葉を失っている。

　本当に自分の作ったクレープで人がおかしくなるとは思っていなかったようだ。

「大丈夫、安心なさい」

　エスティカは優ゆう雅がな仕草で椅い子すから降りると、

「かつて、七十二匹の悪魔を使し役えきしたソロモン王のように、私がその悪魔たちを支配下においてみせるわ。そうよ。悪魔を率いて、巨大怪物ゴエティアを討うちましょう。そして、永久に平和な王国を、ここに築くの」

　リゼットとステラが両手を挙げて、

「エスティカ王国、バンザーイ！」

　──エスティカも、おかしい。

　ふざけているのでないとしたら、三人とも〝混乱〟の魔法にかかってしまっているように思えた。

　エスティカが食べたのは、三つ目。

　別の器具を使って、店にあった材料で作るクレープである。

　──よく分からなくなってきた。

　今の所、どのクレープを食べてもおかしくなっている。

　しかし、困った。

〝誓約の魔術師〟が全員〝混乱〟している。

　エスティカはともかく、ステラとリゼットはどんな魔法も使いたい放題だ。

　こんな状態で町に解き放ったら、大だい惨さん事じになる事は目に見えていた。

　いつ〝混乱〟が解けるのかは分からないが、それまで大人しくさせるしかない。

　ノエルは出入り口を塞ふさぐように立って、

「アリエス、おかしくなってしまった三人を捕つかまえるぞ。武器は使うなよ。なんとか素す手でで取り押さえるんだ」

「はわわ、大変です」

　こちらを振り向いたアリエスは両手で頭を抱かかえて、ギュッと両目をつぶった。

　──アリエス、おまえもか。

　四つ目のクレープは、別の器具と新しい材料で作るクレープ。

　全てのクレープが人をおかしくさせるクレープだったようだ。

　エスティカはクククと喉のどを鳴らすと、

「抵てい抗こうは無む駄だよ。ノエル・アースキン。私の覇は道どうを邪じや魔まする者は、何なん人ぴとたりとも許さない。さあ、忠誠を誓ちかうのよ。今すぐ跪ひざまずき、私だけの騎き士しにおなりなさい」

　ノエルを除いて、クレープを食べた全員がおかしくなるというのは想定外だった。

　──この展開は非常にまずい。

　アリエスが変になっていなければ、取り押さえられたかもしれないが、目の前に居るアリエスは、見た事もないくらい弱々しくて、役に立ちそうにない。

　この中で一番厄やつ介かいなのは──。

「返事がないわね。仕方ないわ。ステラ、やっておしまい！」

　エスティカに、悪の女幹部みたいに命令されたステラが、

「あいあいさー」

　ノエルの前に進み出てくる。

　──一番厄介なのは、ステラだ。

　ステラは背中に差していた魔法のハタキを手に取ると、

「〝お掃そう除じ大好き！　ポポイのポイ〟！」

　魔導具を奪うばい取ろうとしたノエルよりも、素早く呪じゆ文もんを唱えた。

　その魔法のハタキは〝掃除スイープ〟の魔法が使える魔導具である。

　本当は、遠くのホコリを払はらうだけの魔法なのだが、〝出力制限なし〟である為ために、とんでもない威い力りよくを発揮する。

　つまり、触ふれる事なく、人を弾はじき飛ばせる強力な魔法だ。

　大きな力を正面から受けて、ノエルは紙くずのように吹ふっ飛ばされる。

　そして、〝水の恩恵亭〟の壁かべに叩たたきつけられて、後頭部を強打した。

「わああ、大変です」

　アリエスはオドオドとしている。

　──ア、リエス、皆みなを止め……。

　その思いは声にならず、ノエルは気を失った。
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「ノエルさん！　しっかりしてください！」

　目を開けると、そばかすの浮ういた顔があった。

　クレープ屋のカタリナである。

　ズキズキと頭が痛む。

　その痛みを堪こらえながら、ノエルは身体からだを起こした。

「……どのくらい気絶してた？」

「まだ、そんなには」

　すでに〝水の恩恵亭〟に、エスティカたちの姿はない。

「エスティカたちはどこに？」

「皆さん外に出て、お城のある方向に行きました」

「わかった、アリエス！」

「は、はい！」

　こちらを心配そうに覗のぞきこんでいたアリエスが、背筋を伸のばして身体を硬こう直ちよくさせる。

「王都防衛騎士団に戻もどって、兵士を集めてきてくれ」

「な、何人でしょうか？」

「待機しているだけ全員だ。城前で落ち合おう。もし、そこに俺が居なかったら、周囲を探して欲しい。きっと騒さわがしい方に居るから。でも、もし、途と中ちゆうでエスティカたちを見つけたら、捕まえて大人しくさせろ。難しいとは思うが、出来るだけ、誰だれも怪け我がをさせないように」

〝混乱〟の効果には個人差があるのか、アリエスは気弱になっているだけで、思考がおかしい所まではいっていないように思える。

　たとえ、気弱なアリエスでも、今は少しでも手て駒ごまが欲しかった。

「わ、わかり──了りよう解かいしました！」

　アリエスは駆かけ足で〝水の恩恵亭〟から出ていったが、すぐに戻ってきて、

「あ、あのう、ノエル騎士！」

「なんだ？」

「……お馬さんに乗るのが怖こわいです」

　言いづらそうにモジモジした。

「いいから早く行け！」

「はいぃ！」

　脱だつ兎とのごとく駆け出していく。

「本当に私のクレープが、人をおかしくさせていたんですね」

　そんな情けないアリエスの姿を目まの当たりにしたカタリナが、ポツリと漏もらした。

　全てのクレープが〝混乱〟の効果を持つ、という事は、どんな器具や材料でも、彼女が作ったクレープは、〝混乱〟の効果を持つという事に他ほかならない。

　ノエルに効かなかったのは、おそらく、体質である、魔ま法ほうが使えないという〝解呪アンチマジツク〟の作用に因よるものだと考えられた。

　しかし、その〝解呪〟も、魔導具が使えないだけで、魔法の効果は無効化出来ないとエスティカから聞いている。〝混乱〟の効果を持つクレープなら、ノエルは無効化出来ずに、おかしくなって当然なはずだったのだが、自分に異常は起きていない。

　それが、エスティカの目もく論ろ見みを大きく外させてしまった原因である気がした。

　彼女自身、全員が〝混乱〟する事は考えていなかったはずだ。

「とにかく今は、エスティカたちを捕まえる事が先決だ」

　ノエルは立ち上がる。

　吐はきそうなくらい気分が悪かったが、そんな事は気にしていられない。

　ひとまず、ノエルは城のある方へと向かう事にした。

〝水の恩恵亭〟から出ると、

「わあ、お馬さん！　お馬さん！　落ち着いてくださぃい！」

　飛んだり跳はねたりしている馬の背にアリエスが必死にしがみついていた。

　──くっ、使えない！　こんなに使えないアリエスは初めてだ！

　アリエスはそのまま馬に乗せられて、運良く王都防衛騎士団の方に走り去って行った。
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「ニャハハハハハハハハハ！」

　上空を凄すさまじいスピードで、箒ほうきに乗ったメイドが飛んで行く。

　見み間ま違ちがえようもなく、ステラである。

　しかし、徒歩で街路を行くノエルにはとても追いかけられそうにない。

　それでも走って追いかけていると、馬に乗った兵士たちが通りを駆けていくのが見えた。

　その騎き兵へいの中に、見知った顔を見つけて、

「おい！　オルソン！　俺だ！　ちょっと待ってくれ！」

　ノエルは両手を大きく振ふって呼び止めた。

「おやおや？　ノエル騎士ではないですか」

　愛あい嬌きようのある小太りな壮そう年ねんの男が、馬を止めてこちらにやってくる。

「……あ、はいはい。やっぱりかぁ」

　オルソンはノエルを見て、すぐに察したようで、

「あの、空飛ぶメイド、この間、捕まっていた女ですよね？　どこかで見たことあるなって思ってたんです。ですが、いくらノエル騎士の関係者でも今度はダメですよ。ご存じかと思いますが、王都上空の飛行は禁止なんです。城の上を飛ぶもんだから、私まで駆りだされて、さっきから追いかけっこですよ」

　つい最近、ノエルはある事情で捕まっていたステラを、強ごう引いんに牢ろう屋やから脱だつ獄ごくさせた。

　オルソンはその時の牢屋番である。

「それが、あれは〝誓約の魔術師〟で、彼女に限っては、国王から王都上空の飛行も許可されているんだ。捕まえるだけ無駄だぞ」

「へえ、あれが噂うわさの〝誓約の魔術師〟ですか？　はた迷めい惑わくな人ですね。でも、それが聞けて助かりました。放ほうっといてもいいって事ですよね？　ああ良かった。楽な警備に戻れる。馬に乗るのは久しぶりで、もう腰こしが痛かったんです」

「だが、あのままにしておくわけにもいかない。俺が止めるから、馬を貸してくれ」

　オルソンは露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をするが、

「ノエル騎士の頼たのみとあっちゃあ、しょうがないですね」

　素す直なおに馬から降りた。

　飄ひよう々ひようとして何も考えていないように見えるが、オルソンは頭がよく切れる。ノエルの事も理解していて、どうせ断っても、無理やり馬を奪われる事がわかっているようだ。

「あのメイドは、この辺りの通りをグルグル回って飛んでいます。ここで待っていりゃ、すぐにまたやってくるでしょう」

　ノエルはオルソンの馬に跨またがって、

「いつもすまないな。今度何か礼をするよ」

「いやいや、滅めつ相そうもない。お気になさらず。ただ、馬だけは、城に返しに来てください」

　そうこうしていると、背後にステラの姿が見えた。

　オルソンの言った通りである。

「じゃあ、馬、借りるぞ！」

　ノエルは馬を走らせる。

「私はノエル騎士に無理やり馬を奪われたってことで、よろしくお願いしますよー！」

　後方で手を振るオルソンは、やはり、抜ぬけ目がなかった。

　この通りは王城に向かう大きな道であり、道みち幅はばが広く、馬を走らせやすいように整備されている。馬には申し訳ないが、全力で走らせれば、ステラの飛行速度に近づく事が出来そうだ。ノエルは巧たくみに馬を操あやつって、通りを進む荷車を避よけ、出来るだけまっすぐに進路を駆けた。

「ニャーハハハハハハハハハ！」

　後方からステラの声が聞こえてきた。

　ノエルは振り返って、

「ステラー！　聞いて欲しい話があるんだ！」

　声を限りに叫さけんだ。

「ダメですよー！　ノエルさんは今、信用なりませーん」

　警けい戒かいされているらしく、上空を飛んだまま、こちらに近寄ろうともしない。

「私は今、巨きよ大だい怪かい物ぶつゴエティアの警戒中ですー！　この町を誰かが守らないといけないですからー！　カッサカサなんですよー！」

　でも、聞く耳はあるようだ。

　──ステラが興味を持ちそうな話題とは。

「俺の部屋は、めちゃくちゃ汚きたなくて、助けてほしいんだ！」

　ノエルは前方に気をつけながら、ステラと並走する。

「足の踏ふみ場もないくらい散らかっている！」

　速度は同じくらい。今の所、抜きも抜かれもしていない。

「壁かべなんか、一面、謎なぞの黄ばみが広がっていて手のつけようもない！」

　しかし、馬を全速力で走らせ続けられない。

　箒と違ちがって、こちらは生き物だ。

「だから、俺に掃そう除じの仕方を教えてくれ！　もう汚い部屋で過ごしたくない！」

　それでもステラはやってこない。

「どうして俺の部屋はあんなに汚いんだ！　きっと、掃除の心を理解していない！　俺はちっとも、掃除が何かわかっちゃいないんだ！　掃除って何さ！」

　──必死だった。

　それはもう、自分で何を言っているのかわからないくらい必死だった。

「ノエルさん、そう思った時がチャンスですよ！　人生変わります！」

　ステラがフワッとスカートを膨ふくらませて、こちらの近くまで降りてきた。

「良いですかー？　掃除というものはですね──」

　──確かにチャンスだ。

　ノエルは馬が小さく跳ねたタイミングに合わせて、鞍くらの上に立ち上がる。

　曲乗りもいい所だが、一いつ瞬しゆんだけ、立ち上がれればそれで良かった。

　鞍を蹴けってステラに飛びつく。

　その細い腰に両りよう腕うでを回してがっしりと摑つかんだ。

「フギャン！」

　獣けもの耳みみを逆立てるステラ、そして、急にフラついて安定を失う箒。

　冷や汗あせが背筋を伝う。

　──摑めてなかったら、間ま違ちがいなく死んでいた！

　箒が高度を下げ、ノエルのブーツが地面につきそうになる。

「うわわわわ！」

　ノエルは足を上げて何とか引きずり落とされそうになるのを防ぐが、今度は箒が大きく旋せん回かいし、振り落とされそうになった。

「ステラ！　スピードを落とせ！　二人とも落ちるぞ！」

　しかし、目の前に迫せまるのは壁。

　辺りをさっと見み渡わたし、ノエルは覚かく悟ごを決めた。

　大きく旋回した事で速度はぐっと落ちている。

　今なら落ちても──死にはしない！

　壁に衝しよう突とつする瞬しゆん間かん、壁に足をつけ、一歩、二歩で、思い切り蹴った。

「ニャ─────────ァ！」

　箒が横にスピンする。

　向かう先、果物屋の女店主が「ひゃあ！」と声をあげて逃にげ出した。

　そのままの勢いで、店先に積んであった林りん檎ごの山に、横向きで突つっ込んだ。

　台が潰つぶれ、林檎が砕くだけて、辺りに甘い香かおりを撒まき散らす。

「ステラ！　大だい丈じよう夫ぶか！」

　ノエルは身体からだを起こす。

　林檎がクッションになったおかげで地面に叩たたきつけられなくて済んだようだが──。

「見てくださーい！」

　林檎の欠片かけらを頭に載のせ、汁しる塗まみれになったステラは、白い獣耳をペタンと倒たおして、

「また、先っぽが折れましたー！」

　折れた箒の柄えをこちらにつきつけた。

「どこか痛む所はないか？」

「心が痛いですー！　箒が泣いてますよー！」

　どうやら、身体は無事のようだ。

「も──っ！　ノエルさんが飛びついてくるからー！　あんな危ないことはやめてほしいですー！」

　ステラは大層ご立腹のようだ。

　確かに、空を飛んでいるだけなら無害かもしれないが、万が一にも、錯さく乱らん状態であの〝掃除〟の魔ま法ほうを町中で使われたら、もっと大変な事になっていたはずだ。

「ステラ、よく聞け。止めるしかなかったんだ。クレープを食べて、君は変になった」

「変になんかなっていませんー！」

「いや、巨大怪物ゴエティアがどうとか──」

「もーっ！　ノエルさんが変なことを言ってるですー！　おかしいのはそっちじゃないですかー！」

　──元に、戻もどったのか？

「クレープを食べた後のことは憶おぼえているか？」

　ステラは小首を傾かしげて、

「んー。どうでしたかー。そういえば、ちょっと憶えてないですー。謎の黄ばみ、という言葉を聞いた気がしますがー」

「それは忘れていい」

　どうやら、〝混乱〟は解けたと考えて良さそうだ。

「ちょっと、あんた！」

　見上げると、身体の大きな果物屋の女店主が肩かたを怒いからせてこちらを睨にらみつけていた。

「大事な売り物が全部、台無しじゃないか！　どうしてくれるんだい！」

　ノエルはポケットから指輪を取り出して、

「……俺は騎き士しです。林檎は全部買います。とりあえずは、王都防衛騎士団で待っていてください。ここはこのままで。後から担当官を寄よ越こして費用の算出を行いますから」

　──自分の給料で賄まかなえるような額なのだろうか。




　　　　※




　元に戻った事をもう一度きちんと確かめてから、ステラを〝水の恩恵亭〟へと帰らせて、ノエルは王城に向かって歩き始めた。

　辺りに漂ただよう林檎の匂においは、自分の体から発しているものだろう。

　ベトベトしていて、何だか気持ち悪い。

　歩いているとすぐに、前方に人だかりが出来ているのが見えて、ノエルは駆かけ出す。

「すみません！　王都防衛騎士団の騎士です！　退どいて下さい！」

　人だかりをかき分けると、そこに広がっていた風景は──。

　とても、ファンシーだった。

　噴ふん水すい前。

　ヴァイオリンの音色が辺りに響ひびき、無数のぬいぐるみたちが暴れている。

　噴水の縁へりに腰こし掛かけてヴァイオリンを弾ひいているのは、リゼットだ。

　彼女がぬいぐるみを操っている事は間違いない。

　そこは町で一番大きなオモチャ屋がある場所だった。

　ぬいぐるみは、全すべてそこの商品だろう。

「やめてください！　やめてください！」

　アリエスの姿がある。

「いやぁ、鎧よろいの隙すき間まに入らないでぇ！」

　彼女は地面に座り込み、胸部鎧ブレストメイルの隙間に潜もぐり込もうとしているぬいぐるみを涙なみだ目めで引っ張りだそうとしていた。

　周囲には、王都防衛騎士団の兵士たちの姿もあり、彼らもまた、大量のぬいぐるみたちにまとわりつかれて、身動きがとれないでいる。

　苦しそうに呻うめき声をあげる兵士たちは、

「いつもの気き丈じようなアリエス従騎士も良いですが、なんだか、この気弱な感じもまた良いですな！　うっ、苦しい！」

「今のアリエス従騎士は実に守ってあげたい！　そうは言っても、身動きとれませんが！」

「私もぬいぐるみになって、是ぜ非ひ、鎧の隙間に入り込みたい！」

「同意です！　この世の楽園がそこに！　ぐっ、窒ちつ息そくする！」

「くそう！　どうして、俺はぬいぐるみとして生まれてこなかったんだ！　今すぐにでも生まれ変わりたい！　へぶ！」

　肉体はぬいぐるみに蹂じゆう躙りんされているが、精神は元気そうだ。

　そんな中、騒さわぎの真ん中には、黒衣の少女、エスティカが立っている。

　彼女の周囲には、赤い液体が撒き散らされ、奇き怪かいで複雑な魔ま法ほう陣じんが描えがかれていた。

「ククク、遅おそかったわね。ノエル・アースキン。すでに準備は整った。あとは、ソロモン七十二匹ひきの悪あく魔まを召しよう喚かんするだけよ」

　黒い日ひ傘がさを杖つえのように地面に立て、不敵に笑う。

　ノエルは小剣シヨートソードを抜ぬくと、アリエスに近づき、彼女の鎧の隙間に侵しん入にゆうしようとするぬいぐるみの胴どう体たいを斬きり払はらった。

　ぬいぐるみは、体から綿を飛び散らせ、無残な姿を晒さらす。

「ああ、ノエル騎士！　助かりましたぁ！」

　ニッコリと破顔したアリエスが、涙を拭ふいて立ち上がる。

「もぉ、本当に、ぬいぐるみがしつこくて！」

　いつもと性格が違うので、些いささか調子が狂くるう。

　本来のアリエスであれば、襲おそわれる前に無表情で切り刻んだに違いない。

　頼たのもしいが、恐おそろしい、あのアリエスに早く戻って欲しい。

「アリエス、エスティカの周りにある、あの魔法陣は──」

「ええ、はい……」

　悲しげな顔でアリエスは頷うなずく。

　──血の魔法陣。

　その言葉が意味する忌いまわしさに、胸がざわつく。

　悪魔を召喚するというのだから、供く物もつや生いけ贄にえといった物が必要なのだろう。

　ノエルは一足遅かったようだ。

〝混乱〟したエスティカの手によって、すでに犠ぎ牲せい者しやが──。

「トマトジュースです」

　アリエスが指さした所にあるのは、果物を粉ふん砕さいして飲み物を作るジュース屋である。

「三百個以上のトマトを潰して、あの魔法陣を描きました」

　──トマトジュース。

　いや、分からない。

　血液の代用がトマトで出来るのかもしれない。

　トマトジュースだからといって、悪魔を召喚出来ないとは言い切れないのだ。

　とにかくエスティカを止めなくてはならない。

「エスティカ、もうやめろ！　巨きよ大だい怪かい物ぶつゴエティアなんかいない。悪魔を召喚する必要はないんだ！」

「勘かん違ちがいをしているわ、ノエル・アースキン。ゴエティアは巨大怪物ではなく魔術書よ」

　──それは知っている。

　冷静に突っ込まれて、言ったこちらが恥はずかしい。

「ノエル・アースキン。私がソロモン七十二匹の悪魔を呼び出して、何をするか教えてあげるわ」

　艶えん然ぜんと微笑ほほえむエスティカの禍まが々まがしさに、町人たちがざわつく。

「私の望みは唯ただ一つ」

　天高く、指を空へと向けるエスティカ。

　誰だれもが、この城下町に起きるだろう災さい厄やくを予感する。

「紅茶の品評会をここで開かい催さいするわ！」

　──七十二の悪魔を呼び出して紅茶の品評会。

　いやぁ、今日の紅茶は美味おいしかったねぇ、なんて絶対に帰ってもらえそうにない。

　何せ、七十二もの悪魔である。

　その中には紅茶嫌ぎらいが一匹か二匹はいて、絶対に町で暴れようとするだろう。

　──いや、そういう事じゃない。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、町人たちはざわつき始めた。

　今起きていることが、大変な事なのか、それとも、そうでもない事なのか、測り兼かねているようだ。御ご多た分ぶんに漏もれず、ノエルもそうである。

　ただ一人、アリエスだけは、

「全くもって馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　はっきりとした口調で、そう断じた。

「悪魔を召喚して紅茶の品評会などと冗じよう談だんが過ぎます。正気に戻りなさい、エスティカ嬢じよう。混乱するなど貴方あなたらしくもない。やめないというのなら、私が止めて差し上げましょう」

　腰こしの騎き士し剣けんをスラリと抜き放つ。

「おお、アリエス……」

　ノエルがまじまじとアリエスの顔を見つめると、

「何か？」

　彼女は不可解そうに見返してきた。

「戻ったようだな。元の可愛かわいくないアリエスに」

「は？　どういう意味でしょうか？　手始めに刺さしますよ」

　やはり、頼もしくて、恐ろしいアリエスがいい。

「アリエス、俺はエスティカには触ふれられない。だから──」

　エスティカの右みぎ腕うでには、魔ま封ふう紋もんと呼ばれる、魔法を封ふうじる強力な封ふう印いんが施ほどこされている。

　一度、その蛇へびが巻き付いたような黒い紋もん様ように、〝解呪〟の体質を持つノエルがうっかり触れてしまい、魔法が解けかけた事があった。

　封印が解けるだけならまだいいのだが、魔封紋が解ける時、エスティカは命を奪うばわれてしまうのだ。そんな事態は絶対に避さけたかった。

「わかりました。では、私がエスティカ嬢を。ノエル騎士はリゼット嬢を捕とらえる。それで、よろしいですね？」

　──ああ、アリエス！　元に戻ったんだな！

「なんですか、変な顔でこちらを見つめないで下さい」

「なんでもない。だが、怪け我がは絶対にさせるな。〝震電スタン・エツジ〟も最後の手段としてなら認めるが、出来るだけ素す手でで捕らえろ」

「了りよう解かいしました。〝震電〟は最初の手段ですね」

「違ちがう」

「冗談です。行きますよ」

　ノエルとアリエスが、それぞれの目標に向かって駆け出そうとすると、

「グランドフィナーレだよ！　全員集合！」

　リゼットが不意に立ち上がって、ヴァイオリンを激しくかき鳴らした。

　通りのオモチャ屋から、次々とぬいぐるみたちが飛び出してくる。

　ノエルは小剣を構えてそれらを迎むかえ撃うとうとするが、

　──次から次に、大量にぬいぐるみが飛び出してきた！

「多過ぎだろ！」

　店の中から溢あふれ出すぬいぐるみの数は、百を優に超こえ、千に近い数だ。

　それには町人たちも驚おどろき、悲鳴を上げて、蜘蛛くもの子を散らすように逃にげていく。

　ノエルはすぐに諦あきらめて剣を収め、逃げようとするが、ぬいぐるみの集合体は、まるで波のようになって、こちらに襲いかかってきた。

　ノエルもアリエスも為なす術すべなく吞のみ込まれてしまう。

　色とりどりのぬいぐるみが背中に伸のし掛かかってくる。たかがぬいぐるみとはいえ、圧あつ倒とう的な物量に身動きが取れなくなり、胸は押しつぶされ、呼吸さえままならない。

　それでも必死に藻も搔がいて、なんとか、ぬいぐるみの山から顔を出す。

「フフフ、ノエル・アースキン。邪じや魔まはさせないわ。そこで、しばらく大人しくしておきなさい」

　エスティカは黒い日傘を右腕に押し当て、呪じゆ文もんを唱え始めた。

「我は求め、訴うつたえる。ソロモン七十二匹の悪魔。バエル、アガレス、ヴァサーゴ、ガミジン、マルバス──」

「やめろ！　エスティカ！」

　ノエルは力の限りにぬいぐるみの山から這はい出ようとする。しかし、動き回るぬいぐるみは次から次へと覆おおい被かぶさってきて、埒らちが明かない。

　隙間からアリエスを見ると、彼女もぬいぐるみの山の下した敷じきになってしまったようだ。

「……ブネ、ロノウェ、ベリト、アスタロト、フォルネウス」

　エスティカが淡たん々たんと紡つむぐ詠えい唱しようが聞こえる。

　ノエルは両手に力を込めて、体を持ち上げようとするが、途と中ちゆうで力ちから尽つきてしまう。

「正気を取り戻もどせ！　リゼット！」

　声を限りに呼びかけても、リゼットのヴァイオリンの音色は鳴り止やまない。

　詠唱が終わるまでに抜け出さなくてはならないが、一向に抜け出せる気配がなかった。

「エスティカ！　君は〝混乱〟の魔ま法ほうにかかってるんだ！　悪魔なんか呼び出したら、とんでもないことになるぞ！」

「……ベリアル、デカラビア、セーレ、ダンタリオン、アンドロマリウス」

　それでも、詠唱は続く。

「ソロモンの悪魔よ、私の呼びかけに応じなさい」

　ヴァイオリンの音が止んだ。

　動かなくなったぬいぐるみたちを、押し退のけてノエルは這い出る。

　エスティカが日傘を高く掲かかげ、

「さぁ、姿を現せ。ソロモンの悪魔たちよ！」

　──もう間に合わない。

　どんな事が起きてもいいように、ノエルは周囲を警けい戒かいして身構えるが──。




　しかし、何も起こらなかった。

　エスティカは小さく首を傾かしげ、

「姿を現しなさい！　ソロモンの悪魔たち！」




　やはり、何も起こらなかった。




　静寂を破ったのは、

「エスティ、それ。杖つえじゃない。日傘だ」

　ヴァイオリンを弾ひく手を止めたリゼットである。

「ああ、そうだったわね。今日は陽ひ射ざしが強いから、日傘を持ってきたのだったわ」

　エスティカは日傘を広げると、何事もなかったように、テクテクとこちらに向かって歩いてきた。

「あら、ノエル・アースキン。ご機き嫌げんいかが？　こんな所で何をしているの？」

　まるで、何事もなかったかのように、吞のん気きに声をかけてきた。

　ノエルは大きく溜ため息を吐ついた。

　──さすがに、トマトジュースと日傘では悪あく魔まを召しよう喚かんできなかったらしい。

　アリエスもぬいぐるみの山から這い出てきて、

「ああ本当にもう、人ひと騒さわがせな人たちですね。たかだかクレープに、精神を乱されるなんて。軟なん弱じやくです！」

　見せられるものなら、〝混乱〟していたアリエスの姿を見せてやりたい。

　──お馬さん、お馬さんって言っていた、あの姿を。

「ちょっと、あんたたち！」

　近くから、オモチャ屋の女店主がこちらを睨にらみつけていた。

「このぬいぐるみ、全部、どうしてくれるのよ！」

　ノエルはポケットから指輪を取り出して、

「……俺は騎き士しです。ぬいぐるみは全部買います。とりあえずは、王都防衛騎士団で待っていてください。ここはこのままで。後から担当官を寄よ越こして費用の算出を行いますから」

　──今月の給料は確実に無くなった。




　　　　※




　王都防衛騎士団、騎士団長は、事務官から報告された、今回の事件の被ひ害がい総額を聞いて青ざめた。

「私は、ノエル・アースキンに一任すると言ったか？」

　事務官はしっかりと頷うなずく。

　一任したという事は、騎士団長の責任が問われる。

　騎士が職務中に被こうむった損害は、騎士団で受け持つのが規則だ。

　──たとえ無む駄だでも止めるべきだった！

　騎士団長は思わず顔を両手で覆った。




　　　　５




「今回の事件は、カタリナ・キャロットが作ったクレープこそが、町人を〝混乱〟させた原因だったという事は間ま違ちがいないわ。その効果は、その人の魔ま力りよく量によって変わる。魔力がより強いものは、それだけ大きな影えい響きようを受けてしまうの」

〝水の恩恵亭〟で、エスティカは語る。

「彼女が作ったクレープは、魔導具のようなものだった。魔導具とは、本来、魔術師ウイザードが〝古代ル魔法ー文字ン〟で魔術式を組んで、魔力を魔法へと変へん換かんする道具なのだけれど、それとは全く違うアプローチで作られた魔導具。それが、カタリナの作った、人を〝混乱〟させるクレープよ」

　ここには今、そのカタリナを始め、〝混乱〟した面子メンツが揃そろっている。

「ねぇ、カタリナ・キャロット。一つ聞いてもいいかしら？」

「あ、はい。なんでしょう」

　カタリナは、先ほどからずっと元気がない。

　自分のクレープが町人をおかしくさせたという事実を思い知ったせいだろう。

「貴方あなたは母親に料理を作らないでいいと言われていたのではないかしら？」

「はい……そうです。母が生きている間は、ずっと、母が料理を作ってくれていました。今思えば、母は私に料理を作らせまいとしていたように思います。それは、私が作るものが不味まずいせいだと思っていたんですが」

「貴方が作ったガレットを食べた母親が、最初は不味いと言いながら、やがて泣き始めたのは、貴方が甘いモノ好きな母親の事を考えて砂糖を大量に入れたことが、嬉うれしかったのではなく、料理を食べたせいで、変になってしまったと考えるのが妥だ当とうね」

　どうやら、母親はカタリナの特異な能力に気付いていたようだ。

　なぜ、それをカタリナに伝えなかったのか、いつか伝えるつもりだったのかもしれないが、事故で亡なくなったせいで、その機会が失われてしまったらしい。

「おそらく、貴方が作った料理は魔導具のような働きをする。それを口にした者の魔力を消費して、魔法効果を発揮するの。貴方は調理によって無意識に魔導具を作ってしまう者だった。それが体質に因よるものか、〝呪のろい〟なのか、私にも分からないわ。ただ、その仕組みは、ノエル・アースキンの〝解呪〟と同じで、〝魔法〟ではなく、〝呪じゆ法ほう〟と呼ばれるものに近い」

「〝呪法〟なんてものがあるのか？」

　ノエルには初耳で、思わず驚いてしまった。

「ええ。〝呪法〟を扱あつかうのは〝呪じゆ術じゆつ師し〟よ。私は〝魔術師〟。そもそも、畑が違う。今回の事件は〝呪法〟が原因だったのに、それを〝魔法〟に因るものだと、考えてしまった、私の誤算が大きい」

　エスティカは少し考えてから、

「そう言えば、クレープは〝混乱〟だったけれど、他ほかの料理だったら違う効果を持つかもしれないわね。試ためしてみる？」

　リゼットがぬいぐるみの手を挙げて、

「さんせーい。新たな発見。魔法料理」

「おお、どんな効果が出るのか分からないので、ドキドキしますねー」

　ステラも獣けもの耳みみを期待でピコピコと動かした。

「それは止めて下さい」

　すかさず、アリエスが割り込む。

「〝混乱〟よりも酷ひどい惨さん事じを招きかねません。それだけは、絶対に私が阻そ止しします」

　リゼットとステラが揃って、「ぶー」と不満そうに頰ほおを膨ふくらませた。

　エスティカはクククと喉のどを鳴らして、

「とにかく、ノエル・アースキンが、カタリナのクレープを食べても平気だったのは、〝解呪〟の効果で、魔導具として作用するクレープを無効化したせいだったと考えられるわ。クレープ自身が〝混乱〟の効果を持つものだったら、ノエル・アースキンもおかしくなっていたはずだから」

「待って下さい」

　カタリナが腑ふに落ちないようで、

「私は自分で作ったクレープや料理を味見していますし、何度も食べています。それなのに、なんともありません」

「そうね。作った本人には効果が無いという事。それゆえに、無自覚だったという事を想定していなかった。体質として〝呪法〟を持つ者は、〝呪法〟の影響をうけないのかもしれない。毒どく虫むしが自分の毒で死なないみたいに。まぁ、私の分野ではないから、絶対とは言えないけれど」

〝魔法〟も〝呪法〟も同じように思えるノエルは、

「エスティカは〝呪法〟には興味ないのか？　〝魔法〟とよく似た〝呪法〟にも、興味を持ちそうに思えるが」

　エスティカは肩かたを竦すくめる。

「〝呪法〟は、非論理的なの。好きじゃない」

　好みの問題らしい。

「〝自動転移〟だの〝手動転移〟だの、全く関係なかったわね。まぁ、あの時の私はクレープを食べたい一心で、とりあえず、食べることしか考えてなかったから、仕方ないわね」

　仕方なくはないが、クレープという新しいお菓か子しが、彼女の目を眩くらませた、と言ってもいいのかもしれない。

　エスティカも万ばん能のうではないし、推理を外す事もある。

　彼女は指を頰に這はわせて、

「本当は、クレープを食べた者全すべてが、〝混乱〟するはずだったのに、私たちの目の前で食べたノエル・アースキンとカタリナは特別で、〝混乱〟が効かない体質だった。それが今回の失敗の原因よ。例外があるなんて、フェアじゃないわ。これだから、〝呪法〟はつまらない」

　魔ま法ほうによって起きた事件に関しては、誰だれしも手て探さぐりだ。

　誰も彼女を責められない。

「かつて、人は、魔導具なしに魔法を使っていたとも言うし、人が体内に宿す魔力は、それが人の器うつわを通してどう作用するか、完全に解明されているとは言い難がたい。〝魔法〟も〝呪法〟も、気まぐれに変な事を引き起こす。今回はそれに踊おどらされてしまったわね」

　エスティカの解説が終わったのを見計らって、ノエルはポケットから、鷹たかの指輪を取り出した。

「では、調査の結果、クレープ屋のカタリナ・キャロットに関しては、故意が認められなかった事、それから、幸いな事に、混乱によって怪け我がをした者も報告されておらず、今後このような事が発生しない事も考こう慮りよして、王都防衛騎士団では不問として捕とらえない事とする。ただし、この城下町において、これ以降、カタリナが調理したものを販はん売ばいする事は禁じる。もし、それが守れなかった場合は、今度は罪に問う事にする」

　カタリナは見るからに落らく胆たんして、

「つまり、私はもうクレープを作って売ってはいけないという事ですね？」

　彼女の瞳ひとみを見つめて、ノエルは頷く。

「でも、クレープ屋を続けてはいけないとは言わない。あくまで禁止するのは、君が調理した物の販売で、雇やとった誰かにクレープを作らせて販売する事は自由だ。ただ──」

「分かっています。一度失ってしまった信用を取り戻もどすのは容易たやすい事ではないです。もう誰もクレープを買ってくれないでしょう」

　カタリナはノエルたちに頭を下げた。

「皆みなさん、ありがとうございました。クレープ屋は諦あきらめます。自分がしてしまった事を反省して、もう繰くり返さないように、生きていこうと思います。色々と、本当に、ありがとうございました」

　エスティカはカタリナを一いち瞥べつして、

「私はメープルシロップをかけたクレープと、ディンブラという紅茶の親和性が気になっているの」

　小さく首を横に振ふる。

「反省なんていらないわ。だって、食べられないもの。反省するくらいなら、いつでもクレープを食べられるようにして頂ちよう戴だい。気になることがあると、眠ねむれなくなるのよ」

　アリエスはカタリナの肩に手を置いて、

「私もそうですが、クレープを美味おいしい、もう一度食べたいと感じた人もいたはずです。そういう人たちの為ために、もう一度頑がん張ばってみてはいかがでしょうか」

「……はい！　私、頑張ります！」

　カタリナは決意を新たに、今度は元気よく答えた。

「はいはーい！　最後にもう一回、カタリナさんにクレープを作って欲しいですー」

　ステラが両手を合わせてねだる。

「賛成。研究の価値がある」

　リゼットも期待を込めた瞳でカタリナを見る。

「絶対ダメだ」

「絶対ダメです」

　ノエルとアリエスがきつく制止した。




　　　　※




　アニタ・ロランが買い出しを終えて、〝水の恩恵亭〟に戻ってくると、もうすでに誰もいなかった。

　ノエルからは〝クレープ〟というお菓子を、キッチンで作ると聞いていたが、もしかすると、事件調査に何か進展があって、出かけてしまったのかもしれない。

　アニタは、荷物をテーブルの上に置くと、カウンターに置かれた皿の上に、何かがある事に気づいた。

　クリームと果物だろうか、それを黄色い柔やわらかな生き地じで包んだ料理だ。

　どうやら、これがそのクレープらしい。

　漂ただよう甘い香かおりに、非常に乙おと女め心ごころをくすぐられる。

　おそらく、ノエルがキッチンを借りた礼として、アニタの為に用意してくれたのだろう。

　きっと、そうに違ちがいない。

　食べない方がむしろ失礼にあたる。

「いただきます」

　アニタはクレープを手に取ると、はむ、とかぶりついた。

　──美味しい。

　今までになかった感じ。

　生地の仄ほのかな甘さに、果物の酸すっぱさ、クリームの滑なめらかな口当たりが、混然と一体化している。これは売れる。特に若い女性には、たまらないだろう。

　このキッチンで作れるのなら、作り方を教えて欲しいものだ。

　食べるのに夢中になっていると、あっという間にクレープが無くなってしまった。

「どうも、こんにちは」

　ウサギ紳しん士しが手を挙げて、テーブル席についた。

　──ウサギ紳士がこちらを見つめている。

　クレープの材料は何だろうか。

　生地は小麦粉と卵を混ぜて、薄うすく焼いたものである気がする。

　──ウサギ紳士が、テーブル席に座って、こちらを見つめている。

　中のトッピングを工く夫ふうしてもいいかもしれない。

　クリームの代わりに、冷たいミルクアイスはどうだろうか。

　──ウサギ紳士は、アニタの作ったサラダをムシャムシャと食べている。

　新しん鮮せんなそのサラダは、ウサギ紳士の口に合うようで、彼は一心不乱に、モゴモゴと口を動かしていた。

　ウサギ紳士はシルクハットを被かぶって、蝶ちようネクタイだ。上着も黒いベストで決まっている。長い耳は、邪じや魔まにならぬようシルクハットの中だ。

　黙もく々もくと、ウサギ紳士はアニタの作ったサラダを食べている。

　ウサギ紳士は紳士だから、ナイフとフォークが使えるのだ。

　とても礼れい儀ぎ正しくて、行ぎよう儀ぎが良い。

　その様子を見ていると、アニタは胸が高鳴った。

　ドキドキが止まらない。

　──なんだろう、この感情は。

　ウサギ紳士のつやつやとした毛皮を撫なでたい。

　アニタのドキドキは止まらない。

　何て美味しそうなウサギなのだろう。

　もし、料理の食材として使う事ができたなら、お客さんたちは喜ぶに違いない。

　このサイズなら、一体、何人分の料理が出来るだろう。

　──でも、紳士なのよ。ウサギ紳士は紳士なの。駄だ目めよ、アニタ。

　ただのウサギならまだしも、ウサギ紳士は紳士である。

　愛らしいその瞳には、何の疑いもなく、アニタへの信用で満ち溢あふれている。

　でも、アニタのドキドキが止まらない。

　──美味しく料理してあげたい。

　ウサギ肉と白ワインのトマト煮には格別に美味しい。

　──駄目だってば。

　ウサギ紳士は、アニタの店に、客として来ている。

　普ふ段だん着なれないベストにシルクハットは、盛せい装そうだ。

　お客さんを調理することはできない。

　でも、ウサギ紳士は、しょせん、ウサギなのだから、でもでも──。




「どうしたんですか？　アニタさん」

　ノエルの声に、アニタはハッと我に返った。

「あら、お帰りなさい。ノエル」

　慌あわてて、手に持っていた物を、キッチンに立てかけて置いた。

「いや、それ、さっきも言いましたよ」

「そうだったかしら」

　ノエルがテーブル席について、アニタの作ったサラダを食べている。

　──あのサラダ、いつ作ったっけ。

　なんだか、記き憶おくが曖あい昧まいだ。

　そして、この足もとにある、薪割り用の手斧。

　──何の為に持って来たのだっけ？

「あのクレープ、作り方が知りたいわねぇ」

　アニタは頰ほおに手を当てて、物もの憂うげに吐と息いきを漏もらした。







　第三章　奇妙な連続落書き事件







　城下町の南西。メインストリートから外れたその辺りは、比ひ較かく的てき裕ゆう福ふくな町人たちが居を構える地域となっている。

　レンガ造りの道に、緑が溢れた町並みで、王城の西にある王都防衛騎き士し団だん本部にも近いという事から、治安も良い。美術館といった文化施し設せつも多く存在し、歩く人たちも落ち着いて見えて、どこかゆったりとした空気が流れている。

　平へい穏おんという言葉に相応ふさわしい、その南西地区で、最近、住民たちを悩なやませる少し困った事件が起きていた。

　町の至る所に、変な落書きがされているというのだ。

　それは一見、文字や模様のように見えたが、かなり複雑で、具体的に何を意味しているのかはよく分からない。それらは、人ひと気けのない場所にある事が多かったが、人間大ほどに広がり、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで描かけるものとは思えなかった。

　それなのに、朝晩を問わず、昼間でも、落書きはいつの間にか存在し、不思議にもそれを描く者の姿は目もく撃げきされていなかった。

　そんな奇き妙みような落書きを見た住民たちは、

　──大人による手の込んだいたずらだ。

　──いや、宗教的な意味を持つサインに違いない。

　──いやいや、怪あやしげな範はん囲い魔ま法ほうをかけようとしているのかも。

　そのような事を口々に言い合った。

　しかし、住民たちを不安にさせたのは、落書きそのものよりも、それが消せないという事にあった。

　ブラシでこすっても、洗せん剤ざいを用いてみても、絶対に消えないのである。

　かと思えば、半日後には、痕こん跡せきすら残さずに、落書きは消失していた。

　消そうとしても消えず、放ほうっておくと半日ほどで消える。

　とても不思議な落書きだった。

　誰だれが何の為にそんな落書きをしているのか。

　言い知れない気味の悪さに、住民たちの不安は日増しに募つのっていった。

　王都防衛騎士団には、そんな落書きの苦情が、毎日のように寄せられていたが、実害があまり無い事もあって、本ほん腰ごしを入れて調査しようとする騎士はおらず、苦情を受け付けて、そのままにするばかりだった。

　だが、ある日、そんな苦情の山を見つけた騎士がいた。

　事務官を呼んで、関連する事件報告書全すべてに目を通すと、すぐにも騎士団長に掛かけあって、自分が事件の調査を担当すると申し出たのである。




　その騎士の名は、ノエル・アースキンと言った。




　　　　１




「今朝、開店前に見た時は、こんなものなかったんですよ」

　店の脇わき、通用口の前。パン屋の主人が困った顔をしている。

　辺りにはパンの焼ける良い香りが立ち込めていた。

「では、いつ見つけたんですか？」

　ノエルは壁かべに描えがかれた件くだんの落書きをじっと見つめながら聞いた。

「昼前でした。でも、確かく認にんしてから一時間も経たってなかったはずです。こんなに凝こった落書きが、それほど短い時間で描けるものなんですかね」

　いかにも美味おいしそうなパンを焼きそうな、ふっくらとした顔の主人は首を捻ひねる。

　落書きがあるのは、パン屋の建物ではなく、隣となりにある建物の壁だ。

　それは、中心の部分だけ空白の円があり、その周りを複雑な模様が取り囲んでいる。

　その模様は、蔦つたが複雑に絡からまったようにも、或あるいは、奇妙な文字の羅ら列れつが幾いく重えにも折り重なっているようにも見えた。

　位置としては、落書きの中心がノエルの胸辺り。

　全体を見れば、縦向きにした黒目のない大きな瞳ひとみのようだ。

　模様は判で押したように精せい緻ちで、芸術家が描いたみたいに少しの乱れもない。

　落書きではあるが、これを描くには根気と、かなりの技術が必要に思えた。

　従騎士のアリエスがメモを取りながら、

「レリーフや紋もん章しようのようにも見えますね。もしかすると、魔ま法ほう陣じんであるという可能性もあります」

　ノエルは落書きに触ふれてみる。

「魔法陣か。何か召しよう喚かんされたりするのかな」

　黒いインクで描かれているように思えたが、すでに乾かわいていた。

　そんなノエルにアリエスは眉まゆを顰ひそめる。

「迂う闊かつですよ。そんな得体のしれないものに、簡単に触れて」

「いや、魔法陣なら、エスティカの魔ま封ふう紋もんが解けたみたいに、何かアクションが起きないかなって」

「とんでもないモノが封ふう印いんされていて、それが解けたらどうするつもりです？」

「何が封印されていると言うんだ？　こんな場所に」

「こういう所にこそ、世界を滅ほろぼす魔王、みたいなのが」

　想像してみたが、断末魔の叫さけびを上げながら、民家の壁に封印される魔王は、実に憐あわれだった。

「その時は、一いつ緒しよに戦おう」

「お一人でどうぞ」

　ノエルはパン屋の主人に向かって、

「ブラシか何か、この落書きを消せそうなものを貸してもらえませんか？」

　主人は快く承しよう諾だくすると、通用口から店に戻もどり、すぐに洗剤を小こ脇わきに抱かかえ、水を入れた容器とデッキブラシを持って現れた。

　ノエルはブラシを受け取って、落書きを擦こすってみる。

「……消えないな」

　洗剤をつけて、ゴシゴシと擦ってみても、駄目だった。

「インクではないのでしょうか？」

　アリエスは首を傾かしげている。

　消えない落書きという噂うわさは、本当らしい。

　しかし、半日もすれば勝手に消えるのだという。

　ただの落書きであるとは思えなかった。

　きっと、魔法に関係する何かだろう。

　ノエルは落書きのある壁をコンコンと指の背で叩たたいて、

「この隣の建物は誰も住んでいないんですか？」

「はい。隣には、大きな本屋があったんですが、数年前に移転して、今は空き家です」

　誰かが住んでいれば、本当に迷めい惑わくなのは、そちらの住人だっただろう。

　パン屋の主人がちらちらと通りを窺うかがいながら、

「ここから少し先の場所でも、落書きが見つかったという話は聞いていますか？」

　そう切り出してきた。

　初耳である。

　今日に限って言えば、今の所、落書きの報告があったのは、このパン屋だけだ。

「向こうにある家の外がい壁へきに、同じような落書きがあるそうなんです。お客さんにこの落書きの事を話したら、同じものを見たと教えてくれました」

　ノエルとアリエスは顔を見合わせる。

「それでは、そちらに向かってみます。ご協力、ありがとうございました」

　礼を言って、借りたブラシを返す。

「あの、この落書きは、このままでいいんでしょうか？」

　パン屋の主人は不安そうにしている。

「半日ほどで消えるそうです。もし、消えなかったら、また騎士団まで連れん絡らくをお願いします。まぁ、ブラシでこすってもダメなんで、結局は、消えるのを待つしかなさそうですが」

　パン屋の主人に別の落書きがある場所への道順を教えてもらってから、通りに出る。

　アリエスはペンを腰こしのベルトに差し込むと、

「見に行くんですか？」

「当然だろう。同じ落書きなのかどうか、気になるしな」

「確かに、そうですね。しかし、犯人はどうやって、あんなに上手に落書きしているんでしょうか。少しくらいは、ズレたり、乱れたりしそうなものですが。まるで、判で押したように、綺き麗れいなシンメトリーでした」

　アリエスの言う通り、落書きは少しの乱れや狂くるいもなく、完成された模様に見えた。

　芸術家が時間をかけて描いたものだと言われても頷うなずける。

「なぁ、一いつ瞬しゆんで、落書きをする魔法ってないよな？」

「一瞬で出来るかわかりませんが、色を塗ぬる魔法なら、あるんじゃないですか？」

「それなら、魔法を使って、落書きをしている可能性もある、か」

　アリエスは少し考えて、

「まぁ、普ふ通つうに色を塗る魔法では、駄だ目めでしょうね。あれだけの凝ったデザインを描くなら、それ専用の魔法でしょう」

「落書き専用魔法？　そんな嫌いやがらせの魔法を作る魔術師ウイザードなんて──」

　ノエルの脳のう裏りに、喉のどを鳴らして笑う黒衣の少女の姿が思い浮うかんだ。

　──ありえなくは、ない。

　そんな事を話していると、すぐに次の落書きの現場に到とう着ちやくした。

　目の前にあるのは、豪ごう邸ていと言っても遜そん色しよくない立派な住宅である。

　しかし、門は開け放たれており、庭も草木の手入れがされていなかった。

「誰も住んでいないようだな」

　勝手に中に入って扉とびらをノックしてみるが、人気は感じられない。

　落書きは通りに面した玄げん関かん扉とびらにあった。

　でこぼこした部分を気にする事なく、玄関扉の上に描かかれている。

「さっきのと全く同じ模様に見えるが」

「そうですね。こんな感じでしょうか」

　先ほどアリエスがメモを取っていた紙を差し出してきた。

　どうやら、落書きを書き写していたようだ。

「さすがだな。助かるよ」

「絵には自信があります」

　アリエスは得意気である。

「なんだこれ」

「何って、さっきの落書きですが？」

　そこに描かれていたのは、子供が自由に思うまま書きなぐったような絵だった。

　先ほどの落書きとは全く違ちがって見える。

　ノエルはそのメモと、玄関扉の落書きを見比べて、

「全然違う。それに、このアリエスが描いた絵、なんだか、気持ち悪いぞ。今にも絵に吸い込まれそうな、変な気分になる。悪あく魔まが出てくる禍まが々まがしい門みたいだ」

　アリエスが描いた絵は、見る者を不安にさせる妙みような魅み力りよくがあった。

「じゃあ、これ、悪魔が出てくる禍々しい門の落書きなんじゃないですか？」

「違うだろ。なんでそんなの描いたんだ。模写でいいのに」

「はて、どうして、こうなったんでしょう？」

　アリエスは不思議そうに、紙と落書きを見比べる。

「絵の才能があるのかないのか、よくわからないな」

「才能ですか？　私は子供の頃ころに、絵画を習っていて、先生から『君の描いた絵は、苦く悶もんと愛あい憎ぞうと悲ひ哀あいが見事に表現できている』と褒ほめてもらった事があります」

「子供が描く題材じゃないだろうに」

「子供が描く題材ですよ」

「苦悶と愛憎と悲哀が？」

「いえ、題材として描いたのは、先生の顔です」

　──その時の先生は、一体どれだけ悲ひ惨さんな苦境に立たされていたんだろうか。

　ノエルはまた、落書きに手を触れてみた。

　こちらも先ほどと同様で、インクは乾いており、何の反応もない。

「しかし、こんな所で落書きをしていたら、通りを歩く人の目につきそうなものだが」

　振ふり返ってみる。

　道に面した塀へいは低く、格こう子し柵さくになっており、通りからは丸見えだった。

　アリエスは辺りを見み渡わたして、

「こっちの落書きは、まだ人の少ない早朝に描えがかれたのかもしれませんね」

　ノエルは玄げん関かんの扉に手をかける。

　施せ錠じようされておらず、扉は簡単に開いた。家の中を見ると、家具などは一いつ切さいなく、誰だれも住んでいない事がわかった。

「ここも空き家だ」

「先ほどの落書きがあった壁かべも、空き家だと言っていましたね」

「ああ、全部が空き家だ」

「どういうことです？」

　ノエルは丸めてベルトに差し込んでいた、この辺りの地図を取り出して、地面に広げた。

「アリエス、ペンを貸してくれ」

　地図には、日付とバツ印が数多く書かれている。

　すべて、ノエルが書き込んだものだ。

「落書きは一週間ほど前から発生している。分かっているだけでも、二十五か所だ。一日に、三つか四つ、落書きをしているという事だな」

　ノエルはアリエスからペンを受け取ると、今いる場所と、先ほどのパン屋の場所に、日付とバツ印を書き加えた。

「これ、全部、ノエル騎き士しが調べたんですか？」

「そうだよ。何か共通点があるはずだと思って。そしたら、このバツ印を書き込んだ所、全すべてが空き家だった」

　それにはアリエスも驚おどろいたようで、

「落書きがされた場所、全部が空き家なんですか？」

「そう。この落書きは、全て、空き家の壁に描かれている。寂さびれた教会、誰も使っていない倉庫、移転した本屋に、人のいない豪邸、とにかく、比ひ較かく的てき大きな建物の壁に落書きがされている」

　そして、ノエルは同じ日に描かれた落書きを、まとめて丸で囲んでいく。

「落書きはその日ごとに密集しているんだ。場所を決めて、その付近で集中的に落書きをしている。それから──」

　最初に発見された落書きのエリア、そして、次の日という風に順に、線でつないでいく。

「落書きは南西地区の最さい西せい端たんから始まって、外側をぐるっと回って、中心に向かっている」

　すると、地図上に右巻きの渦うず巻まきが出来上がった。

「渦巻き状に落書きを描き残していく事に、どんな意味があるかわからないが、落書きされずに残っているのは、もうこの渦巻きの中心部だけだ」

「でたらめに落書きをしているのではない、ということですね」

「そういう風に見る事も出来る」

　アリエスは地図上の渦巻きを指でなぞる。

「この渦巻きは、南西地区全体に刻まれた、大きな魔ま法ほう陣じんのようにも見えます。広域魔法か、それとも、本当にとんでもないものを召しよう喚かんしようとしているのかもしれません。冗じよう談だんではなく、もし、住宅地に封ふう印いんされた魔王が召喚されたら──」

「一いつ緒しよに戦おう」

「私は逃にげます」

　地図上の渦巻きの中心部をノエルは指して、

「まぁ、とにかく、最後に残ったこの円。ここにある空き家を探せば──」

「先回りが出来るかもしれませんね」

「すでに落書きがされてしまった後かもしれないがな」

「ですが、闇やみ雲くもに探すよりは、よっぽどいいですよ。すぐ行きましょう」

　しかし、ノエルは小さく溜ため息を吐ついた。

「でも、そう簡単には行かない」

「どういうことです？」

「この円の中にはもう、空き家がないんだ」

　アリエスは深く溜め息を吐いた。

「だったら駄目じゃないですか」

「それは分からない。空き家はないが──」

　ノエルは地図にある空白を指さした。

「ここに、空き地ならある」
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　広い敷しき地ちには、背の高い樹木が鬱うつ蒼そうと生おい茂しげっている。

　南西地区は緑が多いが、ここは一ひと際きわ、緑が多くて目立っていた。

　小鳥のさえずりさえ聞こえてきて、町の中にある小さな森のようだ。

　その木立の中に、レンガ造りの大きな塀があった。

　かなりの高さがあって、梯子はしごがなければ上まで手が届かないだろう。

　しかし、そこには塀があるばかりで、塀に囲われた中に建物はなく、雑草が荒あれ放ほう題だいになっている。

　付近にいた老人に話を聞いた所、ここは、王立の図書館建設予定地だったという。

　だったと言うのは、塀だけ作って、そこから、一切、何の進展もなく、何十年も放置されているからだそうだ。

　それでも、国の管かん轄かつ地域である事に変わりなく、立ち入り禁止の札がある。

　ノエルとアリエスは今、その塀を前に立っていた。

　アリエスは興味深く眼めを細めて、

「ありますね。落書き」

　その視線の先には、先ほどのものと同様の落書きがあった。

「先回りは出来なかったらしいな。でも、他ほかに空き家がないんだから、ここが最後であることは間ま違ちがいないだろう。ということは、犯人は目的を達したんだろうか。少なくとも、魔王が現れたり、異変が起きたりはしていないようだが」

　ノエルはその落書きに触ふれた。

　やはり、黒いインクは乾かわいていて──。

　その時だった。

　ブゥン、と音を立てて落書きが振しん動どうした。

　慌あわてて、ノエルは手をひっこめる。

「お、おい、アリエス、気を付けろ！」

「いわんこっちゃないですよ！　まるで子供みたいに、気になったら、なんでも手を触れて！　とんでもないことが起きたらどう責任をとるんですか！」

　ノエルもアリエスも飛び退すさって、腰こしの剣けんに手をやり、身構える。

　しかし、落書きはそれ以上、何の変化も起きなかった。

「どうやら、大だい丈じよう夫ぶなようだな」

　ノエルは安あん堵どの吐と息いきを漏もらす。

「大丈夫なようだな、じゃないですよ。触れることで魔ま法ほうの発動条件を満たしたかもしれません。身体からだに異常はないですか？」

　確かめてみるが、おかしなところはない。

「問題ない。どこも悪い所はない」

「頭以外は」

「おい」

　アリエスは素知らぬ顔で、

「しかし、これは一体何なのでしょう。触れて反応するということは、やはり、ただの落書きではなく、魔法に関係する何かだと思われますが」

　ノエルは顎あごに手をやると、

「じゃあ、アリエス。触さわってみてくれ」

　アリエスは一度天を仰あおいでから、

「どうしてそうなるんですか。今、触れておかしなことになりそうだったじゃないですか。それなのに、どうして、私に触らせようとするんですか!?」

「俺が触っても、アリエスが触っても、同じようになるかが知りたい」

「……はぁ」

「大丈夫、俺がついてる」

「それがむしろ、私にとっては迷めい惑わくだということに早く気付いてください」

　抵てい抗こうは無む駄だだと考えたのか、アリエスは観念して、恐おそる恐る落書きに手を伸のばした。

　そして、落書きに触れた瞬しゆん間かん、

「あ」

　アリエスの指先が壁の中にするりと入った。

「壁がありません。向こう側がありますね」

　そのまま、肘ひじの辺りまで突つっ込んで、それから引き抜ぬいた。

　手を広げたり、閉じたりして具合を確かめている。

「腕うでも大丈夫です。壁の中に入っても問題なさそうですが、向こうに何があるのかわからないので、ひとまずは──」

「行こう」

「そう言うだろうなと思っていました」

　ノエルは落書きにもう一度触れてみる。

　アリエスの言う通り、そこに壁はなかった。

　目には壁として映っているが、何も存在していないみたいだった。

　先ほど触れた瞬間に、落書きが振動したのは、魔法が発動した証あかしだったのだろう。

「油断するなよ」

「しませんよ」

　ノエルは手を伸ばしたまま、壁の中に一歩踏ふみ出した。




　　　　※




　壁かべを通り抜けた先にあったのは、立派な白しろ塗ぬりの建物だった。

　まるで、宮きゆう殿でんや教会のようでもあり、美しい貝かい殻がら模様の装そう飾しよくが施ほどこされた建物は、石いし畳だたみが続く正面に荘そう厳ごんな気配でもって、鎮ちん座ざしていた。

　一目で古くて立派な建造物だと分かる。

　ノエルに続いて壁を通り抜けてきたアリエスは辺りを見回す。

「不思議な場所ですね。どうやら、先ほどの塀へいの中のようですが」

　塀の壁を通り抜けてきたのだから、それは当然かもしれない。

　だが、壁を通り抜ける前は、目の前にある建物など、間違いなく塀の中には存在していなかった。

「とりあえず、あの建物まで行こう。落書きをした犯人がいるかもしれない」

　ノエルはこのまま進む事にした。

　石畳の道はきちんと舗ほ装そうされ、幅はばは馬車が通れるくらい広い。

　建物の正面には小さな噴ふん水すいがあり、その両りよう脇わきに、台座に載のった二体の石像がある。

　石像は背中に大きな翼つばさを持つ悪あく魔まのような姿をしていた。

　身体に比べて、不ふ釣つり合いに大きな両手をしている。

「誰だれかここにいるんでしょうか？」

　アリエスは腰の剣に手を添そえたまま、警けい戒かいを怠おこたらない。

　ノエルはそんなアリエスに、

「もしかすると、この建物が〝王立図書館〟なのかもしれない。塀だけ作ったんじゃなくて、建物もちゃんと造られていた。だが、魔法で隠かくされていた」

「なるほど。しかし、どうして、図書館を隠すんでしょうか？」

「さあ？　ただの図書館でないことは確かだな」

　──資格ナキ者ハ立チ去レ。

　ノエルはアリエスを制して、足を止める。

「今、何か聞こえなかったか？」

「聞こえました。なんでしょうか」

　二人は油断なく背中合わせになって、辺りを窺うかがう。

「資格ナキ者ハ立チ去レ」

　その声は、両脇にある二体の石像から聞こえた。

　石で出来ていると思われた石像が、ぐにゃりと柔やわらかく動く。

　そして、まるで生きているように台座から降りた。

「アリエス、来るぞ！」

　ノエルとアリエスは剣を抜く。

　悪魔のような石像は大きく、ノエルの身長の二倍近くはある。

「怪け我がヲスル前ニ立チ去レ」

　左右、二体の石像は動きを止めて、じっとこちらの様子を窺っているようだ。

　アリエスは騎き士し剣けんを構えると、

「忠告してくれるなんて、紳しん士しな石像じゃないですか。このまま帰りましょう」

「左の一体は任せる」

　ノエルは右の石像に向かって駆かけた。

「そう言うだろうなと思っていました」

　石で出来ているようだが、動きが滑なめらかなので、意外と柔らかいかもしれない。

　そう思って、石像の胴どう体たいめがけて、小剣シヨートソードを振ふるうが、

　──ギィン！

　硬かたい音と共に弾はじかれ、手が痺しびれた。

　──めちゃくちゃ硬い。

　そんなノエルに向かって、石像が手を振るう。

　その手はノエルの全身を覆おおい隠せるほど巨きよ大だいだ。

　ノエルは素す早ばやく飛び退って、それを避よけた。

　ブゥン、と風切り音が聞こえる。

　まるで、こちらを摑つかもうとしているようだった。

　ノエルはすかさず小剣で石像の腕を斬きりつけるが、これも弾かれてしまう。

　身体で一番細い部分なら、と思ったが、効果は薄うすいようだ。

　──剣で斬る事は不可能か。

　斬ざん撃げきが通らなければ、他に打つ手を考えるしかない。ロープでもあれば、がんじがらめに出来るかもしれないが、そんなに都合よく持ってきていない。

「〝震電スタン・エツジ〟！」

　一方、電気を纏まとうアリエスの騎士剣も、やはり、石像相手には効果がないようで、ノエルと同じように、剣けん閃せんが弾かれてしまっている。

　──魔法で動く石像、なのだろうか。

　ノエルは再び、石像に向かっていく。

　こちらを捕つかまえようと、振り下ろされる巨大な手。

　それを跳ちよう躍やくして躱かわすと、その勢いで、石像の腕に小剣の柄つか頭がしらを叩たたき込んだ。

　──ガッ！

　当然のように、石を殴なぐりつけたような手ごたえがある。

　しかし、少しは、ダメージが通ったような気がした。

　何度も叩き込み続ければ、いつかは腕を折る事が出来るかもしれない。

　──もっとも適した武器は、ノミとハンマーだろうが。

　そう考えた瞬間、石像が大きく羽を広げた。

　石像は空へと高く飛び上がる。

　そして、羽をはばたかせ、滞たい空くうした。

「……飛べるのか」

　ノエルは為なす術すべなく、それを見上げる。

　石像はこちらからふいっと顔を逸そらすと、アリエスに向かって急降下した。

「アリエス！　後ろだ！　避けろ！」

　しかし、彼女は一体の石像を相手にするので手て一いつ杯ぱいなようで、ちらりと振り返りはしたが、咄とつ嗟さの事で回かい避ひ行動がとれない。

「きゃあ！」

　そのまま、アリエスはノエルが相手にしていた石像にがっしりと摑まれてしまった。

　ノエルは駆けだして、アリエスを摑んだ石像のはばたく翼に、渾こん身しんの力を込めて小剣を振り下ろすが、

　──ギィン！

　やはり、弾かれてしまった。

「くっ！」

　ノエルの持つ、凄すさまじい切れ味を誇ほこる騎士剣〝応答者アンサラー〟ならば、断たてたかもしれない。

　だが、〝応答者〟は、普ふ段だんは使い所がなく、常には携けい帯たいしていなかった。

　無い物を悔くやんでも、今は仕方がない。

　二体の石像は揃そろって空へと飛ひ翔しようする。

　一体は勿もち論ろん、アリエスを摑んだままだ。

　もしも、そのまま地面に投げつけられたら、死んでもおかしくない高さだった。

　──しかし、どうする!?

　何とかしたいが、相手は空中で手が出せない。

　焦あせりばかりが募つのるが、打開策は全く思い浮うかばなかった。

　その時、

「こらー！　何をやっていますかー！　降りなさーい！」

　女性の声がした。

「ほらほら、危ないでしょうー？　早く、その人を放すのですよー！　〝警備セキユリテイ解除・リリース〟ですー」

　手を振りあげた女性は、白い獣けもの耳みみをピコピコと動かしている。

　石像はその言葉に従って地面に降りた。

　そして、巨大な手を開き、アリエスを解放する。

「……さすがに、今のは死ぬかと思いました」

　アリエスは胸に手を当てて呼吸を整えている。

　愛用の箒ほうきを片手にメイド服姿でノエルの前に現れたのは、

「おやおや、ノエル騎き士しじゃないですか？　こんな所に何用でー？」

〝誓約のアンリミテツド魔術師・ウイザーズ〟ステラ・キャットだった。

「ステラ？　なぜ、こんな所に？」

「庭のお掃そう除じをしていたのですよ。掃はき掃除をするのに、良い天気でしたのでー」

「庭？」

「はいなー。ようこそー！　〝王立魔法図書館〟へ！　歓かん迎げいしますよー！」

　ステラは建物の方へと手を差し出して、ニコッと微笑ほほえんだ。
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　白塗りの建物の中は、巨大な図書館だった。

　ノエルが一歩踏み込むと、古い本の匂においがする。

　建物の内側、壁一面が書しよ架かになっており、本でびっしりと埋うめ尽つくされていた。

　白はく亜あの広いホールに響ひびく美しいヴァイオリンの音色。

　そのホールを駆け回る無数のぬいぐるみたちの姿がある。

　ぬいぐるみは自分の丈たけよりも高く本を積み重ねて、どこかへ運んでいるようだ。

　ホールには、読書が出来るように、幾いくつものテーブルと肘ひじ掛かけ椅い子すが置かれていた。

　その一つに腰こしかけた、ヴァイオリンの演奏者が、

「迷い込んだ騎士か。珍ちん客きやくだね」

　こちらを一いち瞥べつして、立ちあがる。

「作業止やめ」

　演奏者が弾く手を止めると、ぬいぐるみたちは、その場に本を置き、ピョコピョコと飛んだり跳はねたりして、ホールの隅すみにあるベッドの上へと一いつ斉せいに集合した。

　そして、その場で脱だつ力りよくして、動かなくなった。

「リゼットもいるのか」

「ここはボクたちの家だからね」

〝誓約の魔術師〟リゼット・オセロは、さも当然といった風に答えた。

「ここに住んでいるのか？」

「どこに住んでいると思ってた？」

　そう言えば、エスティカたちの住所は知らないままだった。

　いつもふらっと現れては、ふらっとどこかへ去っていく。

　彼女たちはこちらが呼ばなくても、向こうから現れるのだ。

　こちらから呼びに行った事はない。

　アリエスは額に手を当て、難しい顔で、

「魔法で隠された王立の魔法図書館。確かに、〝誓約の魔術師〟の拠きよ点てんとして、いかにも、相応ふさわしい感じがします。もしや、落書きも貴方あなたたちの仕し業わざじゃないでしょうね？」

「落書き？　たまに描かくよ。可愛かわいいやつ。どんなの？」

　リゼットは上うわ目め遣づかいにアリエスを見上げる。

「こんな落書きです。この南西地区の至る所に、描かれています」

　アリエスは自分が模写した落書きを見せた。

　紙を覗のぞき込むリゼットとステラ。

　リゼットは慌あわてて目を両手で塞ふさいで、

「これ、見たら魂たましいを奪うばわれるやつ！」

　ステラは顔を輝かがやかせて、両手を合わせる。

「これ、知ってますよー。上手に描けていますねー」

　アリエスは破顔して、

「でしょう？　それで、これは何なんです？」

「ずばり、排はい水すい口こうの頑がん固こな汚よごれです！」

「違ちがいます。どう見たら、そうなるんですか」

　納なつ得とくいかない様子で、自分の描いた絵を見て首を捻ひねった。

　見み間ま違ちがえて当然だとノエルは思う。

「二人がここにいるということは、エスティカもここにいるのか？」

「勿もち論ろんいますよー？　ご案内しましょー。こちらですー」

　あの落書きが魔ま法ほう陣じんだったのだとしたら、彼女に聞くのが手っ取り早い。

　ステラは片手を挙げて誘ゆう導どうを始めた。
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　一いつ旦たん、王立魔法図書館から外に出て、その背後にまわる。

　そこには丸屋根の、これも年季が入っていそうな石造りの建物があった。

　ステラが扉とびらを開けると、

「エスティ、お客さんですー」

　備え付けのベルがカランカランと鳴る。

　中は二階建てになっていて、思っていたよりも広い。

　仄ほのかにハーブのような爽さわやかな香かおりがした。

　入った所がリビングになっていて、新緑色をした三人掛けのソファが置かれ、大きな窓からは、柔やわらかな陽ひ射ざしが差し込んでいる。

　部屋の奥、そこにあった肘掛け椅子がクルリと回転してこちらを向いた。

「あら、不思議ね。どうやってここに辿たどり着けたのかしら」

　そこに腰かけていたエスティカ・ルルイエが、古びた本を片手に、驚おどろいた顔でこちらを見た。彼女の前の机には、大量の本が積み重なり、その周囲もまた、びっしりと重じゆう厚こうな本が詰つまった本ほん棚だなに囲まれている。

「どうぞ、お掛かけになってくださいー」

　ステラがノエルとアリエスに向かって、三人掛けのソファに座るように促うながす。

　ノエルは促されるままソファに腰かけるが、アリエスはそれをやんわりと断って、ノエルの傍そばに立った。

　リゼットは部屋の隅にある大きくて丸いクッションの上に、膝ひざを抱かかえて座る。

　おそらく、それが彼女の定位置なのだろう。

　手持ち無ぶ沙さ汰たなようで、近くに置いてあった縦笛を取って「ぽぴー」と吹ふいた。

　すると、アリエスの帽ぼう子しの中から「アヘァ」と黄色いヒヨコが顔を覗のぞかせた。

　リゼットが目を丸くして、

「なにそれ、びっくりした。めちゃ可愛いな」

　アリエスは帽子を脱ぬぎ、ヒヨコを手に取って、テーブルの上に置く。

「これは〝飛び出すヒヨコちゃん〟です。笛の音に合わせて、帽子から顔を出すという魔導具です」

　冷静な対応に見えたが、耳まで真っ赤になっている。

　リゼットは大いに気に入った様子で、何度も笛を吹き、その度たびに、帽子からヒヨコが「アヘァ」と顔を出した。

「それ、ずっと帽子の中に入れているのか？」

　ノエルが思わず聞くと、

「近所の子供に評判なので」

　それ以上聞くな、という風にアリエスは鋭するどい視線でこちらを見返した。

　エスティカは本を閉じて立ちあがると、

「ステラ。紅茶が飲みたいわ。そうね、カンヤムでお願い」

「はいなー」

　ステラはリビングの脇わきにある小さなキッチンで湯を沸わかし始めた。

　機き嫌げん良さそうに頭を小さく左右に振ふっていて、頭頂部の獣耳が揺ゆれている。

「貴方たちが今知りたいと思っていることに、答えてあげましょう」

　エスティカはノエルの向かい側にある一人掛けのソファに腰かける。

　何も言わなくても、こちらの事などお見通しなようである。

　そして、彼女は目を閉じると、
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「高品質で高級。とても生産量が少なくて、めったに手に入らないわ。芳ほう醇じゆんな香りに、スッキリとした味わいは──」

「カンヤム」

　アリエスがその言葉を遮さえぎった。

「ええ、そうよ。カンヤム」

　エスティカは目を開けて、小さく頷うなずいた。

「違います。私たちが知りたいのは、入れてもらっている紅茶の茶葉の種類ではなく、この落書きについてです」

　アリエスは懐ふところから紙を取り出す。

〝飛び出すヒヨコちゃん〟に夢中になっていたリゼットが、笛を吹くのを止やめて、

「エスティ、気を付けて。魂を奪われる」

「奪いません。よく見てください」

　アリエスはエスティカの目の前に紙を突つきつけた。

　執しつ拗ように自分が描えがいた落書きを見せようとするのは、それがあの落書きと一いつ致ちしている事を誰だれかに認めてもらいたいからなのだろうか。

　──絶対に伝わらないと思うが。

「なるほど、これね。知っているわ」

　エスティカには、伝わったらしい。

　アリエスはどうだと言わんばかりに、こちらを見る。

　──そんな顔をされても困る。

　エスティカはアリエスの持っている紙を手に取ると、

「ある有名な芸術家がいた。彼はとても美しい風景画を描く人だったのだけれど、とても貧しかったの。それでも、作品に没ぼつ頭とうするあまりに、段々とおかしくなっていった。黒や赤の絵の具を多用するようになって、最終的にはこの世に存在しない地じ獄ごくの絵ばかりを描くようになっていったわ。この落書きは、完全に常じよう軌きを逸いつしてしまった彼が亡なくなる直前に描いたものよ」

「違います」

　アリエスは素す早ばやく、エスティカから紙を奪い取った。

　ノエルはコホンと咳せき払ばらいをすると、

「俺たちは町の至る所に描かれた落書きの犯人を追って、ここに辿り着いたんだ」

　南西地区に残された落書きが最さい西せい端たんから始まり、ぐるりと渦うず巻まき状にここまで連なっていた事を説明する。

「その落書きというのが、ここへやってくる時に通った、壁かべに描かれた模様と同じだった」

　エスティカが「へえ」と興味深そうに瞳ひとみを細めると、

「ノエル・アースキン。貴方、壁の模様に触ふれたでしょう？」

　意地悪そうに微笑ほほえむ。

「ああ、触れた。そしたら、落書きが振しん動どうして、壁が通り抜ぬけられるようになった。つまり、この落書きは〝秘密の通路を壁に見せかける魔ま法ほう〟の魔法陣だったって事だよな？　俺の〝解呪アンチマジツク〟の作用で、俺たちは壁を通り抜ける事が出来たんだろう？」

　そこへステラがやってきて、

「カンヤムー！　どうぞー」

　挨あい拶さつをするみたいに片手を挙げてから、テーブルの上に紅茶を置いた。

　エスティカはその紅茶を一口啜すすると、

「分かりやすく言えば、この〝王立魔法図書館への通路を隠かくしている魔法〟かしら。その魔法が解けてしまったのは、貴方の〝解呪〟のせいだという認にん識しきで合っているわ。ここは、魔術師専用の図書館なの。魔術師協会が認めた証あかしであるペンダントを持っていなければ、ここに入る事は出来ない」

　リゼットは持っていた縦笛を傍かたわらに置いて、

「ここで皆みな、働いてる。本を整理しているのがボク。受付と掃そう除じがステラ。エスティは魔ま術じゆつ書しよを研究したり、作ったり。めったに人なんてこないけどね」

　ホールで忙せわしなく働いていたぬいぐるみたちは、リゼットに操あやつられて本の整理をしていたようだ。いつも暇ひまを持て余しているように見えていたが、彼女たちも、普ふ段だんは真ま面じ目めに働いているらしい。

　ノエルはエスティカに視線を戻もどして、

「もしかして、今回の事件は、魔術師がこの王立魔法図書館に来る為ために、町のあちこちで落書きをしていたということでいいのか？　ここの場所が分からなくて、手当たり次し第だいに、魔法で通路を作ろうとしたとか」

　アリエスがその言葉を引き継つぐ。

「ここの塀へいの中は何もない空き地に見えました。落書きがあったのは、空き家の壁です。場所が空いているという条件は同じですね。南西地区の最西端から渦巻き状に落書きが描かかれていたのは、虱しらみ潰つぶしに試ためしてみる為だった、とも考えられます」

　しかし、エスティカは首を横に振る。

「王立魔法図書館を探すのに、空き家はおかしいんじゃない？　空き家だと狭せますぎるもの。それに、魔術師協会の認定を受けた真っ当な魔術師なら、ここの場所が分からないなんて事はないわ。協会に聞けば教えてくれるから」

　彼女は紅茶のカップをソーサーの上に置く。

「きっと探していたのは家ね。〝誓約の魔術師〟の拠きよ点てんよ」

「この魔法図書館に来ることが目的ではなかった、ということか？」

　ノエルは思わず聞き返した。

「ええ。おそらく、その落書きをした犯人は、落書きが〝誓約の魔術師〟の住すみ処かに繫つながることは知っていたけれど、そこが王立魔法図書館であることは知らなかった。だから、空き家の壁ばかりを選んだのじゃないかしら」

「何の為に、君たちの家を探すんだ？」

「会いたかったんじゃないかしら。私たちに会いたいという人は、たまに現れるわ。迷めい惑わくだから、会うつもりはないけれど」

　アリエスは納なつ得とくがいったように頷いて、

「私もエスティカ嬢じようの作った最高級の魔導具、ルルイエ・クラフトを譲ゆずってもらおうと探したことがあります。結局、居所を見つけられませんでしたが、新たな魔導具の作製を依い頼らいするとか、そういう目的で探す人もいるでしょうね」

　すぐに忘れそうになるが、エスティカは多くの魔導具を作った超ちよう一いち流りゆうの魔術師である。

　このような場所に隠れ住んでいるのも、そういった事が、理由の一つかもしれない。

　エスティカは頰ほおに指を這はわせると、

「あと、一つ、勘かん違ちがいをしているわね。貴方あなたたちが〝落書き〟と称しようしている魔ま法ほう陣じんは、ここへの通路を作る魔法じゃないわ。さっきも言ったけれど、ここへの通路を隠す魔法よ」

　どうやら〝落書き〟がここへの通路になる、という認識が間ま違ちがっているらしい。

「犯人も貴方たちと同じ勘違いをしているみたい。わざわざ、一いつ瞬しゆんで魔法陣が描ける魔導具まで作って、片っ端ぱしから空き家の壁に、落書きをして回っている。でも、その落書きは、言わば〝扉にロ鍵を掛ツけるク〟の魔法陣だから、それを壁に描いた所で、通路が出来たりはしないわ」

　クククと喉のどを鳴らして笑った。

　ステラもクスクスと笑って、

「外の壁にある魔法陣は、ここへの入り口の目印なんですよー」

「ちょっと待ってくれ。あの壁に描かれていた魔法陣は、今日、犯人に描かれたものじゃないのか？」

「はいな。あれは、ずっと、あそこにありますよー」

「じゃあ、犯人はまだここにきてないかもしれない……？」

　自分たちが先回りしたという事になるのだろうか。

　ノエルは不安を覚えて、

「あの〝扉に鍵を掛ける〟魔法は解除されたままでいいのか？」

　ここに入る為にペンダントが必要な事を、犯人は知らない可能性が高い。

　それが分かっていれば、落書きをして回らなくてもいいからだ。

　犯人は、ペンダントを持っていない上に、その存在すら知らないのかもしれない。

　だが──。

「俺が触れたことで、〝扉に鍵を掛ける〟の魔法は解除されてしまった。言ってみれば、扉の鍵を壊こわしたみたいなものだ。全すべての空き家を探し終えた犯人は、俺たちと同じようにこの空き地に辿たどり着くかもしれない。それなのに今なら、ペンダント無しで、鍵の壊れた扉を通り抜けて、王立魔法図書館に入ってこられる」

　あの魔法陣を通路だと思っている者なら、落書きを見つければ、入ろうとするだろう。

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　エスティカは澄すました顔で紅茶を口に運ぶ。

「ペンダントを持っている者であれば、ここに来る権利があるし。もし、持っていない者であれば、外へと追い返す守護者が用意されているわ。貴方たちも噴ふん水すいの所で遭そう遇ぐうしたはずよ。手の大きなガーゴイル。あの大きな手で摑つかんで、外に放ほうり出すの。警備には何の問題もない」

　ステラはハッと口に手を当てる。

「あー、そう言えば、ノエル騎き士したちが襲おそわれていたので、あの像は〝警備解除〟しちゃいましたがー」

「何ですって──」

　驚おどろきのあまり、紅茶が気管に入ったのか、エスティカはゴホゴホとむせる。

　その時、外から、ひどくけたたましいサイレンが鳴る音が聞こえてきた。

「何の音だ？」

　エスティカは眉まゆを顰ひそめて口元を拭ぬぐう。

「王立魔法図書館から、正式な手順を踏ふまずに、何かを外に持ち出した時に鳴る警告音よ。招かれざる者が入り込んでいたようね」

　きっと、落書きの犯人は、ノエルたちの後にここに辿り着いたのだ。

「アリエス、追いかけるぞ」

　慌あわててノエルたちは手分けして敷しき地ち内を捜さがしたが、すでに犯人の姿はなかった。
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　王立魔法図書館、白はく亜あのホール。

　見た目には先ほどと変わり映ばえはなく、静せい寂じやくが漂ただよっている。

　玄げん関かん口にステラを除いた一同は集まっていた。

　ステラは空からの周囲の探たん索さくと、ガーゴイルを再び警備状態にする為、一人離はなれていた。それが終わり次第、合流する手はずである。

　警告音から、犯人が図書館外に本を持ち出した事は確かなようだったが、あくまで念の為に、他ほかの侵しん入にゆう者がいないか調べる必要があった。

「図書館内に他にも誰だれかいないか、調べて頂ちよう戴だい」

　エスティカに命じられたリゼットは、取り出したタクトを高く掲かかげる。

「ほい。全員集合」

　その声に呼応して、図書館の隅すみに置かれたベッドの上に居たぬいぐるみたちが、モソモソと動き始め、小走りでこちらに集まってきた。

「怪あやしい人物がいたら報告。以上。解散」

　ぬいぐるみたちは互たがいに顔を見合わせつつも、バラバラに散っていった。

「術者の目の届かない所でも、自立した判断ができるとは驚きです」

　アリエスが感心している。

　どうやら、高度な魔法らしい。

　リゼットがどうだと言わんばかりに、腰こしに手を当てる。

「ぬいぐるみは、どれも一つ一つ、ボクが作った特別製。命令を聞いて、忠実に実行する。可愛かわいいゴーレムみたいなもの、だと思えばいい」

　さらに、アリエスはぬいぐるみを指さして、

「よく見ると、それぞれに個性があるのが分かりますね。あのぬいぐるみは、足が速いですが、あっちのは、おっちょこちょいですぐに躓つまずきます」

「そう。同じぬいぐるみは一つもない。みんな違ちがっていて、それがまたいい」

　しかし、ぬいぐるみたちがちょこちょこと駆かけ回っている姿は、どこか緊きん迫ぱく感かんに欠けていた。

　ノエルはふと辺りの匂においが気になった。

「なぁ、なんだか、薔ば薇らのような、花の香かおりがしないか」

　先ほどとは違って、今は香こう水すいの香りが混じっている気がする。

　アリエスも匂いを嗅かぐが、

「私には分かりません。犯人の残り香がでしょうか？」

「まるで、犬みたい。そのまま、匂いで追つい跡せきしなよ」

　リゼットが無む茶ちやを言う。

　──出来るものならやっている。

　愛用の杖つえを携たずさえて、何やら考え込んでいたエスティカは、

「リゼット、犯人の足音は追える？」

「それなら、得意なやつにやらせる。おいで！　〝小心者ハムスター〟！」

　ホールの隅っこにいたぬいぐるみが、驚いて高く飛び上がった。

　そのままひっくり返って動かない。

「あいつは有能だけど、とても臆おく病びようなんだ。だから、音に敏びん感かん」

　リゼットは自ら駆け寄っていって、手のひらサイズのぬいぐるみを持ってきた。

「起きな。〝小心者ハムスター〟」

　お腹なかの辺りをグリグリと押すと、そのぬいぐるみは、頭をフルフルと震ふるわせた。

　そんな〝小心者ハムスター〟を床ゆかに置いたリゼットはしゃがんで、

「ここにいる誰のものでもない足音を追う。ほら〝探知デイテクト〟」

　ぬいぐるみの耳に、イヤーカフスのようなものをポケットから取り出してつけた。

〝探知〟はリゼットの得意とする魔ま法ほうの一つで、物に残された過去の音を聴きく事が出来る魔法だ。どうやらぬいぐるみにも適用できるらしい。

　リゼットは立ちあがると、

「じゃあ、皆みな、順番に歩いて。足音をこいつに聞かせてやって」

　その言葉に従って、エスティカから順に歩いて足音を聞かせる。

　石で出来たツルツルとした床は、こちらが思っているよりもはっきりとした靴くつ音おとを辺りに響ひびかせた。

　全員の靴音を聞かせ終えると、リゼットは〝小心者ハムスター〟をタクトでつついて、

「違う足音を探して。ほら、行きな」

　ぬいぐるみは、本物のハムスターと見み紛まがうような動きで、数歩進んでは頭をあげて立ち止まる、を繰くり返し始めた。右や左に彷徨さまよっているようにも見える。

　やがて、〝小心者ハムスター〟はこちらを振ふり返って、頭を上下に振った。

「見つけたみたい」

　リゼットがタクトを振って、

「そのまま、追いな。次は、足音が途と切ぎれた所で止まって」

　再び、ぬいぐるみが歩き始める。

　今度は立ち止まる事なく、スムーズに進んでいく。

「あれが犯人の通った道。〝小心者ハムスター〟はやっぱり出来るやつ」

　リゼットはその行動にご満まん悦えつのようだ。

「そんな事もわかるのか。本当に魔法って便利だな」

　ノエルは素す直なおに感心した。

〝小心者ハムスター〟は、館内を時計回りにぐるっと回る途と中ちゆうで、立ち止まってこちらを振り返ると、後ろ二本足で直立して、小さな前足を招くように動かした。

「あそこで犯人は立ち止まったみたい」

　全員でその場に向かう。

　そこは本ほん棚だなではなく扉の前だった。

　ネームプレートには「ステラ・キャット」と可愛らしい文字で書かれている。

　エスティカはおもむろに扉の取っ手を握にぎると、

「どうやら、犯人はステラに用があったようね」

　ガチャッと音を立てて、扉は簡単に開いた。

　扉の向こうには、地下に続く階段がある。
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「鍵が壊されてしまっているわ」

　ノエルが確かく認にんすると、鍵かぎ穴あなには何かを差し込んだような傷きず跡あとが残っていた。

「鍵開けの技術があるようだな。魔法で鍵をこじ開けたりは出来るのか？」

　エスティカは鍵穴を覗のぞき込む。

「どうやら中から破は壊かいされているみたい。ピッキングツールで鍵を開けたというよりは、魔法で強ごう引いんに壊したと考えた方が良さそうね」

　犯人には落書き専用魔導具を作る事が出来るだけの、魔術師の素養がある。

　そのような魔導具を持っていてもおかしくはないだろう。

　アリエスが階段の奥の方を覗き込みながら、

「そんな事より、中に入って調べた方が良いのでは？」

　しかし、エスティカは首を横に振った。

「この先はステラの研究室よ。規則として〝誓約の魔術師〟は、独自の魔法研究が認められ、何なん人ぴとたりとも不ふ可か侵しんである、というものがある。どんな理由があっても、彼女の許可なしにここから先に入ることは出来ないわ」

　普ふ段だんはのほほんとして摑みどころがないステラも、立派な魔術師である。

　彼女もその例に漏もれず、何らかの魔法研究を行っているとしてもおかしくはない。

「ステラはどんな魔法を研究してるんだ？」

「詳くわしくは私も知らないわ」

　互いの魔法研究に関しては、ノータッチなようだ。

　しかし、ステラが作った魔導具が盗ぬすまれていたら困った事になる。

　以前、ステラの作ったホコリを払はらう〝掃除スイープ〟の魔法で、人が吹ふっ飛ばされた事件が起きた。〝誓約の魔術師〟の扱あつかう魔法は、どれも強力なものであり、悪用されるのは脅きよう威いだった。

「ステラと言えば、空を飛ぶ魔法や、掃除に関係する魔法が得意なイメージがあるが、彼女が作った魔導具はやはり、そういった物が多いのか？」

「そうね。彼女が作るのはそんな魔導具が多いわ。でも、研究しているのは違うと思うけれど」

　なんだか含ふくみのある言い方だった。

　さらに詳しく聞こうとした所へ、

「すみませーん。戻もどりましたー」

　玄関の方から当のステラが、箒ほうきを片手に帰ってくる。

「空を飛んで捜してみたですが、怪しい人は分からなかったですー。おや、みなさん、私の部屋の前でどうしましたかー？」

　ステラは不思議そうに首を傾かしげる。

「犯人は貴方あなたの研究室から何かを持ち出したのよ。心当たりはある？」

　そんな彼女にエスティカは優やさしく声をかけた。

「あー……そうなんですかー……すみません、ちょっと、見てきますー」

　ステラは見るからに気を落として、そそくさと階段を降りて行く。

　リゼットは床の上にいる〝小心者ハムスター〟を抱だき上げると、

「エスティ。これ以上、話を続けるのは危険かも」

「そうね」

　エスティカは急によそよそしい態度になって、

「ノエル・アースキン。貴方たちは城下町に戻って、引き続き、犯人の捜そう索さくをお願いできるかしら？」

「いや、しかし──」

　犯人をここで見失ってしまった以上、城下町に戻った所で、他ほかの手て掛がかりが見つかるようには思えなかった。

　出来る事と言えば、落書きをして回った犯人の特とく徴ちようを、地道に聞き込みする事くらいだろうか。それもすでに一通りは終わってしまっている。

　迷いを見せるノエルにエスティカは、

「もし、ステラが研究していた魔導書なり、魔導具なりが盗まれていたら、城下町で何か事件が起きることは間ま違ちがいないわ。貴方たちは、どんなことが起きても、対応できるようにしておいて欲しいの」

「でも、どんな魔導書や、魔導具が盗まれたか分からないことには、対応のしようがない。せめて、それくらいは教えてもらわないと」

「それを明かすことが出来ないから言っているのよ。〝誓約の魔術師〟の研究内容は貴方に明かせない。そういう規則があるの。でも、もし、私たちの研究が元で事件が起きれば、その限りではないわ。騎き士しには事件の真相を知る権利がある」

　つまり、エスティカが言いたいのは、

「俺が動けるのは、もっと他の事件が起きてから、ということか？」

「規則ルールは規則ルールよ」

　エスティカは有う無むを言わさぬ口調で告げた。

「それだとどうしても、後手に回ることになってしまうな」

　エスティカも、教えられるものであれば、教えてくれているだろう。

　それが規則を守る事になるのならば、仕方のない事なのかもしれないが、それでも、ノエルには、これから起こるであろう事件を未然に防ぎたい気持ちがある。

　それはエスティカにも分かっているようで、

「もし、今回の事が原因で魔法事件が起きたら、その時は、最悪の結末を防ぐ為ために全力を尽つくすと誓ちかうわ。私たちも事件の被ひ害がいが最小限に抑おさえられるように、城下町全体にアンテナを張り巡めぐらせておく」

　残念そうなその表情には、彼女なりの誠意が窺うかがえる。

「分かった」

　ノエルは承しよう諾だくした。

「本当にいいんですか？」

　アリエスが不服そうにこちらを見るが、

「エスティカの事は信用している。俺たちは、俺たちに出来る事をやろう」

　ノエルは魔法図書館を後にする事に決めた。

「ありがとう。ノエル・アースキン。その判断が正しかったと思えるように努力するわ」

　ようやくエスティカは表情を和やわらげる。

　そこへ、ステラが戻ってきた。

「見たところ、魔導具は盗まれていないですー。でも、私の魔導書が盗まれてしまっていました……ごめんなさいですー」

　白い獣けもの耳みみを倒たおして、頭を下げる。

　どんな研究をしているのかはやはり分からないが、魔導具が盗まれなかっただけ、まだ良かったと考えるべきだろう。

　リゼットがいつもの半目で、

「安心して。アリエスの寝ね言ごとだって、ボクは記録してる。城下町の異変は聞き逃のがさない」

　それにはアリエスが目を丸くする。

「ちょっと待ってください。さらっと聞き捨てならないことを言いませんでしたか？　どういうことです？　盗とう聴ちよう器きをどこかに？　ねえ、ちょっと、リゼット嬢じよう？」

「趣しゆ味みの一いつ環かんで」

　いたずらっぽく、ペロッとリゼットは舌を突つき出した。

「いや、趣味で済ませられるような事ではないですよ？　ねえ、何て、何て私は寝言を言っているんです？　ちょっと、リゼット嬢！　詳しく！」

「秘密」

　リゼットは脱だつ兎とのごとく、逃にげ出した。




　城下町に戻ったものの、やはり、犯人の足取りは摑つかめず、仕方なくノエルは騎士団長に、調査の結果と落書きがこれ以上発生しないという報告書を提出した。

　事実、その通りで、その日以降、落書きは発生しなかった。

　だが、依い然ぜんとして犯人も、その目的も不明のままだ。

　ノエルは他の事件を担当しながらも、聞き込みを続け、そして、起こるだろう魔ま法ほう事件にも警けい戒かいしていたが、何の進展もないまま、数週間が経たとうとしていた。







　第四章　疾走する王女事件







「急に表敬訪問などと、〝海の庭国シーガーデン〟は何を考えている！　しかも、こちらに連れん絡らくが入ったのは国境でだと聞いた」

　迎げい賓ひん館かんのレッドカーペットの上を、肩かたを怒いからせて早足で歩く者がいた。

「ゾロゾロと近この衛え騎士団まで引き連れて！　いくら平和だと言っても、不可侵条約に抵てい触しよくする侵しん略りやく行こう為いと見なされてもおかしくはない。一体、〝海の庭国〟の王子は何を考えている！」

　銀色のティアラに、まるで光の粒りゆう子しが飛び散るように美しい、肩までの金きん髪ぱつ。

　透とう明めい感かんのある整った顔立ちで、白とライトブルーのドレスの裾すそを両手で摑んで歩く少女の名前はルティエラと言った。

　彼女の紫色ヘリオトロープの瞳ひとみは、この国の王族である事を示す証あかしである。

「姫ひめ様、もっと一国の姫らしく、楚そ々そとお歩きください」

　はち切れそうな貴族服に身を包んだ小太りの男が、ハァハァと荒あらい息を吐はいて、ルティエラの後を必死に追う。

「私が〝海の庭国〟の王子に文句を言ってやるぞ、グスコー。争いを起こしたいのかと」

　向かう先には、その〝海の庭国〟の王子がすでにいるという。

　ルティエラに、グスコーと呼ばれた小太りの男は、この国の筆頭大臣だった。

　グスコーはハンカチで額に浮ういた汗あせを拭ぬぐいながら、

「事を荒あら立だてるのはおやめください。姫様は常に微笑ほほえんでいてくだされば、それでいいのです」

　その言葉に、ルティエラは立ち止まる。

「常に微笑んでいればいいだと？」

　グスコーはやや大げさに、大きく頷うなずく。

「はい。どんな話になっても、〝分かります〟それから、〝そうですね〟これ以外の言葉は使わないでください。後は私が応対しますので」

「分かりますと、そうですね、だけ!?　分からない時と、そうでない時は、どうする？」

「黙だまって微笑んでいればよろしいかと。そもそも、一国の姫がそんな男みたいな言こと葉ば遣づかいでは良くないのです。気品がないと言われてしまう。ボロを出さぬように、適当な相あい槌づちを打つ。ただ流れに身を任せること。それが、貴方にとって最善の外交です」

「……く」
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　ルティエラは、つい最近まで王子として育てられていた。

　世間に王女だった事を公表してからは、王女らしい立ち振ふる舞まいを求められるようになったが、どうにも、女性らしい言葉遣いには違い和わ感かんを覚える。

　グスコーはルティエラを諭さとすように、

「今日の平和が始まったのは、各国の不ふ可か侵しん条約の締てい結けつからです。確かに、この条約が存在するおかげで平和が守られて来ました。これからも、守らなくてはならないものである事も確かです。しかし、不可侵条約があるからと言って、相手国王子の近衛騎士団を領内に入れないのはいかがなものでしょうか？」

　ルティエラは目を見張った。

「まさか、近衛騎士団を領内に入れたのか!?」

　王族の身辺を警護する為とはいえ、近衛騎士団は充じゆう分ぶんに戦力を持つ軍隊と見なされる。

　不可侵条約では、如何いかなる理由があれど、戦力を持つ軍隊は相手国の領内に入る事ができないと定まっていた。

「はい。もし、仮にですよ。近衛騎士団を領外に追いやったままで、この国で〝海の庭国〟の王子に何かあったら大変です。こちらの責任を問われてしまう。だから、有事の際にはすぐに駆かけつける事が出来るように、城下町の外で待機してもらいました。王子には数人の護衛の同どう伴はんも認めています。ただし、それを認める代わりに、何が起きたとしても、こちらに責任を問わないとの、約束を頂いております」

「……城下町には入れてないんだな？」

「勿もち論ろんです。現在、城下町は王都防衛騎士団を厳重な警備に当たらせ、〝海の庭国〟の王子を招くこの迎賓館には、〝国王ロイヤル親衛隊ガード〟が詰つめております。近衛騎士団がどう勝手に動こうと城下町は安全です。姫様、よくお考えください。不可侵条約を守ろうとするあまりに、諸外国との関係を悪くしてはいけません」

　政治家なだけあって、さすがにグスコーは弁が立つ。

　ルティエラは門外漢であり、政治や外交に関しては、彼に従うのが正しい。

　それは分かっているが、あまりに礼節を軽かろんじる相手の行動に、怒いかりの矛ほこ先さきをどこに向けていいのか分からなかったのである。

　ルティエラはふう、と息を吐くと、

「分かりました。お任せ致いたします」

　背筋を伸のばし、優ゆう雅がにゆっくりと歩き始める。

　彼女がそのように振る舞えば、一いつ瞬しゆんにして、姫らしい高貴な気品が漂ただよう。

　それは持って生まれた端たん麗れいな容姿のおかげでもあった。

　その姿を見たグスコーは満足そうに、乱れた襟えり元もとを直した。

　ルティエラはそんなグスコーを一いち瞥べつして、

「しかし、グスコー大臣。〝海の庭国〟の王子とは、どのような人物なのです？」

　言葉遣いに気を付けて問う。

「聡そう明めいな方だと聞いておりますよ。〝海の庭国〟のヴェクター王子は、第二王子であり、年ねん齢れいは姫様の五つ上。狩かりが趣味で、近衛騎き士し団だんを連れて、緑が豊かな王都の近きん郊こうにまで足を延ばしてきたそうです。表敬訪問はそのついでだと」

　ルティエラは紫色の瞳を細めて、

「とても聡明な方だとは思えませんね。近衛騎士団でも、相手国内に連れていけば、厄やつ介かいな問題になる事は誰だれにでも分かります」

　グスコーもそれには同意する。

「はい。当然、何かしらの思おも惑わくがある事は確かでしょう。ですから、エルヴィン国王の事も気づかれてはいけません。姫様、会談の場では、くれぐれもお気を付けください」

　国王の事は確かに厄介な問題だった。

　ルティエラの父でもあるエルヴィン国王は、数年前から行方ゆくえ不明である。

　今いるのは、彼によく似た影かげ武む者しやだった。

　それ故ゆえに、実際に政治を取り仕切っているのは、目の前にいるグスコー大臣である。

　その事はこの国の内政にかかわる一ひと握にぎりの上層部しか知らない。

　当然、〝海の庭国〟にも知られていない事だ。

　国王が行方不明であるという事実、それから、王位を継つげる王子がこの国にはいない事。

　諸外国に知られて、こちらが得するような事こと柄がらでは決してない。

　それこそ争いの火種になりうる。

　今は王女であるルティエラが、女王として王位を継げるように、王室典てん範ぱんを変えようと動いている最さ中なかである。いつ実現できるか分からないが、国王が行方不明である事は、少なくとも、それが実現出来てから公知すべき事だった。

　そして、二人は扉とびらの前に行き着く。

　扉の脇わきには、純白の甲かつ冑ちゆうに、目の覚めるような蒼あおいマント。緩ゆるやかに癖くせのある髪かみを後ろに流し、鋼はがねの意志を感じさせる、鋭するどい目つきをした騎士が控ひかえていた。

　国王親衛隊の騎士長、セリオン・アースキンである。

　さらに、扉の前には、真しん紅くのマントを羽織り、王おう冠かんを被かぶった初老の男が立っている。

　本物ではないエルヴィン国王──彼はこちらを見ると、深く頷いて見せた。

　いつでも、親子のように振る舞う事。

　仮かり初そめの国王である彼もルティエラも、自分の役割はよく理解している。

　セリオンはこちらに視線を向けて、

「〝海の庭国〟のヴェクター王子が中でお待ちです」

　ルティエラは頷いて返す。

「では、セリオン、よろしく頼たのみます」

「……お任せください」

　セリオンは胸に手を当てて敬礼をすると、扉の取っ手に手をかけた。




　ルティエラは口元に、上品な作り笑え顔がおを浮かべる。




　　　　※




「いやぁ、お美しい。王子が王女になったと、風の噂うわさに聞いて、一目お会いしたいと思っていたのです」

　ヴェクター王子は、朗ほがらかな笑顔を見せた。

　彼は背が高く、海に近い国に居るせいか、よく日に焼けている。

　仕草も洗練されていて、下品な感じはしない。この顔立ちで王子という身分ならば、さぞかし女性受けがいいだろうとルティエラは思った。

　会場にはこちらが用意した料理と、ヴェクターが狩りで仕留めてきたという、大きな鹿しかの肉が大皿に置かれている。

　先ほどから、ヴェクターはワインを片手に、今回の獲え物ものをどのように狩り、そして、今までどんな獲物を仕留めてきたかを、楽しそうに話していた。

　──実に退たい屈くつな話だった。

　ルティエラはグスコーに指示された通り、〝そうですね〟と〝分かります〟と〝まあ〟だけしか言葉にしていない。一つ多いが、それくらいは許してもらえるだろう。

　──ヴェクターは本当に思い立ってここに寄っただけかもしれない。

　彼の表情の屈くつ託たくのなさに、そんな気さえした。

　懸け念ねんしていたヴェクターの思惑も、話からはその片へん鱗りんさえ窺うかがえなかったのである。

　何も起こらぬように、この部屋にいる人間も、最小限の人数で構成されていた。

　護衛であるセリオンも、ヴェクターの近この衛え騎士も、部屋の外にいる。

　賊ぞくが入り込むのを防ぐ為ために、給きゆう仕じすらいない。

　ここにいるのは、ルティエラとエルヴィン国王にグスコー大臣、それから、ヴェクター王子と彼が連れてきた一人の女性だけだ。

　彼女は給仕よろしく、男性たちに飲み物を注いで回っている。

　ルティエラが唯ゆい一いつ気に掛かかる事は、その女性の存在だった。

　ゆったりとした白いローブに、揺ゆらめく長い栗くり色いろの髪。

　口には桜色の口紅をひいている、美しい女性だった。

　ヴェクターは彼女の事を、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しのドロテアだと紹しよう介かいした。

　なぜ、宮廷魔術師がこんな場所にまで付き従うのか。

　ドロテアはルティエラ同様、ただ微笑んでいるばかりで、何も語ろうとしなかった。

「彼女の占うらないはよく当たるんだ。狩りの時には、必ずドロテアを連れていく事にしている。どこに獲物がいるかが分かるからね」

　ほろ酔よいのヴェクターは、どれだけその占いに助けられたか、饒じよう舌ぜつに話した。

「どうだい、ルティエラ王女、君もドロテアに占ってもらわないか？」

　話の流れとはいえ、断りたかった。

　ルティエラは占いなど信じないし、興味もない。

　大臣のグスコーを見ると、彼は口をへの字に曲げて、小さく首を横に振った。

　断るなという事のようだ。

　これも外交だというのならば仕方ないだろう。

　自分が口にしていい言葉も限られている。

「そうですね」

　ルティエラは微笑ほほえんだ。




　ドロテアはルティエラを椅い子すに座らせ、

「……では、王女の未来について、占いましょう」

　手のひらに収まるほどの、小さな白い杖つえを取り出す。

　そして、もう片方の手に、懐ふところから取り出した一冊の本を開いて持った。

　ピンク色で、猫ねこの肉球スタンプが押されたやけに可愛かわいらしい本である。

　成熟した女性らしいドロテアのイメージにはそぐわないが、可愛い物好きな一面があるのかもしれない。

　そんなドロテアが近くに寄ってくると、薔ば薇らの香かおりが鼻び孔こうをくすぐった。

　身に付けている香こう水すいの香りのようだ。

　ドロテアは本に書かれた呪じゆ文もんを唱え始める。

　ヴェクターやエルヴィン国王、そして、グスコーがこちらを見つめていた。

　ルティエラは目のやり場に困って、視線を下げる。

　ふと、胸むな騒さわぎがした。

　──ただの占いに詠えい唱しようが必要なのだろうか？

　まるで魔法の詠唱のようだ。

　妙みような胸騒ぎを覚えても、ルティエラにはどうしようもなかった。

　しかし、ここでルティエラに危害を加えでもしたら、ドロテアはおろか、ヴェクター王子もただでは済まない。ここには国王親衛隊が詰めているし、城下町では王都防衛騎士団が警備にあたっている。生きてここから出られはしないだろう。

　──何か起こるはずもない。

　そう思って気を落ち着かせたルティエラは、ただ、何事もなく、早く終わって欲しいと願うばかりだった。

　ふいに、ヴェクターの手からワイングラスが落ちた。

　そのまま、テーブルに倒たおれ伏ふす。

　続いてエルヴィン国王、グスコー大臣も同じように倒れた。

　何事かと立ちあがろうとしたルティエラの肩かたを、

「〝変身トランスフオーム〟」

　そう唱えたドロテアが、強く押さえこむ。

　その瞬しゆん間かん、ルティエラは胸の奥に、業ごう火かが燃え盛ったような熱さを感じた。

　──セリオン！

　その名を呼ぼうとしたが、息をする事が出来ず、声が出せない。

　ルティエラは苦しさのあまり喉のどを押さえて屈かがみこむ。

　──毒？

　その言葉が脳のう裏りに過よぎる。

「安心なさい。貴方あなた以外の人たちは、飲み物に薬をいれて、気を失わせているだけよ」

　おそらく、先ほど飲み物をついで回った時に、細工をしたのだろう。

　ドロテアは卓たく上じようのワイングラスを手に取って、悪女めいた微笑みを浮うかべる。

　──この女は一体、何を企たくらんでいる？

　自分の身が窮きゆう地ちに追い込まれても、まだ信じられなかった。

　ここで自分が死ねば、国同士の大きな騒そう動どうになる事は間ま違ちがいない。

　下手をすれば、戦争へと発展するかもしれない。

　──それが望みだとでもいうのか。

　ルティエラは床ゆかを這はって、扉に向かおうとする。

　この部屋は会談の場であり、音や声が外に漏もれ難にくい造りになっている。

　扉から外に出て、セリオンに助けを求めるしか、彼女には助かる道がなかった。

「占いの結果を教えてあげましょう」

　ドロテアが扉の方へと歩いていく。

　そして、扉を背にすると、ワインを口に運んだ。

「貴方は、貴方を守ろうとする者に殺される」

　ルティエラは、それでも進もうとして、手を前に伸のばすが──。

　床に爪つめを立てた、その手に異変が起きていた。

　指が節くれ立ち、鉤かぎ爪づめのように、爪が鋭く尖とがっている。

　いや、手だけではない。

　身体からだ、全すべてがおかしかった。

　胸の奥に宿った業火に、身体の内から焦こがされるようだ。

「グ、グオォォォ……」

　ルティエラのものとは似ても似つかない唸うなり声が、喉から漏れ出る。

　彼女の身体が膨ふくれ上がり、ドレスが内側から引きちぎれていった。

　ドロテアは眉まゆひとつ動かさずに、ルティエラの変へん貌ぼうを見つめながら、

「貴方は、その姿で死ぬのよ」

　床にワイングラスを投げ捨てた。




　　　　１




　城下町にドラゴンが現れた。




　金こん色じきの鱗うろこに覆おおわれ、身体に比べて比ひ較かく的てき小さな前まえ肢あしに、野生の獣けものを思わせる強きよう靱じんな後ろ肢。頭から太くて長い尻尾しつぽまでが弓なりに湾わん曲きよくし、頭部には鋭するどい角が生えている。その高さは、城下町にある二階建ての建物と同じ程度だった。

　それは大地を駆かけるアース・ドラゴンである。

　アース・ドラゴンは、翼つばさを持たないが故ゆえに空は飛べない。

　ぐるりと周囲に強固な外がい壁へきを持つ城下町の中に入るには、城門を突とつ破ぱする必要があったが、しかし、四方のどの城門も突破された形けい跡せきがなかった。

　金色のアース・ドラゴンは、まるで、初めから城下町に居たかのように、突とつ如じよとして、迎げい賓ひん館かんと呼ばれる建物を破は壊かいして現れたのだった。

　最初に交戦したのは、迎賓館に詰つめていた国王親衛隊である。

　騎き士しや兵士たちは、突とつ然ぜんの事態に戸と惑まどいはしたが、騎士長であるセリオン・アースキンが隊を素す早ばやくまとめ上げ、ドラゴンを迎賓館から撃げき退たいする事に成功した。

　しかし、セリオンは追つい撃げきせず、その場に留とどまった。

　国王親衛隊は、迎賓館にいた国王と、国こく賓ひんの〝海の庭国〟王子を守る為に、その場から離はなれるわけにはいかなかったからである。




　その結果、金色のドラゴンの対応は、必然的に、王都を警備する王都防衛騎士団に委ゆだねられた。




　　　　※




　地じ響ひびきを立て、城下町を金色のアース・ドラゴンが疾しつ走そうする。




　ここは王都の北、貴族区とも呼ばれる場所である。

　貴族の豪ごう邸ていが立ち並び、整備の行き届いた道みち幅はばは広い。

　そんな道を、アース・ドラゴンは建物を何一つ破壊する事なく、疾走した。

　北へ向かえば、城門があり、そこから外へ出られるのだが、ドラゴンは何を思ってか、或あるいは、何も考えずか、王城のある中央へと向かう。

　まるで王城に目的があるかのように、ドラゴンの視線は、一ひと際きわ目立って高い建物である王城へと向けられていた。

　──強靱な顎あごと長い尾おを持つ、巨きよ大だいな肉にく食しよく獣じゆう。

　そんなアース・ドラゴンを目もく撃げきした町人は、悲鳴を上げて逃にげ出すか、驚おどろき竦すくんで動けなくなるかのどちらかであった。

　しかし、ドラゴンは、町人を襲おそわなかった。

　鋭い鉤爪や角、獰どう猛もうな牙きばを持っていたが、それを町人に向ける事は一いつ切さいなかった。

　むしろ、その存在を誇こ示じするかのように咆ほう哮こうして付近の町人を散らし、長い尾を揺らして駆けていた。

　逃げ遅おくれた住民がいれば、ドラゴンは動きを止めさえした。

　何度も後ろを振ふり返りながら疾走するアース・ドラゴンは、よくよく観察してみれば、何かから逃げているように見えたはずだったが、多くの町人は初めて見るだろう巨大生物に恐きよう怖ふするばかりで、誰だれもそれに気づく者はいなかった。

　金色のアース・ドラゴンは城下町を疾走する。

　やがて、王城前広場に辿たどり着いた時、ドラゴンは天を仰あおぎ、全身を使って大きく咆哮した。咆哮は、近くの建物の窓をビリビリと振しん動どうさせ、城下町全体に広がっていく。

　しかしそれは、威い嚇かくの咆哮と呼ぶよりは、犬の遠とお吠ぼえのような、物悲しさが感じられる咆哮であった。




　そんなアース・ドラゴンの前に、ある騎士が現れる。

　恐怖に逃げ惑まどう人々と違ちがって、その騎士だけは、ドラゴンを見る目が違っていた。

　その騎士の名は──。




　オルトフェムト、といった。

　黒い甲かつ冑ちゆうを身に纏まとい、短く髪かみを刈かり込み、人並み以上の体格をした銀ぎん髪ぱつの壮そう年ねん男性である。その佇まいから、只ただ者ものではない雰ふん囲い気きが窺うかがえた。

　彼は一見して騎士に見えたが、マントをしておらず、ただの傭よう兵へいのようでもあった。

　オルトフェムトは長ちよう剣けんを抜ぬくと、高く掲かかげる。

　太陽の光が長剣に反射する。

　それだけで、周囲の注目は彼に集まった。

　町人の誰もが、もしかしたら、と思った。

　──もしかしたら、彼があのドラゴンを倒し、新たな伝説を生み出すかもしれない。

　身の丈たけ三倍はあろうかという巨大なアース・ドラゴンに、勇気ある者がたった一人で立ち向かおうとしているのだ。

　アース・ドラゴンは、そんな黒騎士に気付いて、「グルルル」と喉を低く鳴らした。

　オルトフェムトは怖おじる事も怯ひるむ事もなく、堂々と進んでいく。

　誰の目にもそれは無む謀ぼうに見えた。

　しかし、オルトフェムトは不敵な笑えみを浮かべて、歩みを進める。

　彼には確固たる勝算があるように見えた。

　勝算もなしに、ドラゴンに挑いどむ者などいないだろう。

　町人たちは固かた唾ずを吞のんで、伝説の始まりを見守った。

　その時、ドラゴンが動いた。

　オルトフェムトにはまるで興味がないかのように、後ろへと顔を背そむける。

　それは、彼の存在に気け圧おされたアース・ドラゴンが、屈くつ服ぷくしたかのように見えた。

　しかし、違った。

　ドラゴンが振り回した、しなやかで強靱な尻尾がオルトフェムトを襲う。

「フモォォォォォオオオオオオオオオオン!!」

　彼は何をする事もなく、勢いよく尻尾に弾はじき飛ばされて絶ぜつ叫きようする。

　身に纏った甲冑が重すぎて、避よける事ができなかったのである。

　そして、置かれていた空き樽だるへと頭から突つっ込み、失神した。

　──一体、何がしたかったのだ？

　その状じよう況きようをしっかりと目に焼き付けてしまった町人たちは、ドラゴンの脅きよう威いを思い知り、慌あわてて逃げ出し始めた。




　そこへ、ようやく、兵士を引き連れた王都防衛騎士団の騎士たちが、方々から駆けつけてきたのだった。




　　　　※




「こういう落書きをしている人を見かけたことはありませんか？　これ、〝落書き〟の魔ま法ほうで、家の壁かべに一いつ瞬しゆんにして、描えがく事ができるんですけど」

　ノエルは自分で書き写した、例の〝落書き〟を見せていた。

　温おん厚こうそうな老ろう婆ばは黙だまって首を横に振る。

　あの〝連続落書き事件〟から数週間。〝海の庭国〟の王子が急きゆう遽きよ訪問してきた事により、王都防衛騎士団の騎士は、厳重な城下町の警備の任に就ついていた。

　ノエルは南西地区の担当だった為ため、見回りついでに聞き込みを行っていたが、全く成果が上がらない。

　それもそのはずで、落書きはあの日以来、一件も発生していないのである。

　新たな目撃者が生まれる事もなく、事件はすでに忘れ去られようとしていた。

　さらには、これといった難しい魔法事件も起きておらず、エスティカからの連れん絡らくもなかった。自分から会いに行っても良かったが、何かあれば、彼女から言ってくるはずで、何も言えないからこそ、やってこないのだろう。

　それを思えば、訪ねても無む駄だな気がして、自分から行動を起こせないでいた。

　ノエルとしては、煮にえ切らないものを感じながら、日々を過ごしている。

　近くの露ろ店てんで細長いパンを買ってきたアリエスが、

「目撃者はいました？」

　それを一つ、ノエルに手て渡わたす。

「いや、いないよ。ありがとう。これ、珍めずらしいパンだな？」

「新発売のパンらしいです」

　アリエスは、自分のパンを手で千切ろうとするが、

「わ。これ、硬かたいですね」

　いきなり、齧かじり付いて嚙かみ千切った。

　ノエルの視線にアリエスは、

「失礼しました。今のは、乙女おとめらしくありませんでした……」

　モゴモゴと咀そ嚼しやくしながら、顔を赤らめる。

　いつも礼れい儀ぎ正しいアリエスの意外な一面を見て少し驚く。

　彼女は貴族ではないのだから、そういう庶しよ民みん的な面があっても当然なのかもしれない。

「いや、それにしても、これ、硬いな。そうやって食べるのが正しい食べ方なのかも」

　ノエルは最初からパンに齧り付いた。

「ええ。硬くする事によって、咀嚼回数を増やして、腹持ちを良くするって、店主は言ってました。今日はきちんと食事をとるタイミングなさそうですし、こういうのがいいかと思ったんですけど」

　アリエスは力任せに思いっきりパンを引き千切っている。

「それにしても硬いな、これ」

「顎が疲つかれますね。ドラゴン用じゃないですかね、このパン」

「ドラゴンの顎なら簡単に嚙み潰つぶせるだろうが、量が物足りないんじゃないか？」

「まぁ、ドラゴンなんて見たことないんですけどね」

「俺も見た事はないな」

「こんなに硬いパンを食べていると、なんだか急に、あの柔やわらかいクレープが食べたくなってきます」

　アリエスは、はぁ、と溜ため息を吐ついた。

　クレープ屋のカタリナは人を雇やとって、今も商売を続けている。

　しばらくは揉もめ事が起こるかもしれないと、ノエルはそれとなく見守っていたのだが、大きな事件にはならなかった。

　ノエルが騎士団長に掛かけ合って、クレープに問題がない事を認める証明書を作らせてもらい、それを店の前に貼はり出した事が、功を奏したようだった。

　勿もち論ろん、全責任をノエルが負うという約束である。

　それが、なぜだか「美味おいしさ、王都防衛騎士団のお墨すみ付つき！」というフレーズに変わっていて、カタリナの商しよう魂こんの逞たくましさを感じさせられた。

　ノエルはパンの最後の一欠片かけらを口に放ほうり込むと、

「城下町の警備が解かれたら、様子見に寄ることにしようか」

「名案です。ノエル騎き士しが寄ろうと言ったので、私はご馳ち走そうになります」

「えっ、そういうルールだっけ……」

「ですです」

　──ずるいな。

　その時だった。

「ォォオオオオオオオオオ！」

　ビリビリと肌はだに感じられるほどの音量で、何者かの咆哮が空気を震ふるわせた。

　猛もう獣じゆうに雄お叫たけびをあげられたような、本能的な恐怖を覚え、ノエルもアリエスも、身を竦ませる。咆哮は長く尾を引いて、辺りに響ひびき渡わたった。

「な、なんだ、今のは！」

　ノエルは聞こえた方向に目を向ける。

「王城の方から聞こえました。何か巨大な生物が吠ほえたような。まるで──」

「ドラゴン？」

「いや、そんなことありえませんよ。王都にドラゴンが現れるなんて」

　アリエスもいつになく真しん剣けんな表情だ。

「行くぞ、アリエス」

「伝令の兵士を待たなくていいんですか？　王城には国王親衛隊の兵士もいますし、あの辺りを担当している王都防衛騎士団の騎士もすでに向かっていると思いますが」

　アリエスが心配しているのは、ノエルが担当地区を離はなれる事で、城下町全体に配備された警けい戒かいに手て薄うすな部分が発生するという事だろう。本来ならば、警備を統とう括かつする王都防衛騎士団の騎士団長の判断を待って行動するべきである。

　しかし、ノエルは、

「いや、行こう。どうも気になるんだ」

　これがエスティカの言っていた魔法事件であるような気がしてならなかった。

　王城から聞こえた咆ほう哮こうは、只ただ事ごとではない。

　もし〝誓約のアンリミテツド魔術師・ウイザーズ〟の魔ま導どう書しよが盗ぬすまれた事に端たんを発する事件であれば、素す早ばやくエスティカと連れん携けいをとる必要がある。

　それには一刻も早く、自分の目で状況を把は握あくしておきたかった。

　ノエルが駆かけだすと、アリエスもその後に続いて、

「今は〝海の庭国〟の王子がこの国にいます。関係ないとは思えません。余計な国際問題に発展しなければいいのですが」

　彼女の懸け念ねんはもっともだった。

　異変を聞きつけて、城下外にいる〝海の庭国〟の近この衛え騎士団が、強ごう引いんに城下町に押し入ってくるかもしれない。そうなると、王都防衛騎士団とかち合う事になるだろう。

　そこで友好的に連携がとれればいいが、反発して衝しよう突とつする可能性もある。

　国と国との争いの火種になる事だけは、絶対に避さけなければならない。

「急ぐぞ、アリエス」

　何か厄やつ介かいな事が起ころうとしている事は、確かなようだ。




　　　　２




　金色のアース・ドラゴンがいた。

　低く唸うなり声をあげ、時折、咆哮して、周囲を威い圧あつする。

　王城前広場にはすでに、ドラゴン包ほう囲い網もうが出来上がっており、大おお盾たてを構えた王都防衛騎士団の兵士たちが、道を封ふう鎖さしていた。

　ノエル以外にも、騎士の姿が見かけられる。

　しかし、まだ交戦には至っていない。

　包囲はしても、行動しあぐねているように見えた。

　下手に刺し激げきして、暴れられたら困るという判断だろうか。

　それにしても、アース・ドラゴンなんて初めて見る。

　未開の地や、山奥にひっそりと生息していると話には聞いた事があるが、冒ぼう険けん者でもない自分が、見る事などないだろうとノエルは思っていた。

　その姿は巨きよ大だいで恐おそろしく、ただ圧あつ倒とうされるばかりだ。

　もし、戦せん闘とうになれば、どれほどの犠ぎ牲せい者しやが出るか、想像もつかない。

　アース・ドラゴンもこちら側も、すぐに攻こう撃げきを加えず膠こう着ちやく状じよう態たいに至ったという点は、幸いといっても良かった。いきなり、ドラゴンに突とつ撃げきするような愚おろか者もいなかったようだ。

　もし、戦せん端たんが開かれていたら、この平和な城下町で阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵図が繰くり広げられていたに違ちがいない。

「ノエル・アースキン、何をしている！　貴き殿でん、持ち場を離れるとはどういう事だ！」

　口ひげを蓄たくわえた壮そう年ねんの騎士に見つかる。

　この騎士に、ノエルはなぜか嫌きらわれているらしく、事あるごとに突っかかられていた。

　ノエルとしては、何かした覚えはない。

　しかし、知らずに何かしたんだろうな、という気はする。

「ノエル騎士！」

　突とつ然ぜん、アリエスが鬼き気き迫せまった声をあげて、

「ドラゴンがこっちを見てます！」

　彼女の言う通り、アース・ドラゴンの視線は確かにノエルに向けられていた。

　ざわ、と目の前にいる大盾を構えた兵士たちに動どう揺ようが走った。

　ノエルがいる位置は、西の通り、そんな兵士たちの背後である。

　いきなり、ドラゴンが、こちらに向かって一歩踏ふみ出してきた。

「こっちに来ます！　一体、ドラゴンにどんな恨うらみを買ってるんですか！」

　アリエスが腰こしの剣けんに手を伸のばそうとするのを、

「待て！　まだ剣は抜ぬくな、アリエス！」

　ノエルは制止した。

　剣を抜いて、周りの兵士たちを刺激したくない。

　今日は何があっても対応できるようにと、ノエルも騎士剣の〝応答者アンサラー〟を帯剣していた。

〝応答者〟であれば、剣を弾はじくと言われるドラゴンの鱗うろこに一いち撃げきを通せるかもしれない。

　しかし、

　──戦ってどうする。

　ノエルたちが戦い始めたら、周囲を取り囲んでいる騎士や兵士たちもそれに追つい随ずいするだろう。そうすれば、この王城前広場で、決死の戦闘が始まる。

　本当にそれでいいのだろうか。

　──このアース・ドラゴンを倒たおす事に、何の意味がある？

　こちらの対応次し第だいで、事態は大きく変わる。

「ゴォォオオオオオオオオオ！」

　歩みを止めたアース・ドラゴンが天に向かって咆哮した。

　──何かがひっかかる。

　なぜ、ノエルを視し認にんして、こちらにやってきたのか？

　なぜ、ドラゴンはすぐにも、こちらを攻撃してこないのか？

　不思議と目の前のドラゴンから敵意を向けられている気がしなかった。

　その時だった。

　ノエルたちがいる反対側、北東の方角から、騎き兵へいの集団が現れる。

　紫むらさきの旗を掲かかげ、銀色の甲かつ冑ちゆうに身を包んだ騎兵隊。

　その旗印は〝海の庭国〟のものだ。

　先頭に立つのは、白馬に乗った貴族服の男性である。

　浅黒い肌の男性は、高く手を挙げて、騎兵を広場の手前で止めると、

「射手、構え！」

　その背後から弓に矢をつがえた騎兵たちが前に出た。

　アース・ドラゴンはグルリと回頭して、そちらを向く。

　おそらく、〝海の庭国〟の近衛騎士団だろうと思われた。

「射うて！」

　一いつ斉せいに矢が放たれる。

　──ドラゴンが咆哮する。

　ビリビリと空気を震わせる、今度の咆哮は、紛まごう事なく怒いかりの咆哮だった。

　アース・ドラゴンに降り注いだ矢の雨は、ただの一いつ矢しですら、その硬こう質しつな鱗を貫つらぬかず、全すべてが弾かれてしまう。

　それは、ただ、ドラゴンの怒りを買っただけに過ぎなかった。

「突撃の用意！」

　それでも貴族服の男性は、戦う姿勢を崩くずさない。

　突とつ如じよ現れた〝海の庭国〟の近衛騎士団によって、アース・ドラゴンと人との戦いが始まろうとしている。

「我らも続くぞ！　ここでドラゴンを倒して、永久に語られる栄光を手にするのだ！」

　ノエルの傍そばで、口ひげを蓄えた壮年の騎士が、大きく声をあげる。

　──本当にこれで、いいのか？

　ノエルは迷う。

　ドラゴンと戦うなら、一人でも、犠牲者を減らすべく、ノエルも戦闘に参加すべきだ。

　しかし──。




「ここにいる者たちは、すぐに西の通りの道を空けろ！　封鎖を解くぞ！」

　ノエルは声を限りに、兵士たちに向かって叫さけんだ。

　西の通りへの道を空け、このまま東に回ってドラゴンを押していけば、町の外に追い払はらう事ができるかもしれない。

　──戦うのではなく、町から追い払う。

　それを聞いた口ひげを蓄えた壮年の騎士は憤ふん怒ぬの形相で、

「ふざけるな！　包囲網が解けてしまうではないか！　お前ら、こんな騎士の恥はじさらしの言う事など聞くんじゃないぞ！　国王陛下に勇気を示せ！　〝海の庭国〟などに、ドラゴン討とう伐ばつの栄えい誉よを奪うばわれるんじゃない！」

　兵士たちを怒ど鳴なりつける。

　──ドラゴン討伐の栄誉？

　くだらない、とノエルは思った。

　ノエルはポケットから鷹たかの指輪を取り出して、

「騎き士しノエル・アースキンが命じる。ここにいる王都防衛騎士団の兵士たちは、全員、今日の晩飯を食うこと！　その命令を果たす為ために全力を尽つくせ！　それが出来ない者は解任、処しよ罰ばつする！　こんな所でドラゴンと戦ってどうする。城下町が滅め茶ちや苦く茶ちやになるぞ！　無む駄だに命を落とすな！　俺たちの職務はドラゴンを退治することではなく、町を守ることにある！　町から追い払うんだ！」

　その言葉に、兵士たちは迷うことなく従う。

　彼らもアース・ドラゴンと戦う事には抵てい抗こうがあったのだろう。

　その表情はどこか安あん堵どに満ちていた。

　かくして、西の通りの封鎖が解かれた。

「臆おくしたか、ノエル・アースキン！　この売ばい国こく奴どめ！　ドラゴンを倒し、その脅きよう威いからこの町を守る事こそが、我らの使命！　まさか、貴殿こそが、ドラゴンを城に誘おびき寄せた元げん凶きようではなかろうな！」

　壮年の騎士は激げき昂こうして、腰の騎士剣を抜き放ち、ノエルへと向かってくる。

　その刹せつ那な、ノエルの脇わきを、疾しつ風ぷうのごとき速さで、アリエスが駆かけ抜けた。

「〝震電スタン・エツジ〟！」

　壮年の騎士の剣を打ち払うと、青く放電するその騎士剣を鎧よろいに押し当てる。

「あばばばばば！」

　身体からだを痺しびれさせて、壮年の騎士がひっくり返った。

　アリエスは髪かみを手で振ふり払うと、

「ここでノエル騎士に死なれると、私の晩ばん御ご飯はんであるクレープが奢おごってもらえず、命令が果たせなくなります」

　何事もなかったかのような涼すずしげな顔をして、

「命令を守るために最善を尽くしました。問題があっても、命令を下した人の責任です。そうですよね？」

　念を押すように聞いた。

「いや、俺は王都防衛騎士団の兵士たちに命令した。君は従騎士だ、アリエス。兵士じゃない」

「なっ……！」

　アリエスは驚おどろき過ぎて、言葉も出ないようだ。

「冗じよう談だんだ。よくやった。責任は俺がとる」




「良い判断よ。ノエル・アースキン」




　見上げた空に居るのは、箒ほうきに乗ったメイド服の少女と、その後ろに、長い黒くろ髪かみをなびかせた黒衣の少女。顎あごに手を当て、事件の張本人めいた悪い微び笑しようを浮うかべている。

「私たちがドラゴンの注意を引くわ。このまま西へ」

〝誓約の魔術師〟の、ステラ・キャットとエスティカ・ルルイエである。

　それだけをノエルに告げると、彼女たちは、アース・ドラゴンの方へと飛んでいく。

　そして、ドラゴンの周りを大きく旋せん回かいした。

　アース・ドラゴンは、エスティカたちを視界に捉とらえ、首こうべを回めぐらせると、それを追うように体の向きを変える。

　──うまく誘ゆう導どう出来そうだ。

　ノエルは兵士たちの前に出て命令を下す。

「このまま道を空けて待機だ。くれぐれも手を出すなよ。伝令兵は、この西の通りを馬で駆けて城門まで、ドラゴンが通る事を住民に知らせてくれ」

　エスティカの誘導で西へ連れていけるなら、〝海の庭国〟の近この衛え騎士団は、ドラゴンの背後をつく事になる。出来る事なら、そのまま押し出す形で城下外へと連れていきたい。

　アリエスが腰に騎士剣を収めて、

「……馬の前に人にん参じんをつって走らせる作戦ですね？」

　ステラとエスティカが人参役、という事になるのだろうか。

　──空中でパクッと食べられなければいいが。

「ドラゴンが来るぞー！」

　兵士の声にノエルは振り向く。

　その上空を、箒に乗ったステラとエスティカが突とつ風ぷうを纏まとって、西へと向かって飛んでいった。アース・ドラゴンはそれを追いかける。

「突とつ撃げきィ！」

　慌あわてた様子で〝海の庭国〟の貴族服の男が号令をかけるが、ドラゴンはすでに走り始めている。そうなっては、騎兵の突撃も効果が薄うすい。

　おそらくは、突然現れた箒に乗った魔ま女じよの動向を窺うかがったせいで、号令をかけるタイミングを逸いつしてしまったのだろう。

　今の所は、順調に事が運んでいた。

　アース・ドラゴンは、エスティカたちを追って、封ふう鎖さを解除した西の通りを行く。

　別段、誰だれかに襲おそいかかる気配もなく、こちらの意のままに動いているように見える。

　まるで、自分から西に向かおうとしているかのようだ。

　──一体、このドラゴンはどこからやってきたのだろうか。

　城下外に出せたとしても、近くに居座られるようでは、更さらなる対応を迫せまられるだろう。

　討伐隊を編成して、戦う事も視野に入れるかもしれない。

　出来ればこのままどこかへ行ってもらいたいものだが。

〝海の庭国〟の近衛騎士団も、ゾロゾロとドラゴンの後を追いかけていく。

　その中から、それぞれ馬に乗った、貴族服の青年と白いローブの女性が、進み出てきて、ノエルの傍で馬を止めた。

「封鎖を解いたのは君か？」

　声をかけてきたのは、近衛騎士団を指揮していた、浅黒い肌はだを持つ、貴族服の青年だ。

　高貴な身分なのだろう、立ち振ふる舞まいに気品が窺えた。

「はい。王都防衛騎士団の騎士、ノエル・アースキンです」

　敬礼で返す。

「ドラゴンを追い払うなら良い判断かもしれない。だが、今回のは大きな過あやまちだぞ。一刻を争う時に、厄やつ介かいなことをしてくれた」

「どういう意味でしょうか？」

　白いローブに栗くり色いろの長い髪をした美しい女性が、

「この国の王女ルティエラ様が、ドラゴンに吞のみ込まれてしまったのよ。さっきは救い出す千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだったの」

　つややかな桜色の唇くちびるを歪ゆがめて答える。

　全く予想もしていなかった言葉だった。

　ノエルはルティエラと面識がある。

　王子として育てられた王女。

　彼女は王族としての品格を持った、この国の未来を担になう重要な人物である。

　──ドラゴンに吞み込まれた？

　なぜ、そんな事になっているのか。

　貴族服の青年は、フッと笑えみを浮かべると、

「まぁいい。俺はこれから、近衛騎士団を率いて、この国の国王親衛隊と共に、ドラゴンを討うつ。そして、ルティエラ王女を助け出してみせる。俺の名はヴェクター・シーガーデン。君の名を憶おぼえておくことにしよう」

　彼が〝海の庭国〟のヴェクター王子だったようだ。

　そして、ヴェクターと白いローブの女性は西の通りに向かって馬を走らせた。

　アリエスがこちらに走り寄ってきて、

「ルティエラ王女がドラゴンの腹の中とは、一体、どういう事でしょうか？」

「俺にも分からん」

　ルティエラは国王と共に、北の迎げい賓ひん館かんでヴェクター王子と会談していたはずだった。その最さ中なかにドラゴンに襲われて、彼女だけが吞み込まれてしまった、という事だろうか。

　現場に居合わせていただろうヴェクター王子が噓うそを吐つくとも思えないが。

　アリエスは心配そうに、

「もし、本当なのだとしたら、知らなかったとは言え、ドラゴンを追い払ったのはまずかったかもしれませんね」

　しかし、どうも状じよう況きようが釈しやく然ぜんとしない。

　突とつ然ぜんやってきた〝海の庭国〟の王子に、突然現れたアース・ドラゴン。

　とても無関係には思えなかった。

　──それに、果たして、ドラゴンに食われても生きていられるのだろうか？

　もし本当なら、ルティエラの生存は絶望的に思える。

　考え込んでいたノエルが気落ちして見えたのか、

「大だい丈じよう夫ぶですよ。安心してください」

　アリエスが優やさしく声をかけてきた。

「何が大丈夫なんだ？」

「今回の失敗でノエル騎士が騎士でなくなっても、代わりに騎士に昇しよう格かくした私が、従騎士として雇やとってあげますから」

「……そりゃ、助かる」

「ええ。だから、気にせず、ルティエラ姫ひめを助けに行きましょう」

「……そうだな。そうするか」

　ノエルは気を取り直す。

　彼女なりに気を遣つかってくれたらしい。

　今はあのアース・ドラゴンを倒たおして、ルティエラを救い出す事に集中するべきだ。

　その時、ノエルの袖そでが誰かに引っ張られた。

　振り返ると、そこには半目でこちらを見上げる銀ぎん髪ぱつの少女がいる。

「ノエル。迎賓館に行こう」

「リゼットじゃないか。どうして迎賓館に？」

「調べもの。そこで、エスティと待ち合わせ」

　リゼットはぬいぐるみを抱だきかかえて、前を駆けていく。

　そしてこちらを振り返ると、

「はやくしな。おそいぞ」

　ふくれっ面つらになった。

「アリエス、馬を用意してくれ」

「迎賓館に行くんですね？」

「ああ、俺はリゼットを連れて迎賓館に行ってみる。アリエスは騎き士し団だんに寄って、騎士団長に報告を入れておいてくれ。ドラゴン討とう伐ばつへの組織的な対応が必要かもしれない」

「了りよう解かいしました」

　何をするにしても、ルティエラがドラゴンに吞み込まれたのなら、速度が重要になってくる。行動するなら早いに越こしたことはない。

　アリエスが近くに居た伝令兵の馬を借りてくる。

　ノエルはそれに跨またがると、

「じゃあ、迎賓館で落ち合おう。リゼット！　馬に乗っていくぞ！」

　リゼットはこちらに駆かけ寄ってきて、アリエスに持っていたぬいぐるみを渡わたした。

「これ〝凶きよう暴ぼうウサギ〟。お互たがいに会話できるようになるから、持っていきな。あと、可愛かわいがってあげて。くれぐれも」

「分かりました」

　あまり可愛くないぬいぐるみを、アリエスは抱きかかえる。

「似た者同士仲よくね」

　リゼットの言葉の意味が良く分からなかったのか、アリエスは「アッハイ」と答えた。

　ノエルはリゼットを乗せると、すぐに馬を走らせ、北にある迎賓館に向かった。




　　　　※




　王都の西にある森。

　葉を騒そう々ぞうしく揺ゆらし、木々の間を縫ぬって、箒に乗った二人が飛んでいる。

「ねえ、そろそろ、いいんじゃないかしら」

　エスティカが後ろを振ふり返る。

　そこにいるのは、金色のアース・ドラゴン。

　邪じや魔まな木を体当たりで圧へし折り、薙なぎ倒しながら、追いかけてきている。

「でも、エスティ、あのドラゴンさん、ちょっと、おっかなくなってませんかー？」

　頭頂部にある獣けもの耳みみを倒し、首を竦すくませて、前を向いたままステラが聞く。

「そう？　ドラゴンってあんなものじゃないかしら？」

「心なしか、理性を失いかけているような気がするですー」

「そうだとしたら、それはそれで興味深いわね」

　エスティカは顎あごに手をやって首を傾かしげる。

　そして、ドラゴンに向かって、

「ねえ。さっきも言ったけれど、私たちが貴方あなたを元に戻もどしてあげるわ。だから、この辺で追いかけるのを止やめてほしいのだけれど」

　アース・ドラゴンは、威い嚇かくの咆ほう哮こうで返す。

　ビリビリと空気を震ふるわせるその咆哮は、承しよう諾だくではなく、それに反した意味が込められているように感じられた。

　箒ほうきを飛ばしながらも、おっかなびっくり後ろを振り返るステラは、

「ほら、エスティ、あのドラゴンさん、よだれが凄すごいことになってますー。おなかペコペコで、もう我が慢まんできないって感じですよー！」

「でも、さっきは〝元に戻してあげるからついてきなさい〟って言葉に従ってくれたじゃない。そうでなければ、大人しく王城前からここまで連れてこれなかったでしょう？」

「でもでも」

　ステラは不安そうに、

「全然大人しくついてきてないです！　さっきとは顔つきが違ちがうですよ！　悪そうな顔になっているです！」

　エスティカは再び、後ろを振り返る。

　一心不乱にこちらを追いかけてきているアース・ドラゴンの、紫むらさき色いろの瞳ひとみはまっすぐにこちらに向けられている。

「そうかしら？　こんな顔だったと思うけれど。ドラゴンの悪そうな顔って、どんな顔なの？　どれも同じに見えるわ」

　エスティカはこんな状況でも、いつもと変わらない。

「絶対に、話なんて通じないと思うですよー！」

　珍めずらしくステラがやきもきしていた。

「大丈夫、私に任せなさい。声が届いてないだけに決まっているわ」

　エスティカは後ろに大きく手を振りながら、

「そこのドラゴン、止まりなさーい」

　それほど大きくもない声で話しかける。

　それが彼女の精いっぱいの声のボリュームのようだ。

　アース・ドラゴンは、「カッカッ」と、鋭するどい歯を嚙かみ合わせて打ち鳴らす。

「ほら、エスティ、ドラゴンさんに笑われたですよー！」

　涙なみだ目めになっているステラに、

「あれは、笑っているのではないわ」

　エスティカは神しん妙みような顔で答える。

「ドラゴンの歯は、素す早ばやく嚙み合わせることで、火打ち石の代わりになるの。それで、空気と身体からだの中にあるガスと合わせて──」

　アース・ドラゴンが、スッと大きく息を吸い込んで、再び、「カッカッ」と、鋭い歯を打ち鳴らした。

「炎ほのおのブレスを吐くのよ」

「そういうことは早く言って欲しいです！」

「炎のブレスを吐くのよ！」

「早口ではなくて、タイミング的な意味で、ですー！」




　アース・ドラゴンが吐く、灼しやく熱ねつのブレスがエスティカたちを背後から襲おそった。




　　　　３




「どうやらここを通ったようだね」

〝海の庭国〟のヴェクター王子が馬を止める。

　目の前にある森には、木々が薙ぎ倒された痕こん跡せきが生々しく残っていた。

「まさか、ドラゴン狩がりが出来るとは思わなかったよ。国に帰った時には、とっておきの自じ慢まん話になるな」

　ヴェクターは嬉うれしそうに語りかけてきた。

「……倒せればの話です」

　国王親衛隊の騎士長、セリオン・アースキンは、そんなヴェクターを一いち瞥べつして答えた。

　セリオンとヴェクターの後ろには、〝海の庭国〟の百騎きに及およぶ近この衛え騎士団と、それと同数程度の国王親衛隊の騎兵が並んで待機していた。

　ルティエラ王女がドラゴンに吞のみ込まれたと聞き、セリオンは集められるだけの騎兵を集めて、即そく席せきの討伐隊を組織したのである。

　──だが。

　ヴェクターに付き従う、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しのドロテアが桜色の唇くちびるを歪ゆがませて、

「セリオン騎士長の魔ま法ほう剣けんは、飛ひ竜りゆうをも落とすとお聞きしましたわ。是ぜ非ひともその腕うでを拝見させて欲しいものですわね」

　辺りに薔ば薇らの香かおりを振りまきながら微笑ほほえんでくる。

　──どうにも気に入らない。

「ははっ、それは楽しみだ！　どうだ、セリオン。俺とどちらが先にドラゴンを倒せるか、勝負と行こうじゃないか。実は、俺も魔法剣を持っている」

　ヴェクターは白い歯を見せて、腰こしに差した豪ごう華かな装そう飾しよくが施ほどこされた片手剣を自じ慢まん気げに引き抜ぬく。刃やいばに美しい波は紋もんの浮うかぶ見事な剣だった。

「どうだ。見事な剣だろう。いくらお前の騎士剣が凄くても、ドラゴンの腹から、姫を救い出す栄光は譲ゆずれないな」

　──本当にルティエラ王女は、ドラゴンの腹の中にいるのだろうか。

　セリオンは彼女がドラゴンに吞み込まれた瞬しゆん間かんを見ていない。

　迎げい賓ひん館かんが揺れる程ほどの騒そう音おんを聞きつけて、会場の扉とびらを開けたら、金色のアース・ドラゴンが破は壊かいされた壁かべの向こうに居た、それを見ただけだ。

　そこで、ドロテアから「ルティエラ王女がドラゴンに吞み込まれた」事を告げられたのである。ヴェクター王子とエルヴィン国王、それから、グスコー大臣も、建物が破壊された衝しよう撃げきで気を失ったらしく、その場面は見ていない。

　ただ、ドロテアだけが、その場面を見て、そう言っている。

　しかし、そんなに都合よく、男ばかりが気絶するだろうか。

　そもそも、座っている位置が違うのに、全員の頭に破は片へんが降り注いで、全員同じように気絶した、というのには無理がある。

　それになぜ、ドラゴンはルティエラ王女だけを食ったのか。

　距きよ離りでいえば、壁に一番近かったのはエルヴィン国王である。

　女を狙ねらったというのであれば、ドロテアも襲われていたはずだが、彼女はかすり傷一つ負っていない。

　王女一人食って、ドラゴンが満足した、とでもいうのだろうか。

　さらには、ヴェクター王子が来たタイミングで、ドラゴンが突とつ然ぜん現れた事もおかしい。

　疑わしい点はいくらでもあった。

　──やはり、気に入らない。

　ルティエラ王女が食われたのだとしたら、もう死んでいるに違いない。

　それなのに、ドラゴンを倒たおして、その腹の中から姫ひめを救い出す、などという夢物語を、ヴェクター王子は、本気で信じているようだ。

　──噓うそつきと馬ば鹿かだな。

　セリオンが討とう伐ばつ隊を組織したのは、ドラゴンを倒す為ためであり、ルティエラ王女を救い出す為ではない。

　自分にできる事は、ドラゴンを倒す事だけだったからである。

　他ほかに取れる選せん択たく肢しもなかった。

　──今はあのアース・ドラゴンを倒す。

　そして、もし、ドラゴンを召しよう喚かんしたのが、ヴェクター王子たちだと分かれば、彼らの亡なき骸がらをルティエラ王女の墓前に供える。

　それが国王親衛隊の騎き士し長として、王女を守る事が出来なかった自分の、せめてもの償つぐないだと考えていた。

　その時、眼前の森に火の手が上がった。

「おお、ドラゴンが炎を吐はいたぞ！　あそこだ！　あそこにドラゴンがいる！」

　ヴェクターが子供のようにはしゃいでいる。

　セリオンは瞳を細めて、

「……炎のブレスを吐くとなれば、森の中は不利です。火に囲まれてしまう。とすると、ここから北の平野にまで誘おびき出し、そこで隊列を組んで待ち構えるのが良いかと」

　ヴェクターは同意して頷うなずく。

「やはり、胸が躍おどるな。狩かりは追いこんでいる時が、一番楽しい。ドラゴンを追う機会などそうあるものではないからな。我が近衛騎士団の追い込みをお見せしよう」

「……では、お任せします。残った者と、我ら国王親衛隊で、北の平野に展開し、森から出た所でドラゴンを迎むかえ撃うちます」

「分かった。では、ドラゴンを追い込む者を集つどう。我こそはという者はいるか！　見事、職務を果たせば、褒ほう美びをとらせるぞ！」

　ヴェクターは近衛騎士団に声をかけた。

　ドラゴンを狩るのは、鹿しかやイノシシを狩るのとはわけが違うだろうに。

　──一体、どれだけの者が死ぬだろうか。

　セリオンは考える。

　利用できるものは利用する。

　盾たてに出来る駒こまは多いに越こした事はない。




　　　　※




　迎賓館は半はん壊かいしていた。

　セリオン・アースキンはそこに少数の国王親衛隊の兵士を残して、ドラゴン討伐に行ったようだ。ノエルは入り口に居た兵士に、セリオンから現場調査を命じられた事を告げて、中に通してもらった。

　元々、ノエルは国王親衛隊出身であり、セリオンの親族である事は周知の事実だったので、兵士は何の疑いも持たなかったようだ。

　──利用できるものは利用する。

　それがアースキン家の家訓である。

　だから、セリオンがこの事を知っても、何も言わないだろう。

「いい仕事した。ノエルを呼んだのは、この為だけ」

　それをリゼットは身も蓋ふたもない言い方で褒ほめてくれた。

　会場の扉を開くと、中は料理やテーブルがひっくり返り、散々な状態だった。

　外側の壁も天てん井じようも大きく崩くずれている。

　ドラゴンが外から壊こわしたらしい。

「……いや、おかしいぞ」

　ノエルは壊れた壁の近くまで寄った。

　建物の二階にある会場は、ドラゴンの頭の位置に近い。

　体当たりでもすれば、天井と壁を崩す事は出来そうだ。

　しかし──。

　崩れた壁から外を見る。

「瓦が礫れきが全部、外に落ちているな」

　部屋の中は色んな物がひっくり返っていたが、目立って大きな瓦礫は落ちていない。

　これだと──。

「まるで、中から壁を壊したみたいだ」

「たぶん、そうだよ」

　リゼットは背負ったリュックサックの中から、イヤーカフスを取り出して自分の耳につけた。

「どういうことだ？」

「そのままの意味」

「あのドラゴンはこの部屋の中で召喚された、ということか？」

「ブブー。残念」

　リゼットは床ゆかに落ちていた白とライトブルーのドレスを拾い上げる。

　そのドレスは引き裂さかれたようにズタズタになっていた。

「〝探知デイテクト〟」

　ブツブツと何やら呪じゆ文もんを唱えながら、リゼットがドレスに耳を当てると、

「ん。これ、ルティエラのドレスだ」

「どうして、王女のドレスがそんな所に？」

「しっ」

　口元に人差し指を当てて、リゼットに窘たしなめられる。

　彼女は魔ま法ほうで物に残された過去の音を聴きく事が出来るが、それは耳を澄すまさなくては聞こえない程度の音らしい。

　ノエルはリゼットに近づいて、邪じや魔まをしないように、ルティエラのドレスを見てみる。

　この会場にいたのは、エルヴィン国王、グスコー大臣、ルティエラ王女に、それから、ヴェクター王子と、宮廷魔術師のドロテアだけだと聞いていた。

　ドロテアはこんなドレスを着ないだろうから、やはり、これはルティエラのドレスなのだろう。

　──でも、血がついていない。

　引き裂かれてはいるが、血で汚よごれた痕こん跡せきが全くなかった。

　ドラゴンに丸まる吞のみされたのであれば、ここにドレスがあるのはおかしいし、爪つめで引き裂かれたり、嚙かみつかれたりしたのであれば、ドレスは血に染まっているはずだ。

　という事は、つまり──。

「あのドラゴンは、ルティエラっぽい」

　ドレスから耳を離はなして、リゼットが頷いた。

「……えっ？」

　心を読まれたかと思った。

「このドレスから、女の人の声で〝変身〟の呪文が唱えられたのが聞こえた。ルティエラの声じゃない。その後も、女の人は何か喋しやべってる。だから、〝変身〟したのはその人じゃない。何を言ってるかまでは、わかんないけど」

「〝変身〟？　姿を変えられる魔法があるのか？」

「うん。あるよ。〝変身〟の魔法。動物の姿に〝変身〟する。あのドラゴンは、元人間」

　城下町に突とつ如じよ現れた、アース・ドラゴンの正体は〝変身〟で姿を変えた人間。

「もしかして、リゼットが聞いた女の人の声って──」

「この声のトーンはさっき聞いた。あの白いローブの女の人」

「ヴェクター王子の隣となりにいた、宮廷魔術師のドロテア？」

「その人。間ま違ちがいない」

　──ドロテアに〝変身〟の魔法をかけられて、ルティエラがドラゴンにされた。




「やっぱりそうだったのね」




　空から声がして、箒ほうきに乗った二人が降りてきた。

　ステラとエスティカである。

　二人とも何だか煤すすで黒く汚れていた。

　エスティカはいつも真っ黒なので、顔まで汚れて、もはや黒い影かげのようになっている。

　どうやらドラゴンには食べられずに帰ってこられたらしい。

　ノエルはエスティカに視線を向けて、

「やっぱりそうだったって、エスティカはあのドラゴンがルティエラ王女だって気づいていたのか？」

「いいえ。そこまでは分かっていなかった」

　箒から降りたエスティカは、ハンカチを取り出して顔を拭ふいた。

「はわー。酷ひどい目にあったです……三回くらい焼け焦こげたと思ったです」

　ステラも同じように顔を拭いて、フルフルと頭を振ふる。

　──ドラゴンに炎ほのおのブレスでも吐かれたのだろうか。

　その手にある箒も炎にさらされたらしく、少しみすぼらしい姿になっていた。

　エスティカはハンカチをしまうと、

「ルティエラ王女かどうかは、分からなかったけれど、誰だれかが〝変身〟の魔法でドラゴンになった可能性が高いとは考えていたの。ほら、この間の〝連続落書き事件〟。あの時に盗ぬすまれたのが、ステラが研究していた〝変身〟に関する魔ま導どう書しよだったから」

　ステラが申し訳なさそうに頭を深く下げる。

「そのせつは誠まことにすみませんでしたです。こんなことになったのも、私のせいでして。私があんな研究をしていなければ、ルティエラちゃんもですね──」

　エスティカが、頭を下げたままの襟えりをがっしりと摑つかんだ。

「ニャン！」

　そして、悲鳴を上げるステラの、頭を上げさせる。

「顔をあげなさいステラ。貴方あなたは何も悪くないわ。盗んだ奴やつが悪いのよ」

「でもでも」

「しっかりしなさい。悔くやんでいる暇ひまはないでしょう？」

「はいぃ……」

　それでも、ステラの頭頂部に生えている獣けもの耳みみはペタンと垂れており、相当参っているように見えた。

　ノエルは口元に手をやって、

「盗まれたのは〝変身〟の魔導書か。それで、誰かがドラゴンに〝変身〟したと考えたのか？」

　エスティカは頷いて返す。

「その通りよ。まだ、分かりやすくて良かったわ。ドラゴンなんて、そうそう拝めるものじゃないし。突とつ然ぜん、城下町にやってくるなんておかしいもの。だから、リゼットに、いつ、誰が、ドラゴンに変わったかを調べてもらう必要があったの。そして、ドラゴンが最初に現れたのがここだった」

　警けい戒かいしていたおかげで、いち早く気付けたのが幸いだった。

　もし、エスティカたちが気付かなかったら、アース・ドラゴンになったルティエラと王城前広場で戦っていたかもしれない。

　あの〝連続落書き事件〟は、犯人が不明なままで未解決であり、何かが起きるかもしれないとは思ってはいたものの、よもやここまでの大事件に発展するとは全く想像していなかった。どうして、〝誓約の魔術師〟が事件に関かかわると、毎回、国家規模の問題事件になるのだろうか。

　そこでハッと気づいた。

「……確か、ヴェクター王子の近この衛え騎き士し団だんと国王親衛隊が協力して、ドラゴン討とう伐ばつに向かっているんじゃないのか？」

「そうね。討伐隊が居たのは確かく認にんしたわ。まだ交戦はしていなかったけれど」

　──おいおい。冗じよう談だんじゃないぞ。

　ルティエラを守るべき国王親衛隊が、彼女の討伐に向かうなんて、洒落しやれにならない。

「早く止めなければ、ルティエラ王女が殺される。王女を元に戻もどす方法はあるんだよな？」

「それは私がなんとかします！」

　ステラが白い獣耳をピンと立てて、グッと拳こぶしを握にぎる。

「命を懸かけてでも、ルティエラちゃんを元に戻してみせるです！」

　エスティカは銀色の杖つえを手にして、

「とにかく今は急いで、ルティエラ王女の元に向かいましょう」

　ノエルはリゼットにアリエスと通話をつなげてもらうように頼たのんだ。

　ひとまず、西の城門で落ち合って、討伐隊のいる場所に向かう事にする。

　エスティカとステラは空を飛び、リゼットはノエルと共に馬に乗る事になった。

「じゃあ、道すがら、少し昔の話をするわ」

　エスティカは懐なつかしそうに瞳ひとみを細めて、

「知っておいてもらった方がいいと思うから」

　過去の話を語り始めた。




　　　　※




　その少女には名前がなかった。

　物心ついた頃ころにはもう、老ろう婆ばの使用人として働いていて、「お前」とか「あんた」と呼ばれていたので、それが自分の名前だと思っていた。




　町から遠く離れた森の中。

　少女は老婆と二人で暮らしていた。

　炊すい事じ、洗せん濯たく、掃そう除じ、生活に関わる雑用は、全すべて少女がこなした。

　老婆は終始部屋に閉じこもっていて、それらの雑用には一いつ切さい関わらない。

　しかし、家事全ぜん般ぱんを請うけ負う事は、少女にとって大した苦にはならなかった。それをするのが当たり前に育ったし、腰こしの重い老婆がするよりは、若い自分がやった方が手っ取り早い。特に、掃除は性しように合っていて、むしろ自分から進んで行った。

　古い家が清潔に保たれ、物が収まるべき所に収まって整理された状態になる事に、少女は喜びを感じてさえいた。

　老婆との関係も悪くはなかった。

　そもそも、少女と老婆は必要な時しか、関わりを持たない。

　老婆が少女を虐しいたげる事もなかったし、顔を合わせるのは食事の時か、二人で町に買い出しに行く時くらいだった。その時ですら、老婆が少女に何か雑用を言いつける事がなければ、会話らしい会話をしなかった。

　町に行くと、老婆は自分の作った道具を売って金に換かえ、それで食料などを買って戻る。

　少女と老婆が行動を共にするのは、その時だけだった。




　それでも、老婆は少女に最低限の読み書きを教えてくれた。

　それは老婆の優やさしさというよりは、単に不便だったからだろう。

　少女が一通りの読み書きができるようになると、老婆は一冊の絵本を買い与あたえた。

　それは、箒に乗った少女が空を飛んで様々な町に行くという内容の絵本だった。

　老婆から与えられた最初の贈おくり物であり、最後の贈り物でもあった。

　少女は家事の合間、暇があれば、その絵本を読んで過ごした。

　主人公である女の子の喋り方を真似まねし、出てくる国や世界に思いを馳はせた。

　少女の人生は、絵本を読み、家事をする、それの繰くり返しだった。

　だが、少女はそれに何の不満も抱いだかなかった。




　やがて、少女が成長すると、老婆は自分の仕事を手伝わせるようになった。

　歳としをとった老婆は身体からだを病やみ、動きが悪くなったせいである。

　町に行く事が出来なくなり、老婆の作った物も少女に売らせるようになった。

　その頃には、少女は老婆の作っている物が、魔ま法ほうを使う為ための魔導具である事が分かっていた。老婆が町では魔術師ウイザードと呼ばれる存在である事も分かっていた。

　そこで、老婆は自分の仕事を手伝わせる為に、少女に〝古代ル魔法ー文字ン〟の知識を与えた。老婆にしてみれば、手伝いを効率よく行わせる為であったが、少女にとって、それは生き方や考え方が変わるくらい大きな出来事だった。

　最初はただ、何も分からず手伝っていた少女だったが、次し第だいに何をしているのか、分かってくるようになったのである。そして、どうすればよいのか、分かるようになった。少女は家事をし、絵本の代わりに魔術書を読むようになり、老婆の魔導具作製を手伝った。

　知らず知らず、少女の魔術師としての素養が育はぐくまれていった。




　老婆は色んな魔導具を作っていたが、一つ、生しよう涯がいの目標にしている魔法があるらしかった。

　それは、自分の姿を変える事が出来る〝変身〟の魔法である。

　その魔法を完成させる為だけに、老婆は人生を費ついやしていたのだ。




　そんな生活が続く中、老婆の身体が日に日に悪くなっていった。

　魔導具を作る事が出来なくなり、お金が底をつく。

　生活は困こん窮きゆうした。

　ろくな食事も用意できず、老婆の具合は悪くなるばかりだった。

　少女は考えた。

　自分がお金を稼かせがなければならないと。

　しかし、少女にはまだ、一から魔導具を作るだけの知識はない。

　だから、少女は老婆が作った未完成の魔導具を自分で完成させる事にした。

　すなわち、〝変身〟の魔導具である。

　彼女は未完成の魔導具をこっそり老婆の自室から持ち出して、改良を加えた。

　老婆に比べて歳若い少女は、発想や集中力といった面で勝まさっていた。

　どうすれば完成するのか、それを口にすれば、老婆の自尊心を傷つける事が分かっていたので、今まで口にこそ出さなかったが、この時すでに、少女には、魔法を完成させるロジックが頭の中に存在していたのである。

　長年、魔術師である老婆の手伝いをしていた少女には、この時すでに魔術師と言ってもいいほどの知識が蓄たくわえられていた。




　少女は自分が完成させた〝変身〟の魔導具を持って町に出かけた。




〝変身〟の魔導具を売る事は出来ない。

　それは老婆が生涯を費やした研究であり、結果だったからだ。

　それに、〝変身〟の魔法には欠点があった。

　人間の姿にはなれず、動物の姿にしか変われないのである。

　老婆が意図したものかどうか分からなかったが、元々そういう作りになっているので、少女にはどうしようもなかった。

　それらの事から、少女は迷いに迷って盗ぬすみに入る事に決めた。

　手っ取り早くお金を手に入れる為には、それしかないと考えたのである。

〝変身〟の魔導具を使って、少女は〝変身〟する。

　見事に少女は、白い猫ねこの姿に変わった。

　誰だれもその猫を見て、少女だと分かる者などいない、完かん璧ぺきな〝変身〟であった。

　猫になった少女は、高価な宝石を売る店に忍しのび込み、その中でも一ひと際きわ目立って輝かがやく首くび飾かざりを口に咥くわえて、外に出た。

　盗みを働くという行こう為いの後ろめたさに、少女は頭の中が一いつ杯ぱいだった。

　それ故ゆえに、少女は初歩的で、単純で、浅はかなミスを犯おかした事に、全く気付かなかった。

　少女は元の姿に戻れなくなっていた。

　なぜなら、猫である少女には、元に戻る呪じゆ文もんが唱えられない、からである。

　白い猫である少女は、〝変身〟の魔導具と、きらびやかな首飾りを前に途と方ほうに暮れた。

　口に咥えられるのはどちらか一つ。

　元の姿に戻る希望か、生きて行く為のお金か。

　少女は、選ぶしかなかった。




　猫の姿のまま、町を出て森を駆かけ、老婆の住む家に辿たどり着いた。

　扉とびらを開け、部屋に入り、咳せき込む老婆の前に、尻尾しつぽを下げながら近づく。

　そして、口に咥えた物を床ゆかに置いた。

　物音に起き上がった老婆は、床に置かれた首飾りと白い猫と、自分の作っていたはずの未完成な魔導具が無くなっている事に気付いた。

「……愚おろか者め」

　そう呟つぶやくと、老婆はベッドから降りて、猫を抱だきかかえる。

「ニャア」

　白い猫はただ悲しげに鳴いた。




　老婆はそれから、一いつ切さいの食事を取る事なく、寝ねる事もなく、分厚い魔術書をめくり、研究に没ぼつ頭とうした。白い猫になった少女には、一言も声をかけなかった。

　少女がいなくなった事も、目の前にいる猫の事も、全く眼中にないといったようだった。

　老婆はただ、今まで通り、魔導具を作っていた。

　少女にとって、老婆は母親といってもいい存在だった。

　だから、叱しかって欲しかったし、あわよくば、慰なぐさめても欲しかった。

　でも、老婆にとって少女は、娘むすめではなかった。

　ただの使用人であり、研究の助手でしかなかった。

　いなくなれば、それで終わり。

　それが分かって少女は哀かなしんだ。

　しかし、行く当てもない少女には、家を出ていく事も出来ず、ただ、猫の姿で家の中をうろつく事しか出来なかった。




　ある日、家の扉が激しく開かれ、鎧よろいを身に着けた兵士たちが入って来た。

「ようやく見つけたぞ！　〝ルルイエの魔ま女じよ〟め」

　先頭に立った、一際、目立った鎧を着た人が叫さけんだ。

　少女は驚おどろいて、老婆の自室へと飛び込んだ。

　老婆は部屋に鍵かぎを掛かけて、

「毛布の中に入ってなさい」

　少女にそう声をかけた。

　そして、老婆は杖つえを手に取ると、何やら呪文を唱え始める。

　少女は毛布に潜もぐり込んで恐きよう怖ふに震ふるえた。

　扉が激しく叩たたかれる。

「……あたしには、これが限界だ」

　詠えい唱しようを終えて、老婆はそう呟いた。

　兵士が部屋に雪崩なだれ込んでくる音が聞こえた。

「盗んだ首飾りはあるな？」

「ああ、そうだよ。ここにある」

「長年の違い法ほうな魔導具売買も認めるか？」

「勿もち論ろんさ。生きて行く為に、あたしが売ったんだ」

　猫である少女は、何も言えなかった。

　自分が盗んだという事さえも言えなかった。

　老ろう婆ばが連れていかれる音がする。

　何もできない少女は、ただ震えている。

「あんたは、その姿で生きて行くんだ」

　老婆がポツリと呟く声が聞こえた。

　それが、少女が最後に聞いた老婆の言葉だった。

「お手て柄がらだったぞ。黒衣の魔女」

「魔女じゃないわ。魔術師よ」

　部屋から人が出ていく。

　しかし、一人、コツコツと足音をたてて、こちらに向かってくる者がいた。

　毛布がめくられる。

　少女は絶望に身を竦すくませた。

「貴方あなた、名前は何て言うの？」

　毛布をめくったのは、銀色の杖を持った黒衣の少女だった。

　しかし、猫である少女には何も答えられない。

「ねえ、お名前を聞かせて頂ちよう戴だい」

「……あんた」

「あんた？　それは名前じゃないわね」

「……じゃあ、名前はありません、です」

　不思議と少女の言っている事が、伝わるようだった。

「まるで、捨て猫みたいに震えているのね」

　自分は捨て猫みたいなものだと少女は思う。

「素すっ裸ぱだかで毛布にくるまってないで、出ていらっしゃい」

　少女はベッドから降りる。

　人間の足が見えた。

　少女は自分の手を見る。

　人間の手があった。

　少女は驚いた。

　まるで、自分は人間のようだった。

「そう。猫の耳だけは残ってしまったのね」

　黒衣の少女は残念そうに睫まつ毛げを伏ふせる。
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「いいわ。私が名前をつけてあげる。そうね、ステラ・キャット。それでいいかしら。悪いようにはしない。私について来なさい」

　そこで、ステラはようやく、老婆が自分にしてくれた事に気付いて、泣き崩くずれた。




　それが、エスティカ・ルルイエと名も無き少女だったステラの出会いだった。




　　　　※




　城下外の西。

　ノエルと合流したアリエスが馬を走らせる、その上空でエスティカは語った。

　そして、箒ほうきを操あやつるステラの獣けもの耳みみを、無表情なまま、後ろからワシワシと摑つかむ。

「ニャーン！」

　ステラは悲鳴に近い声を上げる。

「この猫耳は〝変身〟の魔ま法ほうが完全に解けなかったせいなの。だから、ステラはずっと、元の姿に戻もどる為ために〝変身〟の魔法を研究してきた。元に戻す方法は、誰よりも、ステラが一番良く知っている」

　エスティカはステラの獣耳から手を離はなす。

「〝変身〟の魔法は、とてつもなく高度な魔法よ。元に戻せるとは限らない。失敗すれば、ステラのように中ちゆう途と半はん端ぱな形で姿が固定される事にもなるわ。それだけに、ステラにとっては恐怖でしょうね」

　──意外な事実だった。

　隣となりで馬を操るアリエスが驚いた顔で、

「あれは、特異な嗜し好こうを持った男性の好みを突つく為の、魔法で動く耳みみ飾かざりだとばかり思ってました。自前だったんですね」

　ノエルの前に乗せているリゼットが、

「あればいいのにね。そんなの。アリエスにも似合うと思う」

「ええ、私にも似合──いませんよ」

　自分の想像に照れたようで、アリエスは顔を赤くして答えた。

　エスティカは薄うすく微笑ほほえむと、

「それでも、ステラは〝変身〟を解くと言っているわ。だから、ノエル・アースキン。助けてあげて頂戴ね。私の時のように」

　エスティカは自分が作った魔導具が、悪用される事に良心の呵か責しやくを感じている。

　ステラもまた、同じなのだろう。

「俺に出来る事なら、何でもするさ」

　ノエルは、エスティカに何かしてやれたようには思っていない。

　それでも、助けになれたら、とは思う。

「頼たのむよ。変な騎き士し」

　リゼットがノエルの胸に後頭部をゴンとぶつけてきた。

「おう」

「終わったら皆みんなでクレープ食べるんだ。カタリナのクレープ。ノエルのおごりで」

「……なんで」

「それでハッピーエンド。出来る事は何でもするって言った」

　リゼットはエスティカの真似まねをして、クククと喉のどを鳴らした。

「ノエル騎士！　討とう伐ばつ隊がいました！」

　アリエスが指し示す北の平野に、騎き兵へいたちが展開しているのが見えた。




　　　　４




　槍やりを構えた騎兵たちは森に向かって弧こを描えがくような隊列で待ち構えている。

　森からドラゴンが出てきた所を包囲するつもりなのだろう。

　まだ戦せん闘とうは始まっていない。

　どうやら間に合ったようだ。

　隊列の中央辺りに、セリオンとヴェクター王子、それから、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しのドロテアが、馬に乗っている姿が見えた。

　ノエルが近づくと、近くに居た騎兵たちがこちらを止めにやってくるが、

「……通していいぞ」

　セリオンの一声で、近づく事を許される。

「お前は確か、ノエル・アースキンと言ったな。また、邪じや魔まをしに来たのか？」

　好こう奇き心しん丸出しの様子でヴェクターが馬を寄せてくる。

「お願いがあって来ました」

　ノエルは馬から降りて、胸に手を当てて敬礼する。

　アリエスもそれにならう。

「あのドラゴンはルティエラ王女です。直ちに討伐を止やめて下さい」

　ノエルの言葉にヴェクターは訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめた。

「何を言っている。ルティエラ王女は、ドラゴンに吞のみ込まれたんだ。今、それを助け出そうとしている所じゃないか」

　エスティカたちも空から降りてきて、

「違ちがうわ。このドレスに見覚えがあるでしょう？」

　持ってきていたルティエラの引き裂さかれたドレスを見せた。

「ルティエラ王女の着ていた服よ。もし、吞み込まれたのだとしたら、これもあのドラゴンの腹の中にあるはずじゃない？　わざわざ、ドレスを引き剝はがしてから、素っ裸にして吞み込むなんて事はしないでしょうから」

「似たようなドレスなど、いくらでもあるだろう」

　ヴェクターは全く取り合おうとしなかった。

　確かに、ドレスだけでは、証しよう拠ことして足りないかもしれない。

　リゼットの魔法は、彼女の言葉を信じてもらわなくてはならず、これも証明が難しい。

　宮廷魔術師のドロテアは、桜色の唇くちびるを微笑ませてこちらを見ている。

　しかし、彼女はステラに視線を向けた後、フードを頭に被かぶせて、顔を隠かくした。

　──魔導書を盗ぬすんだ事に負い目でも感じているのだろうか？

　そんな事を気にするような人物には思えないが。

　セリオンが馬を降りてこちらにやってくる。

「……あのドラゴンがルティエラ王女だと言ったな？　どういう事か説明しろ」

　鷹たかのように鋭するどい瞳ひとみで、ノエルを見た。

「ルティエラ王女は、そこにいる宮廷魔術師のドロテアに〝変身〟の魔法で、ドラゴンに変えられたんだ。引き裂かれたドレスに血がついていないのは、身体からだが巨きよ大だい化して、内側から破れたせいだと思う」

　聞き捨てならなかったのか、ヴェクターが会話に割り込んでくる。

「馬ば鹿かな事を言うな。そんな魔法など聞いた事もない。ドロテアがルティエラ王女をドラゴンに変えたという証拠でもあるのか？」

「ありますよー！」

　ステラが白い猫ねこ耳みみをピンと立て、拳こぶしを握にぎって、

「私から盗んだ魔導書を持っているはずです！　表紙はピンク色で、肉球のスタンプが押してあって、見れば一発で分かりますー！　ドラゴンへの〝変身〟の仕方や、ちゃんと、私の名前も書いてあります！　あと、それから、〝変身〟の魔導具があるはずですー！　これは、今も誰だれかが持っているです！」

　いつもより早口な彼女は、どうやら怒おこっているらしかった。

　自分の研究成果が悪用されたのだから、無理もないかもしれない。

　ヴェクターはドロテアに顔を向けて、

「俺はそんなもの見たことがないな。ドロテア、君は持っているのか？」

「いいえ」

　彼女は端たん的てきに答える。

　相手は隣りん国ごくの国こく賓ひんだ。

　持っていないと言っている以上、強ごう引いんに所持品や衣服の中を調べるのは難しい。

　ヴェクターは不満そうに、

「そもそも、なぜ、ルティエラ王女をドラゴンに変えなくてはならないのだ。殺すつもりであれば、もっと手早い方法があるじゃないか」

「だって、その方が、ドラゴン狩がりを楽しめるじゃない」

　エスティカはクククと悪い笑えみを浮うかべる。

　その言葉に、ヴェクターはあからさまに不ふ機き嫌げんになった。

「なんだ、この魔女は失礼だぞ」

「魔女じゃないわ。〝誓約の魔術師〟よ」

　エスティカは、いつものように返す。

　セリオンはそんなエスティカを一いち瞥べつした。

「……それで、ドラゴンに変わった王女をどうする気だ？」

「〝誓約の魔術師〟の名に懸かけて、ドラゴンを元の姿に戻すと誓ちかうわ。そうすれば、あのドラゴンがルティエラ王女だという、他ほかならぬ証明になるでしょう？」

　エスティカはスカートの裾すそを摘つまんで、恭うやうやしく頭を下げる。

　それを聞いたセリオンは、珍めずらしく口の端はしを吊つり上げて笑った。




「ドラゴンが来ます！」




　騎兵が森の中から追い立てられるように飛び出してきた。

　地じ響ひびきと共に木立を揺ゆらし、森の中から、金色のアース・ドラゴンの姿が現れる。

「馬鹿な。十騎きは中に入ったはずだ！」

　ヴェクターは慌あわてた様子で馬から降りる。

　しかし、追われる騎兵は一人だった。

　森の中から現れたドラゴンは、城下町に居たドラゴンと違って見えた。

　あの時は、大人しかったが今は違う。

　木々を圧へし折って、こちらに突とつ進しんしてくる様は、凶きよう暴ぼうで凶きよう悪あくだった。

　まるで、飢うえた野生の獣のようだ。

「ルティエラ王女の意識はもうないのか？」

　ノエルがエスティカに聞くと、

「ええ。声をかけてみたけれど、その時にはもうあんな風になっていたわ。ドラゴンという、凶暴な生物に〝変身〟してしまった弊へい害がいかもしれないわね」

　ドラゴンになったとはいえ、中身はルティエラなのだから、ヴェクターたちさえ止めれば、穏おん便びんな形で元に戻もどせるかもしれないとノエルは考えていた。

　しかし、そう簡単にはいかないらしい。

　ヴェクターが腰こしの剣けんを引き抜ぬいて、騎兵隊より前に出る。

「包囲陣じん形けいを崩くずすな！　あれは俺が止める。魔ま法ほう兵、用意しろ！」

　黒いローブを身に纏まとった数人がヴェクターの隣に立った。

　彼らは木の杖つえを手に、呪じゆ文もんを詠えい唱しようし始める。

　ノエルはヴェクターの前に出て、

「ここは俺たちに任せてください！」

　両手を広げて止める。

　アリエスもこちらに来ようとするが、

「手を出すな、アリエス！　〝海の庭国〟の王子だぞ」

　彼女が〝震電〟でヴェクターを気絶させてしまったら大変な事になるだろう。

　それはアリエスも分かっているだろうが、万が一という事がある。

「邪魔をするな。ノエル・アースキン！」

　ヴェクターは問答無用とばかりに、剣で斬きりつけてきた。

　ノエルは慌てて、小剣シヨートソードを引き抜き、受け止める。

「王女がドラゴンになるわけがないだろう！　貴公は俺の邪魔がしたいだけじゃないのか！　何が気に入らないんだ！」

　ヴェクターは続け様に、剣を振ふるってくる。

　ノエルはそれを全すべて剣で受け止めた。

　勿もち論ろん、こちらから攻こう撃げきなど出来ない。

　感情の赴おもむくまま振り下ろされる剣を、ノエルは受け止め続けた。

「元に戻せると言っているんです！」

「フン」

　不意にヴェクターは攻撃を止める。

「ドラゴンがもうそこに来ている。まずは、止めなければ、我が隊が蹂じゆう躙りんされてしまうだろうが」

　剣を構えたまま、ノエルは一いつ瞬しゆん背後を振り返った。

　アース・ドラゴンは、すぐそこまで迫せまってきている。

　確かに、あの勢いは、止めなければならない。

　だが、ドラゴンを殺そうとしているヴェクターには任せられない。

　一人の魔法兵が詠唱を止め、

「王子、行けます」

　ヴェクターは頷うなずく。

「やれ」

「〝水ウオーター柱・コーラム〟！」

　魔法兵たちは木の杖を高くかざすと、一いつ斉せいに呪文を唱えた。

　ノエルの後ろに、巨大な球形の水の塊かたまりが発生する。

　──一体、何をするつもりなのか。

　注意がそれたその瞬しゆん間かん、ヴェクターが踏ふみ込んで、ノエルに重い一いち撃げきを繰くり出してきた。

「くっ！」

　咄とつ嗟さに横に跳とび、身体を捻ひねって、それを剣で受け止める。

　ノエルを押し退のけた形で、ヴェクターは前に駆かけた。

　そして、水球に自分の剣を差し込むと、

「〝凍結フリーズ〟！」

　呪文を唱えた。

　水の塊から氷柱が生まれ、それは剣けん先さきから斜ななめ上方へと、まっすぐに伸のびていく。

　さながら、氷の槍やりのようだった。

　こちらに疾しつ走そうするアース・ドラゴンを、鋭く尖とがった氷の槍が迎むかえ撃うつ。

　ドラゴンもそれに気づき、止まろうとするが勢いを殺しきれない。

　氷の槍は、アース・ドラゴンの胸へと伸びていき、

　──貫つらぬかれる！




「〝斬空スラツシユ〟！」




　氷の槍は途と中ちゆうで切断され、ドラゴンの胸に届く前に、勢いが止まる。

　アース・ドラゴンは動きを止めた氷の槍を、勢いそのままに頭の角を使って砕くだいた。

　そこで足を止め、周囲に向かって雄お叫たけびを上げる。

　──止まった事は止まったが。

　氷の槍の側面に回り込んで、剣を振るったのはセリオンだった。

　彼の騎き士し剣けんは、飛ひ翔しようする竜りゆうをも切り裂さいて落とす事が出来るという。

　空を切り裂く見えぬ斬ざん撃げき。

　それが氷の槍を斬きったのである。

「セリオン騎き士し長、お前まで、何を考えている！」

　ヴェクターは氷柱から剣を引き抜いて、怒いかりを露あらわにした。

　セリオンは騎士剣を収めると、

「……王子は止めると仰おつしやいました。しかし、あれでは、ルティエラ王女が殺されてしまう。それでは困る。我らは国王親衛隊。王族を守るのが職務です」

　そして、ノエルに視線をやる。

「……早く元に戻せ。戻せなければ、ドラゴンは討伐する。ヴェクター王子も、待ってくださるそうだ」

　どうやら、セリオンは猶ゆう予よをくれるらしい。

　ヴェクターは顔をしかめるが、何も言わない。

　国王親衛隊と揉もめ事になれば、国と国との問題になる。

　さすがに彼も、そこまで思い切った行動には出られないのだろう。

「アリエス、ステラ、行くぞ！」

　ノエルの言葉に、

「……本当にドラゴンと戦うんですか」

　渋じゆう面めんになるアリエスと、

「はいですー！　用意はばっちし！　ですよ！」

　箒ほうき片手に、元気よく手を挙げるステラ。

　ルティエラを元に戻す方法は、ここに来るまでに説明を受けていた。

　全てはステラ次し第だいで、ノエルとアリエスはそのサポートに徹てつするのみ。

　ノエルはアース・ドラゴンへと駆けだした。

　アリエスもその後を追い、ステラは箒に手でぶら下がり、空を飛んで向かった。




　　　　※




「数人分の魔ま力りよくを水に変えて噴ふん出しゆつさせ、それを凍こおらせることで、攻撃手段に変える。〝海の庭国〟らしい、なかなか見み栄ばえのする応用魔法だったわね」

　エスティカは嬉うれしそうに頰ほおに指を這はわせた。

　ぬいぐるみを抱かかえたリゼットは、

「一人でやろうとしたら、魔力が尽つきる。団体ならでは」

　エスティカは頷いて返す。

「けれど、あんな大おお技わざ、まるで、ドラゴン退治の為ために考えたみたいだわ。鹿しかやイノシシに使うには大げさすぎるもの。息を合わせる練習も必要でしょうし」

　聞こえているはずだが、ヴェクターはムスッとしたまま、何も言わない。

　その視線は、忌いま忌いましそうにアース・ドラゴンの元へ行ったノエルたちに向けられていた。

　エスティカはクククと喉のどを鳴らして、

「ねえ、リゼット。〝ルルイエの魔女〟を知っているかしら」

「知らない。エスティカのこと、じゃないよね？」

「ええ、私のことじゃないわ」

　エスティカはちらりと宮きゆう廷てい魔術師のドロテアに視線を向ける。

　騎き乗じようしたままの彼女もまた、沈ちん黙もくを貫いていた。

「私の祖母、イヴァン・ルルイエには、たくさんの弟で子しが居たの。とても有能な人たちだったと聞くわ。祖母はそんな弟子たちと共に、色んな魔法を研究して魔道具を作っていた。生活をより豊かにする魔法、そういうものを目指して」

「へえ、良い志だね」

「ルルイエの名は、魔導具工こう房ぼうとして有名だったの。でも、祖母は〝人に害を与あたえる〟ような危険な魔導具だけは決して作らなかった。弟子たちにも、そんな魔導具を作る事を禁じたの。まだ、この国に〝魔法マジツク・統制コントロール〟がなかった時代のことよ」

　魔法を許可制にする魔法統制が実じつ施しされたのは、先代国王、ジークハルトの御み代よである。

　それまでは、どんな魔法も自由に使えていた。

　それゆえに、危険な魔法の魔導具も数多く作られ、使用されていたと聞く。

「弟子たちの中にはそれが気に入らない者がいた。自由に魔法の研究をして何が悪いんだと、祖母の元を離はなれて行ったの。彼女たちは、祖母から学んだ魔導具作製技術を活いかして、勝手に魔導具を作って売り、自分の研究を続けたわ。でも、未熟な腕うでで作られた魔導具は、暴発したり、魔力の制せい御ぎよができなかったり、各地で色んな事故を起こしたの」

「あ、魔ま骸がい具ぐのこと？」

　リゼットの言う通り、それらは、品質の悪い魔導具──魔骸具と呼ばれた。

　魔導具作製が国の管理下に置かれた今は見かける事が少なくなったが、昔はよく見られたらしい。

「そう、魔骸具。そんな粗そ悪あくな魔導具を売る者たちのことを人は、〝ルルイエの魔女〟と呼ぶようになったの。私がルルイエの姓せいを名乗るだけで、魔女と呼ばれるのはそのせいよ」

「そのせいだけ？」

「ええ、そのせいだけよ」

　リゼットは腑ふに落ちない顔をしていたが「そっか」と納なつ得とくした。

　エスティカは気にする素そ振ぶりもなく続ける。

「私は一時期、色んな国に赴いて〝ルルイエの魔女〟を捕つかまえる協力をしていたの。ルルイエの名が悪名にされているのが嫌いやだったし、魔骸具が市場に出回ることも許せなかったから」

　まだ、十かそこらの年とし頃ごろだった。

　しかし、その頃にはすでに、エスティカは魔導具作製に非ひ凡ぼんな才能を発揮しており、すでに魔ま術じゆつ師しと呼ばれる存在になっていた。

「そんな〝ルルイエの魔女〟の中に、自作した〝変身〟の魔法を使って、宝石店から首くび飾かざりを盗ぬすんで捕まった者がいたの」

「それ、さっき聞いた。ステラを育てたばーちゃんの話？」

「そうよ。ステラを育てたのは〝ルルイエの魔女〟。彼女は私の祖母に禁じられた〝変身〟の魔法を研究していた。本当は、首飾りを盗んだのは、ステラだったわけだけれど、彼女はその罪を被かぶって、自分が捕まったの」

「優やさしいばーちゃんだ」

「本当にそうだったのかしら」

「どゆこと？」

　リゼットがエスティカを見上げる。

「〝ルルイエの魔女〟は捕まった後、犯罪の証しよう拠こ品であるステラの改良した〝変身〟の魔導具と共に、忽こつ然ぜんと姿を消したわ。今もどこにいるのか分かっていない。本当に、彼女が捕まったのはステラの身代わりになる為だったのかしら。それとも、捕まれば、〝変身〟の魔導具の元に辿たどり着ける算段があったからなのかしら？」

「でも、ばーちゃんは、必死にステラを元の姿に戻もどしてくれたんだよね？」

「ええ。不完全な形でね」

　エスティカは人を不安にさせるような、悪い笑えみを浮うかべて、

「魔術師はプライドが高いものよ。自分が完成できなかった〝変身〟の魔法を、使用人だと思っていた少女に完成されて、そのプライドが傷つかなかったとは言い切れない。だから、あえて、不完全な形で魔法を解いたとも考えられる。中ちゆう途と半はん端ぱに戻すことで、ステラは自分の姿を見る度たびに、〝変身〟の魔法を使ったことを悔くやむでしょう？」

「それ、ホントだったら酷ひどい話だ。ステラには聞かせられない」

　リゼットがぬいぐるみを抱えなおして、むー、と頰を膨ふくらませた。

「或あるいは、ステラの才能を見込んで、もっと〝変身〟の魔法を研究させようとしたのかもしれない。〝変身〟の魔法をより、洗練されたものに。動物にしか変身できない魔法を、人間にも変身できるように。ステラが元に戻るには、それが出来るようにならなければならないから」

　エスティカは、再び、ちらりと宮廷魔術師のドロテアに視線を向ける。

「ステラの魔導書を盗んだ犯人は、ルティエラ王女をドラゴンにする為に、ステラの知識を必要としたようね。でも、〝変身〟の魔導具はどうやって用意したのかしら？　ステラは魔導具は盗まれなかったと言っていたわ。魔導書を盗まなければ、ドラゴンに変えられない程度の魔術師に、作る事が出来るとは思えないけれど」

　リゼットは目を丸くして、

「それ、今回の事件に、ステラが昔、白い猫ねこに変わった時に使った〝変身〟の魔導具が、使われているって言ってる？」

　エスティカは意味ありげな微笑ほほえみを浮かべ、

「さてどうかしら。そうかもしれないし、そうじゃないかもしれない。ただ、〝変身〟の魔導具なしに、動物から人の姿に戻すという難しい技術、ステラの今までの研究成果が見られそうで、私は楽しみよ」

「そっかぁ……でも、それが出来れば、きっと、ステラも元の姿に戻れるんだよね」

　リゼットは拳こぶしを握にぎって、「がんばれ、ステラ」と応おう援えんした。




　宮廷魔術師のドロテアは馬から降りて、フードを取った。

　彼女の視線の先では、ドラゴンを元に戻す攻こう防ぼうが続けられている。

　その瞳ひとみからは、どんな感情も窺うかがい知れなかった。




　　　　５




　アース・ドラゴンはノエルを視界に捉とらえると、威い嚇かくの声をあげ、いきなり、嚙かみついてきた。

　それを契けい機きにアリエスとステラはノエルから離れる。

　狙ねらわれたノエルは小剣を振ふるって、ドラゴンの角を打ち払はらい、かろうじて、嚙みつかれずに攻こう撃げきを逸そらせた。

「……これ、いきなり、きついぞ！」

　弱音を吐はく間もなく、ドラゴンは再び、ノエルめがけて、嚙みつこうとする。

　ノエルは咄とつ嗟さに、強きよう靱じんな顎あごから逃のがれるために前転するが、ドラゴンはすぐに小さく跳ちよう躍やくして体の向きを変え、今度は、鋭するどい角で突つき刺さそうとした。

　それを全力で走って躱かわす。

　戦うというよりも、逃にげるのに必死だ。

　見かけによらず、ドラゴンは俊しゆん敏びんだった。

　──しかも、なぜか、自分ばかり狙われる！

　さらに、アース・ドラゴンは「カッカッ」と歯を打ち鳴らした。

　まるで笑っているみたいに見えるが──。

「そーれ、〝変化チエンジ・型タイプ・水筒ミズデツポー〟！」

　ステラの呪じゆ文もんにより、彼女が持っていた箒が筒つつのように姿を変える。

「〝消火剤レジスト・フアイア〟発射ですー！」

　その筒がノエルに向けられ、そこから大量の水が[image: ]ほとばしるのと同時、ドラゴンが灼しやく熱ねつのブレスをノエルに浴びせかけた。

　逃げる事も出来ず、ノエルは業ごう火かに吞のみ込まれる。

　思わず腕で顔を覆おおうが、

　──熱ッ！

　本当は、熱いどころではない。

　一いつ瞬しゆんで黒くろ焦こげになってもおかしくない火力だったが、炎ほのおのブレスが止やんだ時、ノエルはまだ、熱いと感じた程度で五体満足だった。

　──死んでないのが不思議だ。

　ノエルは慌あわてて駆かけだす。

　身体からだがぐっしょり濡ぬれて、多少動きにくいが、炎に包まれる直前に、ステラにかけられた、このべとべとした液体が、ノエルを守ってくれたのだろうという事は分かる。

「アリエスさんもどぞー！」

　ステラが筒を向けて、

「あ、いえ、私はもう今のを見て戦意喪そう失しつ──ぷぴゃ！」

　アリエスも顔面から全身に、べとべとした液体を吹ふきかけられた。

「あの火は、危ないですからー。遠えん慮りよはいりませんよ！」

「……ありがとうございます」

　フッとアリエスは自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべて、感謝を述べた。

　ステラから聞いたルティエラを元に戻す方法とは、ドラゴンの両前まえ肢あし、両後ろ肢、それから額の計五か所に、ステラが魔導具で印をつける事。

　ただ、それだけだった。

　ノエルはドラゴンを引きつけ、アリエスが〝震電〟でサポートをする。

　言うのは簡単だが、あの角で突かれても、鋭い牙きばで嚙まれても、まともに食くらえば致ち命めい傷しようを負う事は間ま違ちがいない。

　それに今は体力が続くが、全力で逃げ続けるのもそう持たない。

　ステラは筒をかざして、

「いきます！　〝変化チエンジ・型タイプ・刻印マーキング〟！」

　筒が丸いスタンプのついた棒に変わる。

　それを槍やりのようにクルクル回して、

「ノエルさん！　右後ろ肢から、行くですよ！」

　どうやらそのスタンプを押し付けて、ドラゴンに印をつけるようだ。

「わ、分かった！」

　──本当はどうすればいいのか、分かっていない。

　右後ろ肢にスタンプを押させるには、えっと……。

　考える間もなく、ノエルに夢中なドラゴンは、鋭い角を横に振るう。

　これも避よける事が出来ずにノエルは吹っ飛ばされて地面を転がる。

「ぐえ……」

　──攻撃が速すぎる。

　それに、軽く角を振っただけに見えたが、体格差がありすぎて、かなりの威い力りよくがあった。

「はい、ペタンコ！」

　ノエルが襲おそわれている間に、ステラは容易たやすく、右後ろ肢にスタンプを押した。

「ノエルさん、その調子でいいですよー！」

　──いや、ただ、襲われているだけだが。

　肢に何かされた事に気付いたのか、ドラゴンがステラに注意を向ける。

　そして、角でステラを突き刺そうと突とつ進しんするが、

「おっとと、〝変化チエンジ・型タイプ・箒ブルーム〟！」

　スタンプから元の箒へ。ステラは宙を軽かろやかに舞まい、攻撃を躱した。

「次は、左後ろ肢、いくです！」

　ノエルは近くに落ちていた、手ごろな石をドラゴンに投げつける。

「こっちが相手だ！」

　石はカーンとドラゴンの後頭部で跳はね返る。

　ドラゴンはこちらを向いて、また、「カッカッ」と歯を打ち鳴らす。

　──炎のブレスだが、熱いだけで耐たえられる。

「あ、ノエルさん！　さっきの〝消火剤〟、一回しか効果ないので、躱してくださいですー！」

「それは聞いてないぞ!?」

　再び、ノエルは逃げ場なく炎に吞み込まれる。

　その時、素す早ばやく、飛び込んできたアリエスに頭を地面に押し付けられた。

「〝硬化デイフエンシブ〟！」

　アリエスが呪文を唱えた。

　ブレスが止む。

　顔をあげると、アリエスが盾たてを構えていた。

「……いつぞやの防具屋の盾です。ドラゴンの炎さえ防ぐ、と言っていたので、王都防衛騎き士し団だんに保管されていた証拠品を黙だまって持ってきました。意外にも本当だったようです」

　ノエルは無事だった。

　妻を殺したあの防具屋、腕うでは確かだったらしい。

　しかし、効果があるのかないのか分からないような盾で、よく炎の中に飛び込んできてくれたなと思う。

　アリエスは、なんだかんだ言って、やる時はやる、頼たよりになる人物だ。

「はい、こっちも、ペタンコ！」

　ステラは左後ろ肢にもスタンプを押す。

「次は、右前肢やるです！」

　彼女は箒とスタンプとを巧たくみに切り替かえて、空を舞う。

　ドラゴンはアリエスめがけて、角を振るった。

　アリエスはそれを盾で受ける。

　──ガギン！

　妙みような音がして、盾が真っ二つに割れた。

「何が、どんなものでも防ぐ盾ですか！　一回で壊こわれたじゃないですか！」

　アリエスは盾を投げ捨てて、脱だつ兎とのごとく逃げ出す。

　炎のブレスが一回防げただけでも、凄すごい事に違ちがいはない。

　その間に、ステラがドラゴンの肩かたに乗り、そこから、右前肢に向かってトトトッと駆けた。

「ほいさ！　ペタンコ！」

　スタンプを押し付け、くるっと空中を前転し、着地する。

「あと二つです！　次、左前肢いくです！」

　ドラゴンの右側に回り込んだアリエスが、

「魔ま力りよくを出来るだけ注ぎ込んで、痺しびれさせます！」

　騎き士し剣けんをスラリと抜ぬく。

「〝震電〟！」

　ドラゴンの角を鮮あざやかに躱し、パリパリと紫し電でんが[image: ]る刀身をその顔に押し当てた。

「ガアアアアアア！」

　ドラゴンが身体を硬こう直ちよくさせて咆ほう哮こうする。

　ステラは大地を駆けて、動きを止めたドラゴンの左前肢に、

「ほい！　ペタンコ！」

　スタンプを押し付けた。

「あと、一つですよー！」

　魔力を注ぎ込む、という事がどういう事なのかノエルには分からないが、アリエスはその場に膝ひざをついて、大きく肩で息をしている。

　しかし、そこからが問題だった。

　──アース・ドラゴンの目の色が変わった。

　電でん撃げきという攻撃を受けて、スイッチが入った、ように見えた。

　ドラゴンは全身を震ふるわせ、空気をビリビリと震わせるような凄すさまじい雄お叫たけびをあげる。

　ノエルですらその迫はく力りよくに一いつ瞬しゆん怖おじ気づき、逃げ出したい思いに駆られた。

　心の底から震えあがるような、咆哮だった。

　その場にいた誰だれもが動きを止めた時、ドラゴンは容よう赦しやなくステラに突進する。

　その鋭い角がステラを襲う。

「ステラ！」

　ノエルは持っていた小剣をアース・ドラゴンに投げつけるが、その硬かたい皮ひ膚ふに弾はじかれて、何の効果も得られない。

「ニャン！」

　ステラは持っていた箒で、鋭い角の直ちよく撃げきだけは逸そらしたが、ドラゴンの体当たりを受けて吹っ飛ばされた。

　──危ない！

　地面に倒たおれるステラは無防備だ。

　踏ふまれるだけでも命に関かかわる。

「ルティエラ、止やめろ！」

　思わず叫さけんだ言葉に、アース・ドラゴンは反応して、こちらに頭を向けた。

　──声が届いた？

「アリエス、ドラゴンの注意を逸らしてくれ！」

　ステラの方に向かってノエルは駆ける。

「長くは持ちませんよ。〝震電〟！」

　アリエスは騎士剣を構えた。

　アース・ドラゴンはその剣が、先ほどの電撃を放った事に気付いているのか、アリエスに注意を向けて、咆哮する。

「ステラ！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　地面に倒れ伏ふしたステラを抱だき起こす。

　彼女は、コフコフと咳せき込みながら、

「……問題ないです。あと、一つで、いけるです」

　箒を支えに、すぐに立ち上がろうとする。

「無理をするな」

「……私が、元の姿に戻もどろうと考えなければ、こんなことにならなかったですよ。私は罰ばつを与あたえられただけです。でもでも、せめて、ルティエラちゃんだけは、私がどうにかなっても、元の姿に戻してあげたい、です」

　真しん剣けんな表情のステラは、ひどく思いつめている。

　今回の件でステラに非がないとはいわない。

　でも、元の姿に戻りたいと思う事は、罰を与えられるほどの罪なのだろうか？

　ノエルはもう一つの剣──黒十字の柄つかを持つ騎士剣〝応答者〟に手をやった。

　それは　どんな鎧よろいも貫つらぬき通し、どんな盾をも斬きり裂さく──伝承の剣。

　ドラゴンの硬い皮膚でも、攻こう撃げきが通るはずだ。

「ステラ。額に刻印するにはあの角が邪じや魔まだ。だから、俺があの角を斬る。角を斬っても、ルティエラ王女は大丈夫か？」

「た、たぶん、大丈夫ですがー……魔ま法ほうもなしに、本当に、斬れるのですか？」

「魔法に頼らなくても、出来る事はあるさ」

　ノエルは〝応答者〟を抜いた。




　　　　※




　ステラが箒に跨またがって空を飛ぶ。

　その後ろで、ノエルは片手で箒に摑つかまっている。

　もう片方の手には〝応答者〟。

　向かうはアース・ドラゴンの正面である。

　箒はどんどん加速していく。

　一いち撃げきで角を断たつ事が出来るのかは分からない。

　でも、ノエルは〝応答者〟の切れ味を知っている。

　一度、小剣で角を打ち払はらった時に、これなら〝応答者〟で斬れるかもしれない、と思った。そんな不確かな感覚が、ドラゴンの角を断てると考えた根こん拠きよである。

　──無む茶ちや苦茶だ。

　それでも、ノエルがステラにしてやれる事といえば、それくらいだった。

　──なら、やるしかない。

　ステラはアース・ドラゴンの背後に回り込む。

　しかし、ドラゴンはアリエスに嚙かみつこうと、身体からだの向きを変え続けている。

　アリエスは、〝震電〟を使い続けて、なんとかそれを凌しのいでいた。

　ドラゴンに向かって、勢いをつける。

「ルティエラ！　こっちだ！」

　──さっきは、その名前に反応を見せた。

　アリエスを攻撃していたドラゴンが、こちらに注意を向ける。

「ノエル騎士！　援えん護ごします！」

　こちらの動きに合わせたアリエスの〝震電〟に、ドラゴンはぐらりと体勢を崩くずす。

　顔をこちらから僅わずかに逸らし、角が横を向く。

　──いける！

　ノエルは箒ほうきから手を放すと、〝応答者〟を両手で握にぎった。

　上段に構えて、ノエルはドラゴンへと斬りこんでいく。

　そして、ノエルは〝応答者〟を振ふり下ろして、角を断った。

　──角が弾はじけ飛ぶ。

　ノエルは地面に着地した。

　アース・ドラゴンが咆哮する。

　その上空にステラはいた。

　空中で箒をスタンプに変えて、クルリと回転させ、

「これで最後です！　〝変身解除リリース〟！」

　勢いよくドラゴンの額に刻印を押した。




　アース・ドラゴンの額と四し肢しに押された刻印から光の帯が現れて、その全身に巻き付いていく。

　再びスタンプを箒に戻し、地面に降り立ったステラは、すぐに呪じゆ文もんの詠えい唱しようを開始した。

　振り回す箒の軌き跡せきが魔法文字の羅ら列れつに変わる。

　魔法文字の羅列は、スルスルと伸のびて、光に包まれたドラゴンの周囲を円状に囲んでいく。やがて、それはドラゴンを中心とした大きな魔ま法ほう陣じんとなった。

　徐じよ々じよに魔法陣が縮小していき、ドラゴンは苦しそうに藻も搔がき始める。

　見たことがないような真剣な顔でステラは詠唱を続けた。

　その額には汗あせが浮うかび、心なしか身体が震えている。

　魔法陣が小さくなっていくにつれ、ドラゴンもまた縮んでいっているようだった。

　ノエルとアリエスは、剣を収める事も忘れ、それを固かた唾ずを吞のんで見守った。

　──魔法陣が小さくなる。

　金色の帯に巻かれたドラゴンも小さくなり、大地に倒れる。

　そして、それらは人間の大きさになった。

　ステラが詠唱を終えて「……ひとまず、終わったです」と汗をぬぐった。

　アース・ドラゴンを包んでいた金の帯が空中へと霧む散さんする。

　代わりに、そこに居たのは、全ぜん裸らのルティエラだった。

　アリエスが素す早ばやく駆かけ寄って、自分のマントを外し、ルティエラにかけた。

　ノエルとステラもそこに駆け寄る。

　アリエスは、ルティエラの頭を抱かかえて無事を確かめた。

「呼吸しています。軽傷はありますが、身体に深い傷も負っていません」

　身体は無事なようだが、ドラゴンに〝変身〟した後こう遺い症しようがどのような形で残っているかまでは分からない。

　その時、ルティエラがぱちっと目を覚ました。

「……な、なんだ！　うわ、なんだ、このベトベトに塗まみれたマントは、わっ！　裸はだかだ!?　裸でベトベトって、うわわ！　君はノエル・アースキンか!?　な、な、なーっ！」

　顔を真っ赤にして、マントで胸むな元もとを隠かくし、ルティエラは辺りを見回す。

「外!?　外なのか!?　って、なんだこの、包ほう囲い網もうは!?　おい、どういうことだ！　いや、あれから、私は？　ええ？　どうなっているんだ？」

　ひどく混乱しているようだが、意識ははっきりしているようだ。

　どうやらドラゴンになっていた事は憶おぼえていないらしい。

　アリエスがルティエラの肩かたに手を置いて、

「落ち着いてください。ルティエラ王女。このベトベトしたものは、ノエル騎き士しの唾だ液えきとか体液ではありません。消火剤です」

「だ、唾液!?　体液!?　この素すっ裸ぱだかの私に!?」

「おい。アリエス、誤解を招くような言い方をするな」

　身体の隅すみ々ずみまで見たわけではないが、ステラの獣けもの耳みみのようにドラゴンの尻尾しつぽが残るといったような状態にはなっていないようだ。

　しかし、体の一部分だけ、大丈夫でない。

　──言うべきかどうか迷う。

　ステラがルティエラに顔を近づけて、

「なるほどです。角は髪かみの毛だったわけですか。ふむふむ」

　ルティエラの前髪が生え際ぎわギリギリのところで、まっすぐに切り揃そろえられていた。

　幼い女の子のような髪かみ型がただ。

　人間が〝変身〟したドラゴンの角を斬り飛ばすと、元に戻った時、前髪がなくなるようだ。

　ノエルは大きく息を吐はき出すと、

「それだけで済んで良かったか」

　ルティエラは顔を真っ赤にして、

「それだけとはなんだ、それだけとは！　乙女おとめを素っ裸にしてベトベトにして！　今すぐどういう事か説明しろ！　そうでなければ、騎士を解任するぞ！　解任だぞ！　ノエル・アースキン！」

　憤ふん慨がいするルティエラに、状じよう況きようを理解させるのは大変そうだった。




　──ドラゴンになっていたなんて、言っても信じるだろうか？




　　　　※




　遠目からでも、ルティエラが元に戻り、ノエルたちの緊きん張ちようが解けたのが窺うかがい知れる。

　エスティカは底意地が悪く見える笑えみをヴェクターに向けて、

「どうやら、成功したようね。あのドラゴンはルティエラ王女だったこと。これで証明できたかしら」

「そのようだね。何にせよ、王女が無事で良かったじゃないか」

　ヴェクターはころりと態度を変えると、

「分かって欲しいのは、俺も王女を救いたい一心だったということだよ。ルティエラ王女があのドラゴンの腹の中にいたのであれば、一刻も早く助けるべきだと思った。俺は本気でドラゴンに吞み込まれたと信じていたんだから」

　軽けい薄はくそうな笑みを浮かべて返した。

　その言葉が噓うそだと証明する手立てはない。

　もし、ヴェクターが気づいていたのだとしても、それを咎とがめる事は出来なかった。

　むしろ、そうだとした方が大きな問題になる。

〝海の庭国〟の王子が、この国の王女がドラゴンに変わった事を知っていて殺そうとしたなんて疑いは、持つだけでも争いを生む。

　ヴェクターがセリオンの判断によって、ドラゴンに手出しできなくなったように、こちらもヴェクターには手出しが出来ないのだ。

　ただ──。

　ヴェクターは宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し、ドロテアに視線をやる。

「俺に噓を吐いた奴やつは、罰さなくてはならないな」

　──彼女はその限りではなかった。

　ドロテアは白いローブの懐ふところから、ピンク色の魔導書と、手のひらに収まるほどの小さな白い杖つえを取り出すと、エスティカに歩み寄る。

「これが盗ぬすんだ魔導書と、〝変身〟の魔導具よ」

　それは素す直なおに自分の罪を白状したも同然だった。

　エスティカはそれらを受け取る。

　ドロテアは覚かく悟ごを決めたような、どこか達観したような表情で、フッと口元を緩ゆるめる。

「その魔導具があれば、あの子も、元の姿に戻もどれるだろうさ」

　若く美しいドロテアだったが、その言葉はまるで老ろう婆ばが発言したように聞こえた。

「なぜ、こんな事を企くわだてたの？」

　エスティカの口調には、咎めだてるような響ひびきはない。

　その眼まな差ざしには深い憐れん憫びんの情が見て取れる。

「全すべてはあたしのエゴさ」

　ドロテアは肩を落として俯うつむくと、

「……〝変身〟の魔法が完成する所を、どうしても、見たかったんだ。どう足あ搔がいても、あたしには出来なかったけどね。でも、あの子の研究は、人への〝変身〟をも可能にした、素す晴ばらしいものだった。妬やけちまうよ。本当に、凄すごいねぇ。ずっと絵本ばかり読んでいた、あの子がねぇ……」

　口元を手で覆おおって、地面に膝ひざをついた。

　嗚お咽えつをこらえているのか、その肩は小刻みに震ふるえている。

「ねえ、貴方あなたは──」

　そこで、エスティカがようやく異変に気付いた。

　慌あわてて、ドロテアの肩に手をやるが、

「ゴフッ！」

　ドロテアは口元を覆った手の隙すき間まから、大量に吐と血けつする。

　そして、前のめりに大地に倒たおれ伏ふした。

「毒を飲んだの!?　誰だれか！　治療士ヒーラーを早く！」

　エスティカは屈かがんで、ドロテアの上体を起こす。

　ドロテアは血だらけの口元にうっすらと笑みを浮かべて、

「たいしたもんだよ。本当に。あの子は……ああ、お願いだ」

　その瞳ひとみから涙なみだが零こぼれ落ちる。

「あたしの死に顔だけは、あの子に、見せないで、やっておくれ。知らない方がいい。あたしだってことは、知らない方がいいんだ。それじゃあ、あまりにも……可哀かわい想そうだから」

　そう言い残すと、ドロテアはぐったりと脱だつ力りよくした。

　その顔が醜みにくく歪ゆがんでいく。

　栗くり色いろの長い髪は、細くて長い白しら髪がに。

　張りのあった肌はだは、深い皺しわで覆われる。

　そこに居たのは、若く美しい宮廷魔術師ではなく、年老いて醜い老婆だった。

　ぬいぐるみを抱えたリゼットが心配そうに覗のぞきこんで、

「ばーちゃん死んだの？」

　エスティカは口惜くやしそうに一いつ瞬しゆん、瞳を閉じると、

「ええ。自ら死を選ぶなんて、馬ば鹿かね」

　ドロテアのフードを深く被かぶせて顔を隠した。

　ステラの研究は、人への〝変身〟も可能にしたと言っていた。

　ドロテアは老婆から、若い女性の姿に〝変身〟していたのだろう。

「死んだら、元に戻るのか？」

　そんな彼女の死に様を見ていたヴェクターが、興味深そうに聞いてきた。

　エスティカは怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめて、

「魔力で姿を変えているの。死んで魔力がなくなれば、当然、元の姿に戻るわ。姿を変え続けている間は魔力を消費するし、全身ともなれば、魔力消費は大きい。睡すい眠みん時間も含ふくめて半日は休息をとって、元の姿に戻っていたはずよ」

　永遠に〝変身〟し続ける事は出来ない。

　ステラの場合は、部分的な〝変身〟であり、魔力消費が少ない為ために、幸か不幸かずっとあの姿のままになってしまっている。

　魔力が尽つきる前に、魔法が使えない精神状態に陥おちいってしまうのだ。

　だから、〝変身〟が解けないまま、魔力が回復する。

「つまらないな」

　ヴェクターはそう呟つぶやいた。

　そして、エスティカに背を向けると、セリオンの元に赴おもむく。

「ドラゴンは我らが一いつ致ち団結して遠くに追い払はらった。そういうことにしよう。国民に、王女がドラゴンになって人を襲おそったなどとは、知らせぬ方がいいだろうからな」

　ヴェクターは有う無むを言わさぬ態度でそう告げた。

　セリオンも、それには異論がないようで、

「……了りよう解かいしました。それでは城下町に戻られますか？」

　ヴェクターは頭を横に振ふる。

「もう結構だ。このまま、俺は近この衛え騎士団を連れて、国に帰ることにする」

　颯さつ爽そうと騎き乗じようすると、手を挙げて近衛騎士団に撤てつ退たいの指示を与あたえ始めた。




「ステラには言わなくていいの？　ばーちゃんのこと」

　リゼットがエスティカを見上げる。

「ええ、そうね。それが彼女の最後の願いだったから」

　エスティカは手元にある、ステラの魔導書と〝変身〟の魔導具を見て、

「でも、きっと──」

　エスティカはそれ以上言葉を続けずに、ノエルたちがいる方へと視線をやった。

　ステラが笑っているのが分かる。




　強く風が吹ふいて、深い森の木立をざわつかせた。







　エピローグ







〝海の庭国シーガーデン〟城内の一室。

　ソファに深く腰こし掛かけ、脚あしを組んだヴェクター王子は、

「ドロテアの〝変身トランスフオーム〟の魔導具を渡わたさざるを得なかったのは、勿もつ体たいなかったな。あれがあれば、いつでも、ドラゴン狩がりが楽しめたのに」

　不満そうにワインを口に運ぶ。

「死んだら元の姿に戻ってしまうのも残念だよ。俺はドラゴンを狩って、竜りゆうの角や牙きばをこの部屋に飾かざりたかったんだ」

　部屋の中には、彼が狩りで仕留めた獲え物ものたちの剝はく製せいが、所せましと飾られている。

　立派な角を持った牡お鹿じかや、しなやかな肢し体たいを持つ黒くろ豹ひよう。

　中には、人間の髑どく髏ろまであった。

「まぁ、そのドラゴン狩りですら邪じや魔まが入って、ろくに楽しめなかったのだがな」

「手ごわかったですか？　ノエル・アースキンは」

　窓の外に視線をやっている黒くろ髪かみの青年が背を向けたまま問う。

「……ああいう正義漢ぶった馬鹿は嫌きらいだよ。妙みように鼻が利きく。鬱うつ陶とうしいこと、この上ない」

　ヴェクターは顔をしかめて、

「なぁ、俺はドラゴン狩りが楽しめる、偽にせ者ものの国王を立てている国は、後こう継けい者しやを失って弱体化する。そういう話ではなかったか？」

「計画はそうです。しかし、私は上手うまく行けばそうなると申し上げました。今回も上手くいきませんでしたね」

「お前にとっては、今回も、だろう。俺は失敗などしていない。弁解はうんざりだ」

　黒髪の青年は白い手て袋ぶくろを嵌はめた左手で右みぎ頰ほおに触ふれる。

「しかし、閣下にもこれでお分かりになったはず。何が我々の計画の邪魔になっているか。我々の敵が誰なのか」

　不ふ愉ゆ快かいそうにヴェクターは鼻息を漏もらす。

「ドロテアもそうだったが、お前も役に立たなければ用済みだ。一度は身代わりを用意して助けてやった。その恩に報むくいろ。二度目はない」

「はい。閣下。心しております」

　黒髪の青年は唇くちびるをひきつらせて、

「〝魔法が導く、新たな世界の創造〟を」

　その窓には狂きよう気きの笑えみが映し出されていた。




　　　　※




〝水のアクア恩恵亭グレイス〟。

「ええ、ええ？　グランマニエをかけて、それをフランベするんですか？　そうすることで、砂糖が濃のう厚こうなカラメルソースに!?」

　クレープ屋のオーナー、赤毛のカタリナ・キャロットが、アニタ・ロランの作る新しいクレープに驚きよう嘆たんしている。

「私はエスティカちゃんの言う通りに作っているだけだから」

　アニタは少しはにかんで、手て際ぎわよく皿の上に出来上がったクレープを載のせた。

　そして、それをフードを目ま深ぶかに被った人物の前に置く。

「はい、どうぞ。召めし上がれ」

　その人物はナイフとフォークを手に取ると、

「いただきます……」

　クレープを切り分けて口に入れる。

「んふー♪」

　顔を綻ほころばせて、大変ご満まん悦えつなようだ。

　それを隣となりの席で見ていた黒衣の少女が、澄すました顔で紅茶を口に運ぶ。

「食べる時はフードを取るものよ。ルティエラ王女。でもやっぱり、思った通り。ディンブラが合うわね。このクレープ」

　髪かみには黒薔ば薇らの髪かみ飾かざり、線の細い華きや奢しやな身体からだを黒衣で包んだ美しい少女。

〝歩ウオくーキン魔グ・グ導リモワ書ール〟とも呼ばれている、偉い大だいな魔術師ウイザードのエスティカ・ルルイエもまた、新しいクレープに舌した鼓つづみをうっていた。

　ルティエラ王女と呼ばれた人物は、潔いさぎよくフードを取ると、

「王家専属の美容師に整えてもらった。どうか？　どうだ？」

　そこから光の粒りゆう子しが飛び散るような金きん髪ぱつが現れる。

　髪は全体的に短くなっていた。

　しかし、前まえ髪がみは生え際近くでパッツンとまっすぐ切り揃そろえられ、そこだけは王家専属の美容師でもどうにも出来なかったようだ。

　エスティカは何も言わずに、クククと喉のどを鳴らす。

「……笑ったな？　今、笑ったな！　エスティカ・ルルイエ！　〝誓約のアンリミテツド魔術師・ウイザーズ〟として、命令を与える。今すぐに、髪の毛を早く伸のばす魔ま法ほうを作れ！」

「嫌いやよ。そんなつまらない魔法なんて作りたくないわ」

　すげなく断られてしまう。

　カタリナはとても驚おどろいた様子で口に手を当て、

「ええ？　ええ！　ルティエラ王女!?　あのっ！　いつも手をお振りになっている姿を、遠くから見させて頂いています！　ファンです！　握あく手しゆしてください！」

　ルティエラに握手を求めた。

「あのっ！　この間のドラゴンはルティエラ王女だって、本当ですか？」

　人の口には戸が立てられず、その噂うわさはあっという間に城下町に広がっていた。

　しかし、運よく人的被ひ害がいが少なかった事と、壊こわれた建物を全すべて国が補ほ償しようした事で、取り立てて大きな問題とはなっていない。

「まさか、そんなはずありませんわ」

　ニッコリと営業用〝王族スマイル〟を浮うかべてルティエラは握手に応じた。

　その紫色ヘリオトロープの瞳ひとみは笑っていなかった。

「おはようございます、アニタさん」

　脇わきにある階段から青年が降りてくる。

「うわ、また、皆みな、勢せい揃ぞろいで……」

　王都防衛騎き士し団だんの騎士、ノエル・アースキンは、いつも通り、毛先が荒あれ狂くるう波みたいに盛大に跳はねていた。

「ノエルと約束した。事件終わったら、クレープをみんなで食べる。奢おごりで」

　ふんわりとした銀ぎん髪ぱつのボブカット、青い瞳をした少年のようなリゼット・オセロは、ニヒヒと、口の周りにクリームをつけたまま、いたずらっぽく笑った。

「そういう話だったか。え、あ、奢り？」

　どこかまだ寝ねぼけた様子のノエルは、急に困った顔で、

「あの、アニタさん、言い難にくいんですけど、今月ちょっと出費がすごくて、家賃を──」

　──ボウッ！

　フライパンの上で、クレープをフランベした炎ほのおが勢いよく立ち上る。

「……何？　ノエル？　今、なんて？」

　アニタがにこやかに微笑ほほえみ返す。

「や。なんでもないです」

　ふるふるとノエルは頭を振った。

　──とても言える雰ふん囲い気きではない！

　椅い子すから立ち上がったルティエラが、ノエルをビシッと指さして、

「ノエル・アースキン！　私に一言、何か言う事があるだろう！　貴公が斬きった私のこの前髪のことだ！　どうか！　どうだ！」

　なぜか、エスティカやアニタやカタリナまでも、手を止めて急に前髪を気にし始める。

「え？　似合っていると思いますよ」

　ノエルはルティエラの顔を見て、何の躊躇ためらいもなくそう答えた。

「そ、それは可愛かわいい、ということか？」

　ルティエラは顔を真っ赤にして聞き返す。

「はい」

「そ、そうか？　じゃあ……じゃあ、許してやるとするか」

　とても満足した様子で着席した。

　そんなノエルに、頭頂部に生えた白い猫ねこ耳みみをピコピコ動かしながら、

「あー、ノエルさんー、これ」

　メイド服のステラ・キャットが手のひらほどの小さな白い杖つえを差し出す。

「〝変身〟の魔導具ですー。いろいろ考えたですが、やっぱり使わないことにしました。大変危険な魔導具ですので、後は国の管理に任せますよー。出来れば壊しちゃうのが一番なんですがー」

「本当に、使わなくていいのか？」

　驚いた顔でノエルが聞き返す。

　事件の後、ステラが元に戻もどるのに使えるよう、一時的に預けていたのである。

「はいですー。私は、この姿で、生きて行くのですよ」

　いつものように、朗ほがらかなステラだったが、その笑顔は、なお一層晴れやかに見えた。

「本当に後こう悔かいはしないな？」

「しませんよー。〝変身解除リリース〟も無事に出来ましたしー。研究はこれで完成ですー」

　ノエルは杖を受け取ると、それをいきなり圧へし折った。

「押収した時には、折れていたということで、ルティエラ王女、よろしくお願いします」

　ルティエラはひらひらと手を振ふって、

「ノエル・アースキンがそうしなければ、私が折っていたさ。そんなもの、二度と使いたくないし、使わせたくもない」

　なんでもない事のように応じた。

　すると、女騎士が〝水の恩恵亭〟の入り口の前で馬を降りて、白いマントを翻ひるがえしながらこちらにやってきた。

　まっすぐな長い髪に知的な相そう貌ぼう。まるで吟ぎん遊ゆう詩人みたいな繊せん細さいで美しい顔立ちをしている従騎士、アリエス・クルールは、酒場にいる面子メンツを見て、

「……うわぁ、朝から濃こい面子ですね。胸やけしそうです」

　しかし、どこか満まん更ざらでもなさそうに呟つぶやいた。

「アリエス、どうした？」

「それがですね、朝起きたら、町中の植物が巨きよ大だい化してまして」

「……どうしてだ」

「さあ、さっぱり、理由が分かりません」

「それって、また、魔法事件じゃない？」

〝誓約の魔術師〟、エスティカ・ルルイエはハンカチで口元のソースを拭ぬぐって、

「その事件、私が解決すると誓ちかうわ」

　とても悪い魔女のように、妖よう艶えんに微笑んだ。




　──城下町は今日も魔法事件であふれている。







　あとがき







　こんにちは。

『城下町は今日も魔ま法ほう事件であふれている』二巻をお手に取って頂き、ありがとうございます。今巻は連作短編に近い形式で、前巻に比べて、より魔法事件にあふれています。

　特に〝誓約のアンリミテツド魔術師・ウイザーズ〟である三人に関しては、巻ごとにそのバックグラウンドに触ふれていきたいなと考えていて、今回はステラ・キャットにスポットをあてた巻になります。

　一巻では触れられていなかった、頭頂部に獣けもの耳みみが生えている理由が明らかに出来て、個人的にスッキリしました。

　気になっていましたよね？

　ステラの姿は「メイド服に猫ねこ耳姿が好きだから」とか、「武む藤とう此くり史ひとさんに猫耳メイドを描かいて欲しかったから」というわけでは決してなく、ちゃんと今回の事件の為ため、意味のある設定だったんです。

　……ええ、知りませんでした。はい。

　ともかく、そのステラの過去ですが、今回執しつ筆ぴつするにあたって、一番すらすらと筆が進む感じで、むしろ、一冊まるっとステラ視点で過去を書きたいなと思ったくらいでした。

　……ええ、本筋から離はなれすぎていて無理ですが。

　何にせよ、天てん真しん爛らん漫まんに見えるあのステラ・キャットが、本当はどういった人物なのかを知ってもらって、好きになってもらえたらいいなと思います。

　この物語は、好きなキャラクターであふれている、という形に持っていくのが理想なので、エスティカとお茶がしたいだとか、アリエスに冷たい眼まな差ざしを向けられながら踏ふまれたいとか、リゼットに操あやつられて身も心も捧ささげたいとか、そういう気持ちを抱いだいてもらえるような所まで、キャラクターたちを掘ほり下げていけたらいいですね。

　……何だか、それは王都防衛騎き士し団の兵士たちの願望っぽいですね。

　友人から、あの兵士たちは、僕や読者の気持ちを代弁しているのではないかって指し摘てきがありましたが、そんなことはありません。決して。ええ、はい。

　では、最後に、いつも的確なアドバイスを頂ける担当さんと、毎度素す敵てきなイラストを描いてくれる武藤此史さん、それから、この本をお手に取って下さった読者の皆みな様さまへ、心からの感謝を。これからもご期待に応こたえるべく、頑がん張ばります。

　少しでも楽しんで頂けますように。


井いの上うえ悠ゆ宇う　　



























カバー・口絵・本文イラスト／武藤此史

カバー・口絵・本文デザイン／ビィピィ










城じよう下か町まちは今日きようも魔ま法ほう事じ件けんであふれている２








井いの上うえ悠ゆ宇う
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